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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　わたくしはあにうえが好きでした。

　本当に本当に、心の底から唯一好きな人と呼べる方でございました。




　異界で待ち構えていた全ての難関『未み踏とう級きゆう』とやらは呆あつ気けなく瓦が解かいし、人の世を見て回っても誰も彼も勝手に歪ゆがんで腐って平ひれ伏ふすばかり。善ぜん悪あく好こう悪おの全てを投げうつ芯も軸もない輩やからを眺め、このわたくしに何を想おもえとおっしゃるのでしょう。そんな中でございます。あにうえが、あにうえだけが、わたくしを見ても決してブレない心を持った唯一の殿方でございました。

　わたくしは疑問を抱きました。

　それはやがて渇かつ望ぼうへと変わっていきました。

　欲しい。

　どうしても、どうやっても、あにうえという一存在が欲しい。手に入れたい。独占したい。わたくしだけのものにしてしまいたい。

　わたくしが女として生まれたのは、おそらくあにうえが男だったからだ。

　そんな確信さえ持っておりました。

　あにうえは簡単にはなびきませんでした。力を与えても、力で脅しても、美貌で誘っても、醜悪に嘲あざ笑わらっても。

　しかしままならないその感覚こそがわたくしの心を摑つかんで離さないのでございます。この人であれば、わたくしを支えてくれる。それだけの事で、と思われましたか？　あるいは、贅ぜい沢たくな、とでも。ただし、どれだけの歴史家や宗教家が『白き女王』を難しく複雑に語ろうとしたところで、わたくしにはそれしかなかったのでした。その一点が手に入らないから、まだまだ奥が深いとしてこの世界を見限る事もなかったのでございました。







　おや、何な故ぜ過去形を多用しているのか、ですって？

　そろそろ自分で考えろよクソ野郎。
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　トイドリーム35。あちらこちらの海から超高層ビルが直接乱立する巨大遊園地の街の、その最下層。ビルの根っこに寄り添うヨットハーバーには、いくつものヨット、クルーザー、モーターボートなどがずらりと係留してあった。

　その一つ。

「んんっ」

　そこそこ大きなクルーザーの甲板に引っ張り出したビーチチェアの上で、長い銀髪の美女がうつ伏せに寝転がっていた。ちょっとした動きで、背骨や肩けん甲こう骨こつのラインが生々しく蠢うごめく。身に纏まとっているのは黒いビキニだが、胸元にひらひらした布を足したトップスは背中側の紐ひもを外してしまっているため果たして着ていると言って良いのやら。おかげで背骨のラインが必要以上に生々しくさらけ出されていた。胸元については体とビーチチェアの間で柔らかく潰す事で完全ガードの構えである。もくもくと膨らむ入道雲よりも、なお重々しく天から覆おおい被かぶさるモノがあった。多くのビルや巨大陸橋に切り取られ、あたかも木漏れ陽のように差し込んでくる夏の陽ひ射ざしをピンポイントで受け取っての甲羅干しであった。ここまで一点集中だとソーラークッカーで料理されているように見えなくもない。

　冥めい乃の河かわ葵あおい。

　最上位存在『白き女王』の似姿として作られた、人工物の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきである。人工物でありながら高度な依より代しろでもある葵あおいは、『色彩なき童女』の手による女王殺害後の混乱した世界において襲撃・略奪を防ぐという意味でとある召喚師の少年の下へ身を寄せていた。とはいえ、あの時は本物の『白き女王』が入れ替わっていたため、似姿として作られた葵あおい本ほん人にんはさほど深入りもしていなかった。『白き女王』の殺害に成功した『色彩なき童女』が、その心因的なショックで内部構造が破綻してしまったと言われてもいまいちピンとこない。

　……のだが、

「ぐおおおー……暇だのう。いつまで待っても釣つり竿ざおはぴくりとも動かんし、家主は腑ふ抜ぬけていてからかい甲が斐いもないし……」

　裸足はだしのまま足をパタパタ、居い候そうろうの分際でとんでもねえ一言が出てしまったが、さもありなんな事情もあった。東欧Ｆ国国境線で『白き女王』及び過去に死亡したはずの信楽しがら真ま沙さ美みと遭遇してからの城しろ山やま恭きよう介すけは本当にひどかった。というか寝ていた。不ふ貞て寝ねである。クルーザーの中に入ってキャビンを覗のぞいてみれば良い。ヤツはこんなぷりちーでせくすぃな銀髪美女と一緒にいるというのにレディファーストの精神ガン無視でまさかのダブルベッド占有、一人でごろんなのだ。風ふ呂ろを覗のぞきに来ないし着替えと遭遇してきゃーえっちーもない。渾こん身しんの水着エプロンも素通りし、たまに寝癖頭でもそもそ起きたと思ったらシリアルに牛乳注いで貪むさぼるばかり。これが夏か。愛と欲望渦巻く夏休みなのか。全体的に冥めい乃の河かわ葵あおいはこう思っていた。こいつ殺してやろうか。

　と、そんなどんよりクルーザーにも来客があった。

「はろー古風なカラクリババア。恭きよう介すけちゃんはいつも通り？」

「おっ、メシ係の中華娘!!」

「私はハウスメイドじゃないし急に起き上がるな乳が見えてる乳が全部」

　ビーチチェアから飛び起きた銀ぎん髪ぱつ巫み女こ（その長い髪で浄じよう瑠る璃り方ほう式しきの最重要機密はしっかりガード）はパブロフの犬に陥っていた。何しろ改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランがやってくると美お味いしいご飯が食べられるのだからこれはもう仕方がない。おっとっと、と葵あおいは毎度のように呟つぶやいて背中側に両手を回し、改めてひらひらした布を足した黒いビキニトップスの紐ひもを結び直しながら、

「まぁーた家主の小僧を見に来たのかえ？　面白いもんなど何もないぞメシ作れ」

「うふふまだまだ恭きよう介すけちゃん歴が浅いわね感情豊富なアンドロイド娘。上級者はいつもと違う恭きよう介すけちゃんを眺めて愛めでるものなのよ頭を下げろご飯作らねえぞ」

　へへー、と時代劇っぽくビキニ美女から傅かしずかれつつ、緑リユウ娘ニヤン藍ランは甲板から船内へと踏み込んでいく。リビング、キッチン、バスルーム、ベッドルーム……。お風ふ呂ろが手狭でシャワースペース重視であるのを除けばそこらの学生向けマンションよりも居心地の良いい空間ではあるだろう。

　だが必要以上にエアコンの効いた薄暗いキャビンで、改造チャイナドレスの美女はぶるると寒さに背筋を震わせた。思わず片目を瞑つぶり、前髪を自分の手で押さえつつ、

「……かんっぜんに腐ってるわ。今ほんとに八月よね？」

「じゃから言ったじゃろう。こやつは愛と欲望の夏休みを勘違いしておる。これ一応考えなしではないのじゃぞ、歴史と伝統の巫み女こさんらしく天あまの岩いわ戸と作さく戦せんだっつってんのにこのフニャ○ン野郎全くわしの黒びきにに反応せんわ!!　傷つく!!」

「ああ見えて恭きよう介すけちゃんは女の子に夢を持っている人種なので、あんまりあけすけなのは下品って思われるリスクがあるわよ？」

「チッ！　傾向と対策があるなら最初に言えよ!!　であれば白しろ系けい鍔つば広びろ帽ぼうとろんぐわんぴの清せい楚そお嬢様ふるこーすにすべきじゃったか……!!」

「そっちは気をつけないとシルエットが『白き女王』に近づくので要注意。笑顔でトラウマ掘る気かこのポンコツ野郎」

　近くに寄ってぶつくさ言ってもダブルベッドの上にできた布ふ団とんの山はぴくりとも動かなかった。『フリーダム』アワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』。まさかの頭の先から完全ガードの構えである。これではウサギというよりカメであった。

　確かに東欧Ｆ国国境線での顚てん末まつは散々だっただろう。

　問題なのは世界最大の軍隊なのではない。彼らを蹴散らした後、『色彩なき童女』の暴走を押さえ込むために多くの力を割き、さらに何の前触れもなく現れた『白き女王』の前になす術もなかった。『フリーダム』アワード３０００、冗談みたいな数値を誇る信楽しがら真ま沙さ美みが横よこ槍やりを入れなければ城しろ山やま恭きよう介すけはあそこで死んでいたかもしれない。

　その上で、だ。

「しっかし、そんなにショックだった訳？」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは男が寝ているベッドの縁へ遠慮なく自分の腰を下ろし、長い脚を組んだ。そのまま己の背中越しに語りかける。




「恩師の信楽しがら真ま沙さ美みが、『白き女王』の側についたっていうのが」
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　今ある事象を説明するには、過去へと時間を巻き戻す必要があった。

　東欧Ｆ国国境線、現地時間で八月四日の朝。




　まず最初に、恐るべき白の閃せん光こうが吹き荒れた。




　世界最大の軍隊による一方的な侵攻作戦も、『色彩なき童女』の暴走も、『白き女王』の出現も、『フリーダム』アワード３０００の信楽しがら真ま沙さ美みが城しろ山やま恭きよう介すけの窮地を救ったのも、全てはこのトリガーに過ぎなかったのかもしれない。

　それはドーム状の大爆発のようだったとも、あまりにも巨大な純白の繭のようだったとも言われていた。詳しい事は誰にも分からない。そもそも『フリーダム』アワード３０００の登場があったとはいえ、あの『白き女王』がここまで追い詰められる場面と遭遇するなど誰にも経験がなかったのだから当然だ。

　ともかく、『白き女王』から何かが炸さく裂れつした。

　それは瞬またたく間まにドーム球場よりも大きく膨らみ、発生時点から数時間を経てなお、ゆっくりと確実に膨張を続けている。このままいけば国境線を越え、女王シンセアリア＝ハイランドが治めるＦ国を飲み込んでいく事は明らかであった。

　現状で、ざっと直径五キロほど。

『直接触るな!!　何が起きるか分からんのだぞ!!』

『組成や正体が不明なままでは退避計画も練られない！　私が志願するッ!!』

『馬鹿野郎、家族にどう説明しろってんだ!?』

　多くの召喚師を擁するＦ国の騎士団さえこの通りの混乱であった。まるで高濃度の放射性物質や未知の殺人細菌に挑むような言い草だが、決死の覚悟で彼らが摑つかんだ事実はと言えば、どちらかと言えば『白き女王』が纏まとう純白の装束『真実の剣』に近い質感を持っている……程度のものであった。この情報には最上位存在であるが故、騎士団の面々の中にも召喚に成功した者が何人か交じっていたのが大きい。

　そしてこれが事実であれば、人類に為なす術すべはなかった。何しろあの女王の剣にして盾だ。引き裂くどころか傷をつける方法さえ見当たらない。今のまま膨張を続ければ、Ｆ国のあらゆる建造物は巨大なブルドーザーの排土板で押し流されるようにして、ゆっくりと確実に潰されていく事だろう。

　いいや、それは東欧の小さな国に止とどまるのか？

　何な故ぜヨーロッパ全域まで、ユーラシア大陸全土まで、あるいは海を越えて世界全体まで。ありとあらゆる生存圏を覆い尽くさぬと楽観できる？

　誰も彼もが新たな脅威に注視しているのと、まさに同時刻。

「うう……」

　すっかり困り果てたような、か細い声があった。

　それも無理らしからぬ事だったのかもしれない。改めて確認しよう、東欧Ｆ国を刻一刻と圧迫しつつある『繭』の正体は、『白き女王』の戦装束である『真実の剣』が変容したものであると推測される。服はあそこ。ではそれを外から見上げている本人はどうなっているのか。




　縮こまるような格好で顔を赤らめ、左右それぞれの手で胸元と腰を覆う少女が一人。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』、まさかの一糸まとわぬ御身であった。
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　異常事態であった。

　装備品は適当に拾ったヘアゴム二つのみ。

　かろうじて髪型をツインテールに結っている、主格となっているはずの『白き女王』を差し置いて、付属物である戦装束の方が勝手に膨張を続けているのがおかしい……などという次元ではない。そもそもあの『白き女王』が何かに恥じらい、ぺたりと座り込み、消え入るように己の体を覆い隠している状態が致命的にズレているのだ。

　神をも恐れぬ超越存在は、むしろその威容でもって民を平へい伏ふくさせる。

　その美貌はこれ以上ない武器なのだ。太陽のように大きく誇示する事はあっても、よもや自らを恥じて小さく見せようなどという心の動きが起きるものか。

　この場合、衣服の有無など些さ細さいな事象だ。

　今の『白き女王』であれば、たとえフル装備で身を固めていたとしても同じように消え入ろうとしたのではあるまいか。誰の視界にも入らず、ただ霧や霞かすみのように跡形もなく消滅してしまいたいと。

　と。

　そんな長い銀髪ツインテールの少女のすぐ傍に、別の女性がもう一人。

『フリーダム』アワード３０００、『世界の果てワールドコンプリート』。

　信楽しがら真ま沙さ美み。

　１０００越えを成し遂げ、現世と異界で所属を変えた召喚師だった。長い黒髪をシュシュでポニーテールにまとめ、タイトスカートのスーツの上から白衣を纏まとった妙齢の美女。しかしそんな前提を吹き飛ばすように、あたかもイタズラ好きの子供のような笑みを浮かべて信楽しがらは『白き女王』へ声をかける。片手をそっと口に寄せ、内緒話でもするように。

《そうですそうそう、良いい兆候ですよ女王。そういう顔を恭きよう介すけ君くんにさらけ出す事ができたのなら、何もここまで事態がこじれる事もなかったかもしれなかったんですから☆》

「……有史以来、まさしく初めてとカウントして差し上げますわ……」

　太陽は隠れた。

　光り輝く肢体を両の手で覆う『白き女王』は低い声で怨えん嗟さを放っていた。

「信楽しがら真ま沙さ美み。よもやこのわたくしを、『白き女王』をおちょくって楽しもうなどという傲岸不遜な思考体の存在は流石さすがにあなたが初めてでございます……!!」

《あらいやだ。恭きよう介すけ君くんを差し置いて、初めてなんて言葉を奪うつもりはなかったんですが》

　顔を真っ赤にし、やや涙目で、一糸まとわぬ姿でもじもじしているかどうかなど関係ない。平素であればのそりと立ち上がる女王の圧力だけで魂を叩たたき潰つぶされそうなものだが、白衣にタイトスカートのスーツを纏まとう信楽しがら真ま沙さ美みは吞のん気きなものだった。

《恭きよう介すけ君くんやそのお知り合いの皆様についてはご心配なく。危うく爆発的に膨張する『繭』で叩たたかれるところでしたが、何とかしてこちらで守ってきたので。ま、おかげで女王のそんなところを誰かに見られる心配もない訳ですが》

『女王の箱庭』の真の首謀者であった彼女からすれば、城しろ山やま恭きよう介すけも『白き女王』も同列の教え子に見えているのかもしれない。

《で、そろそろ落ち着いてきましたか、女王？》

「……、ふん」

　両手で体を隠したまま、まるで子供のようにそっぽを向くツインテールの少女。

　明らかな拒絶。しかしこうして見ると、恭きよう介すけに向けるのとは違った意味で他の誰にも見せない表情が見え隠れしているようにも感じられまいか。

「状況を整理いたしましょう」

《ええ》

「まずわたくしは、今ある状況───つまり信楽しがら真ま沙さ美みに喝破され、愛いとしのあにうえを目の前で取り上げられたという事実───を受け入れ難いものとして認識しております。表層意識でどう論理的に納得しようが、深層のプライドがそれを許さない。心というのはそういうものでございましょう」

　もちろん信楽しがら真ま沙さ美みに恭きよう介すけを横取りするつもりはない。むしろ仲を取りなすために割って入ったのだ。

《つまり、その深層意識に引きずられている訳ですか？　向こうの繭……変異型『真実の剣』は》

「あれは」

『白き女王』は遠方で今も膨張・肥大化を続ける『繭』を指差そうとして、それではイロイロなものが見え隠れしてしまうと気づいたのだろう、慌てたように細い顎で指し示し、

「言ってみればわたくし、『白き女王』の正しさを担保するための戦装束でございます。わたくしのためであれば白を黒に、黒を白にする事も辞さない武力の塊。普段はわたくしのコマンドに呼応して形状を変えてくれますが、その本質はケルト、北欧、アラスカに日本……それこそ世界中で語られている『正しい所有者の手にある限り、一度解き放てば自動的に飛び回って戦い勝利をもたらす武具』という訳でございますね。まあこちらの場合、何を壊すなどとチマチマ選んだりせず、世界を全部ぶっ壊して勝利をもたらし、不要なモノを除いてから再び作り直すくらいの事はやりかねませんが」

《あなたの手では止められないのですか？》

「表層から深層まで、わたくしの意思などもはやどうでも良いいのでしょう。あれは独自に思考し、わたくしを傷つける存在など一切許さない。東欧Ｆ国近辺で『白き女王』に対する反旗が翻ひるがえったのは、あくまできっかけに過ぎません。事と次第によっては、わたくしを傷つける世界の全てが許すまじ、となっているかもしれませんわ」

　これまでも『白き女王』は現世の人間を心酔させ、異界の『未み踏とう級きゆう』を恐怖で縛り付け、心を持つ存在を次々と狂わせてきた。しかし、彼女の引力はそんな次元に止とどまらなかったのか。ついには無機物の兵器すらも『白き女王』に傅かしずき、供く物もつを献上せねば気が済まなくなっているのだ。

　究極的に言えば、『白き女王』は城しろ山やま恭きよう介すけさえ無事であれば後はどうでも良いい。

　七〇億人の未来など知った話ではない。

　だが今のまま『真実の剣』を暴走させれば敵対関係にある城しろ山やま恭きよう介すけを手加減抜きで殺害してしまうかもしれない。七〇億人を放り出せば、恭きよう介すけの前に立ちはだかる信楽しがら真ま沙さ美みも鉄壁の防護でもって『白き女王』を遠ざけようとするだろう。……それに何より、当の城しろ山やま恭きよう介すけ自じ身しんがすっかり破滅した惑星で幸せに笑えるとは思えない。

　世界の悲劇の半分は自分のせいで起きている。

　躊ちゆう躇ちよなくそう即答する人間だ。こちらの胸を借りるくらいの気持ちで、一〇〇％『白き女王』のせいだと言ってしまえばそれで罪悪感から逃れられたかもしれなかったのに。どんな卑ひ怯きような手を使ってでもこちらを殺すと言い切る割に、こういう所がフェアだから困る。あにうえ可か愛わいい。悶もだえ殺ころす気か。

　一糸まとわぬ少女はそっと息を吐いた。

　告げる。

「止めましょう、あの『繭』の膨張を。元はと言えばわたくしの持ち物でございます」

《結構。女王にとっては枝葉の装束より生身の二本腕の方がお強いはずです。そのまま引き千切ってしまえばよろしいのでは？》

「……どこの、誰が、心因的にわたくしの力を削そいだと思っているのでございますか？　とてもではありませんが、本調子とは言えませんわよ」

　もちろんこれは、弱った、衰えたなどという馬鹿げた自己評価ではない。

　腐っても『白き女王』。

　この不安定な状態で『力』を出したら次元を吹っ飛ばす。そういう終末論の宣告である。

《……、》

「意外と考えなしだなこんにゃろー。そもそも、あの『繭』を力業で引き裂いてもろくな事にはなりません。信楽しがら真ま沙さ美み、あなたは宇宙エレベーターにおける張力問題はご存知でございますか？」

《地上から衛星軌道上までピンと張った太いワイヤーが何かしらの理由で破断すると、莫ばく大だいな張力が解放されて大爆発を起こすというアレですか？　そもそもエレベーターの現物がないので何とも言えませんが、その威力は核爆発に匹敵するという説もあるそうですね》

「あの『繭』……すなわち糸の集合が蓄えているのは、それ以上でございます」

《あー……》

「考えなしっ!!　こほんっ、腐っても『白き女王』の御身を守る直衛戦力ですもの。仮に無秩序に破断させた場合、良くて太陽規模の火球がこの星を焼き尽くすか、悪ければ超重力化によって発生したブラックホールが太陽系を丸ごと飲み込んでいく事になるでしょう」

《えと、理由を問わず破断さえしたら爆発するとゆーのでしたら、それはひょっとして……》

「今は直径五キロ辺りでございますから、一〇キロを超えた辺りで内側に向けての自壊が始まります。つまり、大爆発コースまっしぐらでございます。まあ、わたくしの中にある力が暴発するのに比べれば微々たるものではございますが」

　よって、『繭』を破壊する選択肢はない。

　あれだけの塊が外に何の力も漏らさずに留まっているだけで奇跡の状況なのだ。腐っても女王の戦装束、防御面において右に出るものはない。これが平素の物質なら太陽以上の超重力がそろそろ地球を折り畳んでいる頃かもしれない。

　その上で、だ。

「実際には、『繭』はイグニッションに過ぎません。もっとまずいものが別にある」

《恭きよう介すけ君くんが作り上げたアレですか》

「『ただ一つの目的を貫徹する色彩なき童女aie・a・oio・ei・ueo・ioa・e・uai・ee』」

　一つ一つ区切るように、『白き女王』は名を呼んだ。

　あの、女王が。

「あれが『白き女王』を殺すためだけに機能しているとすれば、『繭』を含めたわたくし全体を滅ぼそうとするでしょう。つまり、『繭』が肥大化するほどに、『色彩なき童女』もまた己の力を高めていく。『繭』の破裂よりそちらの方が心配でございます。また、『繭』と『色彩なき童女』が限界まで膨らんだ状態で勝手に正面衝突を始めてしまった場合、全生命は際限のない戦火に吞のまれて消えていく事でしょう」

《最も危険なのは不安定なまま二つの世界を徘はい徊かいする『色彩なき童女』。彼女を刺激しないよう、定位置の『繭』を抑え込む。そういう因果関係でよろしいでしょうか》

「ええ」

　そうなると、だ。

　必然的に、こういう結論が出る。

「……受け入れるしかありません」

　外気に裸身をさらしている事実よりも、その一言の方が『白き女王』の白い頰を一段と赤らめさせていた。

「信楽しがら真ま沙さ美み。あなたの言った内容は反論の隙もなく正しく、わたくしは目の前であにうえを取り上げられたのだという事実を。そして信楽しがら真ま沙さ美みの取った選択こそが、わたくしとあにうえにとって最良の道へ繫つながるのだという展望を。言ってみれば、これは人間を知る旅という事になるのでございましょうか。『真実の剣』はわたくしの正しさを担保する存在。わたくしが認められないものがある限り空回りを続けて無尽蔵に肥大化していきますし、現状直径五キロのあれが一〇キロのボーダーを越えれば超新星爆発を起こすかもしれません。しかし一方で苦手意識を克服し、信楽しがら真ま沙さ美みが害なき存在と証明できれば、あの『繭』は『わたくしのために』という活動の根拠を失います。そしてそちらが止まれば、呼応するように力を溜ため込こむであろう『色彩なき童女』もまた安定化するでしょうね。……世界を、そこに住むあにうえを、助けられる」

　簡単なように聞こえるかもしれない。

　だが『白き女王』は規き定てい級きゆう、神しん格かく級きゆう、未み踏とう級きゆうの先にいる最強の存在だ。

　同格の神が山ほど出てくる、間違いもすれば助言も聞き入れる北欧神話やギリシャ神話とは違うのだ。つまり、世界全体をそういう形に変遷させなければならない。『白き女王』が信楽しがら真ま沙さ美みの言葉を耳にするというのは、これまであった神話宗教サードスタイルの構造全体にてこを入れる暴挙に他ならないのである。

　それでもやるしかない。

　自分自身はどうでも良いい、七〇億など知った事か。

『白き女王』が見据えているのは常にたった一人。愛おしい城しろ山やま恭きよう介すけのためならば、光を弾く裸身の少女はどんな恥でも受け入れる。

《……ふむふむ。恭きよう介すけ君くんと女王の双方にとって最良の結果へ結びつく、と。この辺りが心因的な受け入れの焦点になりそうですね。つまり、私が横槍を入れた良かったと、間違いを認める格好での》

　考えているようで考えていない、タイトスカートの信楽しがら真ま沙さ美みが二度三度と小さく頷うなずきながらそんな風に呟つぶやいていた。

《となると、そもそも城しろ山やま恭きよう介すけにとっての幸不幸とは何なのか、という定義づけから追い駆けていった方が良いいかもしれませんね。普段は散々女王を糾弾する側に回っていますが、彼も彼であっちこっちがねじれているようではありますし》

「えと、そのう、不ぶ躾しつけながら……それはわたくしが『女王の箱庭』で散々ハッスルしてしまったからではございませんの？」

《のん》

　一言でポニテ研究者が否定した。

《確かに『女王の箱庭』での一件は城しろ山やま恭きよう介すけのターニングポイントではあります。ですが、そこがきっかけではない。お忘れですか女王？　あるいはあなたなりの罪悪感からそういう風に記憶や印象を上書きしていらっしゃる？　幼い恭きよう介すけ君くんは『箱庭』へやってくる前から指定された標的にどこまでも喰くらいつく、精密誘導ミサイルだった。そして初めて対面したはずのあなたは、そんな恭きよう介すけ君くんを見て迷わずこう言いましたね。……あにうえ、と》

「……、」

《この辺り、ドクトルＳが実子である恭きよう介すけ君くんをも利用して進めていたプロジェクトが深く食い込んでいるようですが……ともあれ、このレベルで紐ひも解といていかなければ、城しろ山やま恭きよう介すけの本当のルーツは見えてこない。当然、基礎の基礎、土台の部分が分からなければ、恭きよう介すけ君くんにとって何が幸せと定義づけられているのかも見えてはこない。違いますか？》

　言ってみれば、一〇冊ほど参考書のシリーズがある中で、これまではいきなり三冊目を引っこ抜いて読み進めていたようなものなのだ。どれだけ作業を進めたところで、一番最初の記述がなければ正しい知識は入ってこない。それは活いきた技術にならない。

　何をやっても空回りだった。

　どんなに求めてもすれ違ってきた。

「……悪くは、ありませんね」

　一糸まとわぬ銀髪の少女は口の中でそう呟つぶやいていた。

「人間を知る旅。少なくとも、このまま縁もゆかりもない小国に居座り続けるよりは。やはり、世界の運命の中心にはあにうえがいるべきでございます」

《……一応東欧Ｆ国も『白き女王』が深く根を張っているお国柄ではあるんですけどね》

　とはいえ、だ。

　幼い城しろ山やま恭きよう介すけが実父ドクトルＳの手で英才教育を施されてきたのは知っている。それは『女王の箱庭』のような特別研究機関ではなく、ありふれた住宅街で行われてきたとも。

　日本のどこか、という事までは分かっている。

　だが、具体的にそれはどこだ？

　流通経路の特殊な警棒やスタンガンより、どこでも売っている包丁の方がアシはつきにくいのと同じ理屈だ。どこにでもあるからこそ、かえって絞り込みは難しい。

　城しろ山やま恭きよう介すけは、母親と『妹』の顔を覚えていないという。

　しかしそれもまた、記憶喪失とは違う。

　あの日、あの場所で。『白き女王』がとてつもない何かを起こした結果、現世の情報が削り取られて吹き飛ばされたのだ。故に恭きよう介すけが覚えていないのではない。七〇億人の誰も担保などできない。

　この世に不可解な事があれば、その半分に『白き女王』が関わっている。

　一糸まとわぬツインテールの少女はそっと息を吐いて、

「信楽しがら真ま沙さ美み」

《地道にやりましょう。現状直径五キロの『繭』が一〇キロの最終的なリミットに達する前に、呼応するように臨界へ向かう『色彩なき童女』が暴走する前に、女王、あなた自身の内なる問題を何とかして解決してしまえば、こちらの勝ちなのです》

　あの『白き女王』が、である。

　主導権を他者に譲り、教えを乞うような仕草すら覗のぞかせていた。

　対する信楽しがら真ま沙さ美みが目の前の状況に対し吞のん気きにさえ見えるのは、その精神が高い実力に裏打ちされているからだろう。

　次の舞台は日本。

　城しろ山やま恭きよう介すけを、そして人間を知る旅が始まる。

　その上で、

《では女王、失礼ながら私に寄り添ってください。言いたい事は分かりますよね？》

「？」

《ああ、むしろ自覚症状のない方が危険だったりもするのですが……》

　信楽しがら真ま沙さ美みは額に手をやり、ちょっとわざとらしいくらい首を横に振っていた。

　そのまま彼女はこう告げた。




《だってあなた、今はもうご自身でその存在を支える事はできないでしょう？》




　ジジッ、というノイズのような音があった。

　信楽しがら真ま沙さ美みの声に、ではない。

『白き女王』の艶なまめかしい流線形が、ブレる。あるいは細かいギザギザに、あるいは灰色の砂嵐のように。現世での安定を失っていく。

　言われて、気づいた。

　そもそもブラッドサイン式は励起手榴弾インセンスグレネードによって人工霊場が展開されている間のみ超常の存在・被召物マテリアルを現世に留とどめる技術体系である。にも拘わらず『白き女王』がこれまでたびたび前提条件を無視して長期滞在してきたのは、彼女の信奉者が多大な犠牲を出してでもイレギュラーな永続召喚を実行してくれたからである。

　その補助が、破綻していた。

　意味するところは一つだった。

《これまでは『白き女王サードスタイル』と『色彩なき童女フオーススタイル』、二つの頂点が台頭していました。作為的な敗北の後も女王の勢いを盛り返そうとする勢力も多々あった事でしょう》

「……、」

《ですが、そろそろ『流れ』に変化が見られるのです。女王、あなたの時代は終わりつつある。カリスマを維持できず、信奉者の数が減れば無茶も通らなくなります。今のあなたは、永続召喚を保持するほどの犠牲を強いる事が難しくなりつつあるのです》

「……道理と言えば、道理でございますわね」

　信楽しがら真ま沙さ美みは深刻な重大事のように声を潜めて報告してきたが、『白き女王』としてはむしろ鬱陶しくて自分から手放した玉座だ。『色彩なき童女』の陰に隠れ、城しろ山やま恭きよう介すけと共に行く。そう決めた以上、いちいち見た目の凋ちよう落らく如ごときに心を囚とらわれている場合ではない。

　スーツの上から白衣を羽織った信楽しがら真ま沙さ美みはそっと息を吐いて、

《なので、失礼ながら私の懐ふところに寄り添ってくださいと言っているんです。具体的に言えば、私の存在を支えている方の対話と長期召喚のユニット……『匣はこ』へ相乗りしなさいと》

「？　そもそも、あなたはどうやって……？？？」

《『女王の箱庭』の一件、秘ひ匿とく大たい戦せんにおいて、恭きよう介すけ君くんやビヨンデッタちゃんの他にも極少数ながら生き残りがいますからね。私、こう見えて彼らから信仰に近い感情を受けている身でもありますので☆》

　あの極限の戦争を生き延びたとなれば、一人一人が相応の猛も者さへ成長しているだろう。それでも『匣はこ』は様々な犠牲を強いてきた。依より代しろイザベルが関わった『蟻あり塚づか』計画にデルタストン家が暗躍したパンデモニウムなど、例を挙げればキリがないほどに。中には信楽しがら真ま沙さ美み本人が食い止めようとしたものさえある。そんなものに信楽しがら真ま沙さ美みは乗っかっているのだ。

　そして同時に。

　別の面から見れば。

　正気を取り戻した『箱庭』の猛も者さ達たちへ再び『白き女王』を投じる事は、信楽しがら真ま沙さ美みにとっても大きな賭けとなる。何しろこれは過去の焼き増しだ。あの地下研究所だって、『白き女王』の混入によって緩やかに狂っていったのだから。同じ事がもう一度起きないとは限らない。

《……今度こそ》

　しかし、だ。

　焼き増しだからこそ。

《今度こそ恭きよう介すけ君くんと女王、あなた達に正しい道を。私とて、いいえ、私達とて、あんな終わり方に納得していた訳ではありません。そもそも我々大人がもっとしっかりしていれば、あなたが道を踏み外してでも押し寄せる未み踏とう級きゆうと戦い抜こうとする必要も、恭きよう介すけ君くんが失った皆を想おもって復ふく讐しゆうの道へ走る必要もなかったかもしれなかったのですから》

「……、」

　銀の髪をツインテールにした少女は、しばし沈黙していた。

　何かを値踏みするように。

　やがて、彼女は信楽しがら真ま沙さ美みのパーソナルスペースの内側に一歩踏み込む。とんっ、と。そのまま寄りかかるように、裸の肩を使って横から体重を加えていく。

　それで、ノイズが消える。再びの安定を得る。

　信楽しがら真ま沙さ美みは、どうやら一応の合格点をいただけたらしい。

　まるで小さな子供のように唇を尖とがらせ、超越存在は口の中でこう呟つぶやいた。

「……あにうえのためになるのなら、でございます」

《ええ女王、あなたはそれで良いい。道中、たとえどれだけ情にほだされたところで、根っこの部分を忘れてはいけません》

「信楽しがら真ま沙さ美み」

《何か？》

　その上で、片目を瞑つむって『白き女王』はこう言い放った。




「分かったから、いい加減に何か着るものを渡しやがれでございます」








シンセアリア・レポート01









『女王を引きずり下ろせ!!』

『時代の潮流に乗り遅れるなっ、ここは押し切れ!!』

『ここで一〇〇年の後退をする訳にはいかない、「白き女王」を殺せェ!!』




　瞳を伏せるだけで、そんな怒号や絶叫、プラカードや火の点ついた肖像画などが思い浮かぶようであった。関係で言えばむしろ敵対の方が近いはずだが、それでも『女王を引きずり下ろせ』という叫びは彼女にとっても他ひ人と事ごととは思えない。自分に向けられたものでなくても、内心では心臓が縮む想おもいであった。

　Ｆ国君主・シンセアリア＝ハイランド。

　ゆるふわの長い金髪に白い肌、メリハリの効いたボディラインを持つ妙齢の美女だが、何より特徴的なのは細長く伸びた耳だろう。もはや人間を越えて魔性、被召物マテリアルの美へ片足を突っ込んでいるのは、彼女が有史以来最大数の契約回数を誇るからだとウワサされていた。Ｆ国騎士団そのものが多数の召喚師を保有し、常に最強の召喚師をパートナーとしてきたのだから、自然とそんな話が出てきてもおかしくないのだが。

　しかしこの時、シンセアリアは優れた依より代しろとしても一国の国家元首としてもあんまり似つかわしくない格好をしていたかもしれない。

　水着、である。

　露出こそ控えめな青いワンピース型ではあるものの、彼女の場合は元のスタイルがスタイルである。大きな胸がとか、長い脚がとか、そんな言葉は陳腐だ。何か特別な衣装を着ているから妖よう艶えんなのではなく、何を着せても妖よう艶えんになってしまうのであった。

　南米、ディアブル島。

　一口に美しさと言っても種類があるが、シンセアリアの場合は雪や氷を思わせる美の極致であった。胸元にリボンをあしらった水着姿の君主がそっと足を置くだけで、炎天下の浜辺の気温さえ二、三度ほど下がるような錯覚を周囲へ振ふり撒まいていく。

　悪魔の名を冠するヤシの木の島まで足を運んだのには、相応の理由があった。

「あら珍しい。こんな流る刑けい地ちにお客さんだなんて」

　白い砂浜にはビーチチェアとパラソル。傍かたわらのサイドテーブルには冷たい飲み物があった。単に冷やした液体を注いでいるのではない、そもそもグラスそのものをキンキンに冷やしてある。それらを管理しているのは、この太陽の下でも漆黒の礼服を纏まとう老執事であった。

　全ての中心に、赤みの強い金髪を縦ロールにした幼い少女がいた。

　寝そべっているのはアザリア＝マゼンタレイン。

　やはりこちらも青のビキニだった。白い縁取りで可愛らしさを演出している。とてもではないが、収監中の囚人のやる事には見えない。とはいえそもそもシンセアリアは本物の王族なので、この手の贅ぜい沢たく病びようには慣れている。いちいち圧倒されている場合でもなかった。あの『繭』は、こうしている今も膨張を続けている。あれがＦ国の国境線を割って民の家や財産を押し潰す前に、元クアッドモータースの兵器設計者であり『白き女王』の信奉者としても相当深い所にまで潜り込んでいた、この召喚師の少女から情報を引き出す必要がある。

「『ガバメント』経由にて、面会へ参りました。お話を伺っても？」

「構わなくてよ。クロード兄様が気づく前に済ませましょう。……あなたのその体つきは少々殿方の目の毒でしょうし。何か飲み物はいかが？」

「ふふ、たまにはノンアルもよろしいですね、童心に帰るようで、ひゃんっ☆」

　シンセアリアの口から短い悲鳴が洩もれ出でたのは、受け取ったカクテルグラスの脚を伝って冷たい水滴が豊かな胸元に忍び寄ったからだ。

　それを見て、いやに冷静にアザリアが呟つぶやく。

「……本当に、目の毒でしてよ。クロード兄様に近づけたくない……」

「あら、それはひょっとして隻腕に眼帯の男性ですか？　確かうちのレイチェルちゃんがＦ国君主の水着姿に対しいやらしい視線を向けた不敬罪がどうこうでバトルフック片手にその辺追い回している真っ最中だと思いますけれど」

「早いー早過ぎましてよ展開がッ!!　この私渾こん身しんの水着を秒で流して潮干狩りに出かけたと思ったらあの野郎……!!!!!!」

　議題は一つだった。

『白き女王』の、次の動きを知りたい。

　Ｆ国国境線で膨張中の『繭』と『色彩なき童女』の関係性については、シンセアリア側でもほぼ正確に摑つかんでいた。これは、『色彩なき童女』の情報を持っていた娘オリヴィアの存在が大きい。一番怖いのは『色彩なき童女』だが、彼女を止めるためにはどっちみち『繭』を何とかしなくてはならない。その『繭』だって、元をただせば『白き女王』の一部だ。

『ガバメント』系研究者のマリア＝ハートオーシャンの話によれば、現状直径五キロ程度の『繭』の形状維持限界は一〇キロ。それ以上になれば超新星爆発の危険がある。そしてその前に、『色彩なき童女』が動き出してしまうだろう。爆発を止めるためにより苛烈な爆風を叩き込む、という最悪の悪循環が始まってしまう。

　何としても、だ。

　何としても、シンセアリアはＦ国の国民を守らなくてはならない。

　……一方で、そんな分かりやすい焦あせりを顔に出してしまえば、不利な要求を延々押し付けられる事も重々承知しているのだが。

「こほんっ、これは言うまでもない事だけれど」

　貴族では、王族には勝てない。

　しかしそれでもアザリアの輝きは微み塵じんも失うせなかった。つまり、彼女が血統だけを笠かさに着てきた訳ではないという証明だ。地に足を着けたその生き様は、惚ほれた男と駆け落ちの一つもできなかったシンセアリアには素直に羨ましい。

　ビーチチェアから起き上がり、細い脚を組みながらアザリアはこんな風に切り出した。

「……陛下の御心にいるのは一人だけ。城しろ山やま恭きよう介すけ。最初から最後まで、陛下は徹底的にあの召喚師を行動の基軸に置いています。善ぜん悪あく好こう悪お、愛も憎もお構いなしに。城しろ山やま恭きよう介すけが陛下の関わる案件で常に他をリードしてきた理由も単純でしてよ。ヤツは、自分の胸に聞いてみるだけで良いい。豊富な資料も人海戦術もスパコンも、ありとあらゆる手段を講じたところで先を行かれる訳ですわね」

「それはまあ、Ｆ国を守る者としても是非とも恭きよう介すけ様さまにも戦ってほしいものではあります。ただ今回、恭きよう介すけ様さまは相当打ちのめされているようではあるのですが……」

「それは考え方が違っていてよ」

　シンセアリアの一言に、腰の紐を指先で弄びながらアザリアは鋭く待ったをかける。

　凶悪犯罪を起こして収監中の狂信者。見た目こそ協力的ではあるものの、彼女はどのような視点から『白き女王』を語っているのだろうか。一度染まってしまった人間は、完全に戻るのか否いなか。一時期ドクトルＳらと行動を共にしていたらしきオリヴィアという娘を抱えているシンセアリアとしても、やはり他ひ人と事ごとではなかった。

　歳としも背格好も、この少女はあまりにも娘を彷ほう彿ふつとさせる。

　一歩踏み違えていれば、城しろ山やま恭きよう介すけが解決に乗り出してくれなければ、こうなっていたかもしれないという意味でも。

（母としては、この辺りも非常に気になるんですけれど……）

「考え方が違う、というのは？　わらわ達Ｆ国としても複数のソースから恭きよう介すけ様さまのコンディションをモニタリングさせていただいております。私の意見でよろしければ、今が狙い目と見る事もできるのではと考えているけれど」

　母、わらわ、私。

　これはそれぞれシンセアリアが母親、君主、女性としての顔を使い分けるために用いる一人称だ。ヘカテなどの例題を出すまでもなく、『三つの顔を持つ女神』が何を象徴しているかは説明するまでもないだろう。そう、シンセアリアはブラッドサイン式というオカルトでもって一国を束ねる女性形の頂点である。

　対するアザリアは、あくまでも一客人以上の扱いはしない。

　オカルトと軍需産業、そのせめぎ合いとも言えた。

「この場合、城しろ山やま恭きよう介すけが積極的に動く、動かないは関係ないのでしてよ。ならば戦いを放棄して後手後手に回っている城しろ山やま恭きよう介すけを、何な故ぜ陛下はさらってしまわないのか。そこらに転がっている、いつでも襲える城しろ山やま恭きよう介すけよりも重要な事とは？　一体何が？？？」

「……、」

「ここで絵本の国の君主様へ前提を確認しますが、先も言った通り陛下には城しろ山やま恭きよう介すけしかなくてよ。つまり城しろ山やま恭きよう介すけを放り出して他の何かに没頭する選択肢は、絶対にありえない。目の前の城山恭介を放り出してでも、城山恭介のためにやりたい何かがある。となると、条件は相当特殊なものになるでしょう」

「……なるほど。そういう事ですか」

「ま、現在に興味をなくした人間がどこに目を向けるか、選択肢はさほど多くありません。陛下の御心を人間レベルで語るのは些いささか以上にリスクを孕はらみますが、参考程度にはなるのではなくて？」
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　女王を引きずり下ろせ。




　おそらくこのワンフレーズを聞いただけでは、地球に張り付く多くの人々にとっては何が何やら分からないだろう。それでも、この一文だけが不気味に独り歩きを始めていた。例えば、動画共有サイトで注目を集めたい時に。ＳＮＳのハッシュタグに。有名アーティストの新曲やライブツアーのテーマに。スプレー缶を使った重厚なウォールアートに。果てはプラカードや横断幕を掲げた道路いっぱいを埋め尽くすようなデモ行進に。

　しかし、だ。

　当然ながら、

「……ひゃー。やってるやってるなのです……」

　トイドリーム35。その超高級マンションの最上階で、真夏のカンカン照りだというのにがっつり冷房一九度設定の地球に優しくない水着少女・愛あい歌かが五メートル大の猛獣ホワイトライガーをソファ代わりにしながらそんな風に呟つぶやいていた。例の騒動は、窓に張り付いたセミの鳴き声より存在感を放っている。

　手元のタブレット端末と連動したプロジェクターが、広い天井一面に映像を映し出していた。いいや、ズン……ッ!!　という鈍い震動は、到底音声と映像のネットニュースだけでは表現しようがない。

　画面の向こう側の出来事とは限らない。

　窓辺のカーテンを開いてみればすぐ分かる。数千人、数万人のデモ行進……いいやもはや『暴動』は、このトイドリーム35でも発生しているのだ。

　映像チャットでは改造チャイナドレスの美女・緑リユウ娘ニヤン藍ランも呆あきれたように言っていた。

『女王と言われても誰の事か顔も浮かんでいないくせに、せっかくの夏休みに良くやるわよねえ。ブラッドサイン式召喚儀礼を知らないパンピーちゃん達って、一体どこの誰に怒りをぶつけているつもりなのかしら』

「……世の中には、行き場のない怒りや理由のない不安というのも存在するのです……」

『だからって質屋や景品交換所を襲う理由になる？　というか「イリーガル」のフロント店舗がいくつかやられちゃっているんですけど！　困る!!』

「……見えない不安に対しては弱い所から狙われ、やがては金きん銭せん搾さく取しゆに結び付くのが負のセオリーなのです。犠牲者の財産を没収した魔女狩りがそうだったように……」

　白と緑のシマシマビキニの少女は、こういう時はドライに徹する。そうでなければ『ガバメント』の仲介人は務まらない。

　比較的科学主義、現実的、無神論が横行していると思われがちな日本だが、実際にはあちこちに名残りがこびりついているものだ。通り魔や送おくり狼おおかみという言葉は元々妖怪を示すものだったし、かつて水晶球と睨にらみ合あって話術コールドリーデイングで客の不安材料を引き出していた占い師はＡＩスピーカーやビッグデータという形に置き換えられて一家に一台備え付けられる時代になってしまった。何でもかんでも疑ってかかる割に、ちょっと『容いれ物もの』を変えてやればこれだ。噓うそから出た実まことも、その逆もありえる。神秘が何もしないほど、この国の闇は照らされていない。

　神話や宗教は、当人が思っているよりも深い所から、自覚もなくその心を揺さぶりにかかる。『白き女王』と『色彩なき童女』の対立構造なんて一般人に分かるはずもない。それでも漠然とした不安や恐怖は伝でん播ぱしていったのだ。そして原因不明のまま内圧だけが限界を超えるからこそ、心の防衛行動として訳の分からない行動へと結びついていく。さながら、何かの流は行やりのようにたびたび囁ささやかれる『人類最後の日』のように。

　では、ブラッドサイン式を知る本物の召喚師や依より代しろならどうか？

『真実』を知る分だけ冷静沈着に行動できるか。

　答えはノー。

　あるいは、もっとひどい。

　世の中には知らない方が良い事もあるとでも言わんばかりに。

『でも高みの見物してる場合？　それこそ治安を守る側の「ガバメント」としては頭を抱える場面だと思うけれど』

「……正直に言えば、『ガバメント』は人を守り人を罰する組織です。事が『白き女王』や『色彩なき童女』そのものが直接関わるのでは、ほとんどこちらは蚊か帳やの外なのです」

『中心って、やっぱりあの子よねえ』

「です」

　気を抜くとすぐ緩んでしまう腰の横の紐ひもを結び直しながら愛あい歌かは頷うなずく。

　自前のクルーザーで腐り切っている城しろ山やま恭きよう介すけが動かない限り、おそらく解決の糸口はない。

　ただし、だ。

『今の恭きよう介すけちゃんって、たとえ「たすけて」って言っても聞くかしら。というより、むしろ今まで折れなかった方が不思議なのよね。世界って、あの子の善意に頼り過ぎだったんだわ』

「……ふっ、湿気った爆薬こと年増の色いろ仕じ掛かけではその辺りが限界。やはり発破をかけるのであれば、ここはぴっちぴち妹が出撃するしかないようなのです」

『もういちいちツッコミ入れないけど、年中無休のひきこもりがどうやって外に出るの？』

「むんっ」

　と、何やら水着少女が三頭身くらいのぬいぐるみを取り出した。それは左右で三つ編みを輪っか状にまとめた変則ツインテールの人形であり、肌色の布地にはシマシマビキニが装着してあり、タブレット端末と連動してきちんと二足歩行できるように作られた技術の結晶であった。

「……名付けてぷりちー愛あい歌かちゃん人形大作戦。着せ替えもできるぜよ。これでひきこもりでありながら外出制限問題をクリア、お兄ちゃんの寂しい夜も即解決なのです……」

『むしろそれでなびいちゃったらお姉さん恭きよう介すけちゃんの未来が深刻に心配だわ』





２






　信じられない、というのが初めの気持ちだった。

　裏切ったのか、とまで言ってしまうのは相手の気持ちをないがしろにしているか。何しろ信楽しがら真ま沙さ美みが無条件でこちらについてくれるなどという担保はどこにもなかったのだから。

「……、」

　トイドリーム35最下層、ヨットハーバー。

　停泊中のクルーザーの中で、自前のダブルベッドの上に転がったまま、城しろ山やま恭きよう介すけは身動きが取れなかった。

　海面が近いためか、この辺りはセミのコーラスよりも海鳥の鳴き声の方が存在感を放っている。しかしこの場においては、無理にでも搔かき回まわすくらいの大だい音おん声じようがあった方が良かったかもしれない。

　どんよりと、澱よどんでいた。

（あの、レベルでも……）

　信楽しがら真ま沙さ美みの人間性とその実力の一端については、『女王の箱庭』で学んできたはずだった。『フリーダム』のアワード３０００。後日改めて『黄きの鰓えら』を介した追体験が本当なら、同アワード９０３の城しろ山やま恭きよう介すけよりもはるかな高みにいる事になる。

　にも拘かかわらず。

　そう、にも拘かかわらず、だ。

（あのレベルの召喚師であっても、やはり、歪ゆがんでしまうのか。『白き女王』は、ヤツの抱え込んでいる莫ばく大だいな引力は、そこまで人の心をないがしろにできるのかっ）

　これ以上犠牲が増えないなら、それに越した事はないではないか。和解できるなら、チャンスは活いかした方が生産的ではないか。世の中はラブとピース、争いなんてなければない方が良いいに決まっていて、さあさあ恭きよう介すけ君くんさっさと二人はもう仲直りして最強カワイイ『白き女王』を独占しちゃうのが一番じゃないですかー☆

　本当に？

　本当の本当にそう思ってんのか、あの研究者は。

「違う……」

　どこにも行けない恭きよう介すけは、ただ、呻うめくように呟つぶやいた。

　瞼まぶたを閉じるだけでありありと浮かぶ。

『女王の箱庭』での惨劇は何だった。東欧Ｆ国での内戦は。過去にこだわるなんて次元の話ではない。冥めい乃の河かわ蓮れん華げ・彼ひ岸がんなどを引き合いに出すまでもなく、『白き女王』は現在進行形で多くの人を巻き込んでいる。

「そんなの絶対に違う……」

　終わり良ければ全て良し。

　一山いくらのハッピーエンドなんかで終わってたまるか。あれだけの事があった。どうしようもない事実をしでかした。信楽しがら真ま沙さ美み、『女王の箱庭』で死んだはずの被害者当人が反則技で顔を出して気にしていませんなんて言ってきたところで、はいそうですかと頷うなずけるか。自我を保て、流されるな。世界の悲劇の半分は『白き女王』が起こしていて、もう半分は城しろ山やま恭きよう介すけが関わっている。忘れるな。たとえ誰が許しを与えようとも。

『繭』も『色彩なき童女』も二の次だ。そもそも全ての元凶、『白き女王』を殺害すれば世界は丸く収まる。この答えから目を逸そらす事は許されない。

　自分達だけ幸せになってたまるか。

　勢いをなくした空中分解で、なあなあで終わらせてしまってたまるか。

「ぬおーい……」

　と、半分電池切れのような恭きよう介すけの下へ、長い銀髪の少女がやってきた。目鼻立ちは非常に『白き女王』と似通っているが、よくよく見れば違いは分かるはずだった。あの白は、黒いビキニなんて絶対に着ない。

　冥めい乃の河かわ葵あおい。

　同神社の裏のご神体にして、『白き女王』そっくりに作られた浄じよう瑠る璃り方ほう式しきの依より代しろでもある。彼女は子供のように唇を尖とがらせると、その辺のセミよりやかましい大声で、

「……やっぱり餌がいけない気がする。うおおでも山育ちのわしは小ちっちゃいエビとか輪切りのうぃんなーとかと違ってうねうね系のゴカイやイソメは触れないのじゃー！　仕し掛かけに釣り餌をつけておくれ小僧ー!!」

「……、」

「聞いとんのか、おりゃ!!」

　なんか叫び声が聞こえたと思ったら、ダブルベッドの足側の方で布ふ団とんがもぞりと起き上がった。どうやら胸元にひらひらした布をあしらったビキニ姿の葵あおいがトンネルへ首を突っ込むように、頭から飛び込んできたらしい。途端に布ふ団とんの中が、恭きよう介すけ一人の体温だけでは説明のできないぬくもりに満たされていく。ナリはこうでも根っこが『おばあちゃん』なのか、年頃の少年と接近する事に対して何も感じていないようだ。

「うーむ、濃ゆい。すぴすぴ、男の子の匂いがするのう」

　もそそそ、と葵あおいは上へ上へ、つまり恭きよう介すけの顔側へ侵攻を進め、布団からずぼりと顔を出した。恭きよう介すけと同じ目線で彼女は叫ぶ。
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「ぶはっ。ともあれ餌じゃ！　新しい餌をつけん事には釣りを進められん。小僧何とかしておくれー!!」

（……信楽しがら真ま沙さ美みのレベルでも、抗あらがえなかった）

　このレベルの刺激にも、恭きよう介すけは応じなかった。

　むしろあからさまな笑顔を向けられるほど、彼の思考は内向きに没入していく。

　サイドテーブルに置いたスマホを指先でつついて今の時間を確かめるも、画面では着信なし。一定以上のアワードを稼いだ召喚師や依より代しろは肉眼で捉えない限り一般人の記憶や認識から消えてしまう。自明の理だが、それもまたルールの話だ。ブラッドサインのルールがあれば仕方がないのか。人の心など、その程度のものなのか。

　召喚儀礼の頂点には、あの『白き女王』がいる。

　もう一度言う、人の心などその程度のものなのか。

（なら、他の人は？　僕がやってきた事は何なんだ？　『たすけて』と求められたから助けてきた訳だが。だけど幸せの価値そのものが白の引力で歪ゆがめられるとしたら、その『たすけて』という言葉すら意味のあるものなのか……？？？）

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「わひゃっ？」

　ぼーっとしていたのが災いした。

　恭きよう介すけは考え事をしたまま、半ば癖に従うように体を動かしていたのだ。具体的には同じ布ふ団とんに潜り込んできた冥めい乃の河かわ葵あおいの銀髪の頭の上へ掌てのひらを置き、小さな子供をあやすように撫なでたのである。

「おっ、おいこれ要求しているのと違う!?　餌がっ、わしはあくまでも海釣り用の仕掛けに釣り餌をつけてほしいのであってじゃな……はふうーそうじゃそこそこ両手の指で頭皮をゆっくり揉もみ込むようにじゃなー……ハッ!?　おおおいかんいかん流されてしまう!!」

　まだ黙らなかったので恭きよう介すけは葵あおいを抱えてバスルームまで運び込んだ。

　シャンプーを使って雑な手つきで頭を泡だらけにされ、目を白黒させた人類最古の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきがようやく事態の尻尾を摑つかむ。

「ちょっと待て！　段々分かってきたぞさてはこれわしに対する扱いではないな!?　目を覚ませ、目鼻立ちはそっくりじゃがわしは『白き女王』ではないのじゃ!!　おーぬーしー愛と憎がホントごっちゃになっとるなメンド臭せえーっ!!」

「……、」

　何にしても少々トリッキーな黒ビキニだったのは幸いだったかもしれない。さもなければ『箱庭』時代の動きをそのまんまなぞり、衣服を全部脱がされて風ふ呂ろに入れられていたのかもしれないのだから。結局最後まで恭きよう介すけは葵あおいを見ていなかった。遠い目をして温かいシャワーのお湯で泡を落とすと、そのまま一人シャワールームから出て、再びダブルベッドへばたんと倒れ込む。それはもうベルトコンベアで流れてくる箱を組み立てていくような動きであった。

　実はリンスもトリートメントもやってもらえなかった浄じよう瑠る璃り方ほう式しきは若干の消化不良感を顔いっぱいに広げつつ、バスタオルを頭から被かぶった。

　抜け殻みたいになった召喚師を見下ろし、呆あきれたように息を吐く。

「……これまた重症じゃのう」

　うるせえよ。
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　意外な盲点であった。

「まさか学校でバイトができる日が来るなんて……」

　三つ編みメガネの図書委員ちゃん、魂の呟つぶやきであった。

　突き抜けるような青空に、いくらでも膨らんでいく巨大な入道雲。

　校庭側に植え込みや街路樹が多数あるためか、ミンミンもジワジワも勢せい揃ぞろいである。

　八月も終盤に入ったが、まだまだ夏休みは終わらない。そして昨今の学校は放課後、勉強以外のコミュニケーションの場として民間へ解放される事もある。後はその延長線上の出来事であった。夏の学校となれば一番人気はアレに決まっていた。

　プールの解放である。

「はいはいそこそこ危険行為は控えてくださーい。ピピピピーッ!!　ビート板並べたって水の上は走れねえよやめやめ!!」

　あんまり水泳が得意ではないのに監視台に腰掛けてホイッスルを咥くわえ、ライフセーバーの真ま似ね事ごとをしているのは一本三つ編みにメガネの図書委員ちゃんが図書委員ちゃんであるからだ。よくよく観察すれば分かる事だが、学校指定とは違う水着姿の男女は分厚いビニールの防水パッケージを手にしていた。お風ふ呂ろで本を読む時に使うアレである。

（真夏に読書率を上げようキャンペーンとか……紙に水なんてすごく不安……）

　深い青色の水着の図書委員ちゃんは内心では鬱々としていた。つまり元来はプールではなく図書室主導のイベントだったのだ。夏休みの図書室なんて静かで冷房が効いている以外にメリットなんか何もない。何事にも客寄せパンダというものが必要であった。世知辛い世の中である。

　と、

「おっとどうした図書委員ちゃん。オメーこんな時まで学校指定とかカタブツちゃんかよおっかねえ」

「うわーやだやだバイト先でクラスメイトと鉢合わせるなんて！　地獄!!」

「お客様はホトケ様なのだぜ？　丁重に扱えこのやろー」

　クラスメイトの簾れん堂どう明あき也や（♂）であった。元々学校を利用しているのだから、普通のバイト先よりもぶつかる率は高めではあっただろう。それにしたってだ。頭の後ろで栗色の髪をまとめたこのクラスメイト、元から女子の制服をファッション感覚で着こなす輩やからではあったが、今日に至ってはひらひらした布で胸元や腰回りの起伏をそっと隠す、明るい黄色のセパレートであった。というかウェット＆スミスの新作の中でもイチオシのヤツではないか!?

「つかよ、スク水はストレートに貧乳か巨乳でぱっつんぱっつんかのアイテムだろ。スク水着てもイロモノになりきれねえとかいよいよ末期かオメー」

「この言い分だとこいつオトコなのよねえ……」

「見てあの生徒会長を！　べにこみちふうき、もう胸の名札の隅を縫ってる糸が弾はじけそうだよね？　あれが高校生のスクール水着なの！　ふっふーう!!」

「てかグラマラス持て余しボディ何でこの局面で学校指定なんだよ!!　名札はひらがなだしっ！　むしろ逆に不健全な香りがするわ!!」

　そういえば、名札と言えばだ。

「おい図書委員ちゃん、水着に張り付いてるその名札なに？　ニックネーム？？？」

「本名だよおー！　ここに図書委員って書くヤツがいると思う!?」

　脱いでもボディラインに違和感のない人に、監視台の上からうんざりしたように図書委員ちゃんは息を吐いていた。

「……もうツッコミ入れる気も起きないけど、アンタどっちの更衣室使った訳？」

「馬鹿にすんなよ平凡女子、俺ぁあくまでファッションとしての幅を広げてるだけだ。外面盾にして堂々と覗のぞき趣しゆ味みを満たすような真ま似ねはしねえさ」

　……だとするとこの可か憐れんなビジュアル（悔しいが認めざるを得ない、女子力で言えば野郎の方が上だ!!）で男子更衣室へズンズン入って普通に脱いで着替えて諸もろ々もろやらかしてきたという訳か。それもそれで多大な混乱を招いたような？　と学校指定の水着で過酷な現実と戦う図書委員ちゃんはちょっと不安になってきた。バイトで監視員をしている以上、今は世界の平穏を守る側のポジションなのだ。

「本借りないとプール入れないけど、アンタ何読む訳？」

「パンケーキの粉で作る簡単おやつ一〇〇」

「……、」

　カタマリか、女子力の。

　値がデカ過ぎてもはや軽めに若奥様の領域か。

　必要に迫られてのお弁当ならともかく、余計な贅ぜい沢たくのお菓子である。手作りなんて本気女子（？）の図書委員ちゃんでもやらない。そこらのコンビニに行けば本格的なコーヒーもドーナツも揃そろえられる時代なのに、何故に人はパンケーキの粉と戦う必要があるというのだ。……と、このような考えでガリガリ値を落としている三つ編みメガネは、己が事態の深刻さには気づいていないようであった。

「それじゃごゆっくり。せいぜいそのお菓子作りがモノになる事を願っているわ。その高めに高めた女子力の結晶、砂糖と小麦粉とその他た諸もろ々もろでできたふわふわ食感でもって各地の女の子のプライドを粉砕していくが良いいぐわはははー」

「そういやオメーとは中学も一緒だったけどさあ、ひょっとして姉ちゃんいる？　この夏なんかそこの名札と名字のおんなじ人に心当たりができたんだけども」

「ああっ!?　ちょっと待った聞いてないそのお菓子作りひょっとしてお姉ちゃんにコナかけようとしてる？　冗談じゃないよ家族とクラスの野郎が親密になる可能性なんてｉｆのまたｉｆを頭に浮かべるだけであたしすんごく居心地悪いんですけど!!」

　冗談が冗談じゃ済まなくなってきた。

　慌てたように監視台から身を乗り出したスクール水着の図書委員ちゃんだったが、コトの真相を詳しく聞き出す事はできなかった。




　ズズンッ!!　と。

　割とすぐ近くで、普段の学校生活ではお目にかかれない低い震動があったからだ。
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　トイドリーム35は、海の上に立つ無数の高層ビルとそれらを結ぶ無数の巨大陸橋によって成り立っている。それも駅前の広場やちょっとした公園ほども幅のある、広大な空中庭園だ。

　八月の強烈な陽ひ射ざし。

　真っ白な入道雲。

　そんな陽気な風景とは違って、地べたの世界はどこまでも鬱々としている。

『……騒ぎの方は……？』

「Ｒ区画にあるクラブレジスタンスのすぐ近く。ああもう『イリーガル』の縄張りじゃないっ!!」

　ひきこもり少女愛あい歌かからの通信に、改造チャイナドレスの美女・緑リユウ娘ニヤン藍ランは忌いま々いましげに叫んでいた。敵対する『ガバメント』へ情報共有している時点で、騒ぎによって悪目立ちしてしまった施設から機材を持ち出し、速やかに放棄するつもりなのだろう。犯罪集団『イリーガル』は隠れ潜んでこそ華である。

　元はと言えば学校の多いこの区画に『夜の世界への入口ゲートウエイクラブ』を設ける事で、放課後の寄り道感覚で優等生に蜜の味を教えてドロップアウトさせるスカウト施設だった。裏社会だからと言って筋骨隆々のモヒカンヘッドだけ集めれば組織が成り立つ訳ではない。そういうのは黙っていても勝手にドロップアウトしてくる。どんな業界でも欲しがるものなのだ、成績優良な天才少年や天才少女というものを。

　しかし今回の場合、より重要な意味は別にある。

「クラブレジスタンスはネットを介したデジタルライブにも力を入れている……って建前で、かなり大型の通信設備を抱え込んでいるわ。『一般人の視界の中に入っていないと忘れられる』召喚師や依より代しろって、ネットの中じゃかなり特殊な存在でしょ？　例えば何を書き込んでもレスは返ってこないし、機械的にデータをやり取りするだけのレンタル動画ならともかく、人の手で梱こん包ぽうする必要のあるネット通販なんかは奇麗さっぱり忘れられる。アワード１００以下の半はん端ぱな連中に中継させてその辺の齟そ齬ごを埋め合わせるためにも使われているのよ」

『……うぬう、歴戦のひきこもりには分かるのです。不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵とはいえ哀れ。私わたし達たちからネットワークを奪ったら一体何が残るというのか……』

「監視不能ダークウエブ扱いの『イリーガル』の通信拠点は便利なんだけど、自然と多くのデータが集まる保管庫アーカイブとしての役割も発生してしまうのよね。一時ファイルの寄せ集めだって数が揃そろえば馬鹿にできないわ。特に、召喚儀礼や被召物マテリアルにまつわる情報ソースとしては」

『だとすると』

「これもまた、混乱の時代が生み出した弊害の一つ。『白き女王』と『色彩なき童女』について、知っている情報を全部出せってところかしらね、っと!!」

　彼女は言葉を切ると、改造チャイナドレスの裾をたなびかせ、巨大陸橋の欄干に手をかけて迷わず空中へ飛び出した。海面までの高さはざっと一五〇メートルほどだったが、そこまで計算する必要はない。陸の代わりに張り巡らされた巨大陸橋は一つの高さに統一されている訳ではない。複雑に立体交差する中、一段下の橋へと飛び降りただけだったのだ。

　そこはもうクラブレジスタンスの目と鼻の先。

　着地して、構えて、敵を攻撃、などと悠長な事は言わなかった。

　まとめて一動作。直接標的の男の両肩に足を置き、首を押さえてそのままぐるりと縦に半回転。風車にも似た動きで敵の頭頂部をアスファルトの床へ叩たたきつける。

　ジジッ！　と。震動に、近くの街路樹から慌てたようにセミが飛び立つ。

「ばっ!?」

　体感温度を下げるためのミストシャワーの下。

　いきなり召喚師を潰されて右往左往の依より代しろの少女に、いちいち自己紹介などしない。

　召喚儀礼さえ使えなければ、ただの人間。

　慌てたように腰から『当たり前の』拳銃を抜く依より代しろに対して、だ。

　床に掌てのひらを押し付けたまま、続けて改造チャイナドレスの美女がブレイクダンスにも似た動きでぐるりと大きく回った。今度は横の回転。かろうじて後ろへ飛んで細く長い脚に搦からめ捕とられないよう距離を取りながら引き金を引く依より代しろだが、そこでゴヅッッッ!!　と側頭部へ鈍い衝撃が走る。

　人工的なミストが、数メートルもまとめて横に薙なぎ払はらわれていた。

　鎖くさり竜りゆう吒た。

　本来であれば鉄の鎖の先に船の錨いかりのような金具をつけた捕具だ。緑リユウ娘ニヤン藍ランの場合は手で振り回して逃走者の衣服に引っ掛けるのではなく、回し蹴りのリーチを延長するのに使っている。

　まさに一撃、であった。

　横からの打撃によって拳銃の狙いも逸それ、緑リユウ娘ニヤン藍ランのすぐ近くにあったミストシャワーの送水管に風穴が空く。

　どぼどぼどぼどぼ、という低い水の唸うなりと共に水たまりが広がっていく。

　依より代しろの少女は悲鳴一つなく、棒切れのように真横へ倒れていった。しゅるんとそれ自体が独立した蛇のように改造チャイナドレスの裾へ鉄鎖を戻しながら、ずぶ濡ぬれの緑リユウ娘ニヤン藍ランはそっと息を吐く。

『……おい猥わい褻せつ物ぶつ……』

「お姉さんボディラインが光り輝いているから魅せつける事には躊躇ためらわないわよ？」

『……服の中に隠した秘密のオモチャまで浮かび上がっていますけどそれで良いいんですか』

「あらはしたない、この『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』ともあろう者が」

　主に銃刀法に抵触しそうなものばっかり抱えた美女が、改造チャイナドレスの布地を指先で摘まんで引っ張り、ようやっとシルエットに気を配り始めた。間に空気を挟んでしまえば内側に隠した得物は隠しておける。そんな努力を続けながら、彼女はその長い脚で依より代しろの顔を軽く蹴って向きを変えた。水たまりで溺れ死なないように、だ。

　気絶で済ませた。

　即座に殺さなかったのには理由がある。

　改造チャイナドレスの美女は濡ぬれて艶を増した前髪を片手でかき上げて、
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「監視不能ダークウエブ扱いの通信施設がどこから情じよう報ほう洩もれたかと思ったら、なんて事はなかったのね。クラブレジスタンスを守っているはずの『イリーガル』の中から暴走が起きていた訳か」

『……何で近所の高校にクソ野郎どもの目が向いてんです……？』

「……電力消費で大型サーバーの存在がバレるのが怖かったから、近くの公共機関を踏み台にしてたのよね。失敗失敗と」

　敵も敵だ。

　目的はあくまで『データ』だろうに、外からサイバー攻撃なんてスマートなやり方はしない。忍び込んで裏ＲＯＭの差し替えなどもしない。派手に壁を吹っ飛ばして施設へ押し入り、大型サーバーからブレード状の基板やストレージを直接引っこ抜いて盗み出す、くらいの考えしかないのだ。挙げ句に、踏み台の配線に惑わされてデータのない学校の方まで襲撃対象としてロックオンしている始末だ。

　こうなると、わざわざ被害と流血を大きくさせようとしているようにしか見えなくなってくる。

「「「女王を引きずり下ろせ……」」」

　血走った目と共に、声があった。

　誰の、とは説明し難がたい。複数の召喚師達が同時に叫んでいたからだ。

「「「女王はっ、どこだァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」」」

　もはや『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の三大勢力など関係ない。彼らはただただ『白き女王』と『色彩なき童女』の軋あつ轢れきが生み出す、得体のしれない圧力から逃れようとしている。だから、どちらかを殺そうとする。圧から逃げるためには左右から迫る壁のどちらかを破るしかないと言わんばかりに。そのために必要な破壊は是とみなす。漠然としたオカルト、何の根拠もない『人類最後の日』が人々の心を圧迫し自暴自棄に走らせるのと何も変わらないのだ。

　こんなものは、三みつ巴どもえの戦争にもならない。

　戦争という秩序すらも守れない。

　ハレー彗すい星せいの尾が地球の酸素を丸ごと奪っていくという迷信が爆発的に広がった頃は、少しでも空気が欲しくてタイヤのゴムチューブさえ人を殴ってでも手に入れようとしたらしい。間もなく石油が枯こ渇かつすると信じられたオイルショックの頃は、ガソリンや灯油どころかトイレットペーパーさえ街のあらゆる商品棚から消えてなくなった。

　表を行き交う一般大衆と違って、召喚師や依より代しろは『白き女王』がどういうモノか分かっている。しかし、だからこそ、余計に不安や恐怖を駆り立てられる。かじっているからこそ、である。妄想とは、半はん端ぱな情報から生じるモノなのだ。

　本当の意味で『白き女王』を理解している者などこの星に何人いる？

『色彩なき童女』を製作者城しろ山やま恭きよう介すけ以上に把握している者は？

　従って『分かったつもりでいる』プロの召喚師や依より代しろの方こそが、実は一番危険なのだ。見なければ良かったモノを見てしまった愚か者のように、その心が潰されていく。目に見えない宇宙からの電波で頭をまさぐられると勘違いする狂人にも似て。

　全てを蹴散らし、一個の塊と化した暴徒達が迫りくる。大きなバケツにガラスのウィンドウ、自転車にプランター、近くにいた脅おびえる白猫が全身の毛を逆立てていたが、彼らは生き物であってもお構いなしだろう。

　が、




『やかましい、です』




　ドッッッ!!　と。

　何か白くて巨大な塊が、真横から召喚師の体をかっさらっていった。

　被召物マテリアル、ではない。

　体長五メートルに届く猛獣の正体は、動物型の依より代しろとしても機能するホワイトライガーだ。きちんと『指示』を受けているのか、その背には三頭身の愛あい歌かちゃん人形が乗っかっていた。四足の巨獣は死なない程度の甘あま嚙がみで獲物の胴体を押さえ付け、首を動かしてぶるんぶるん振り回した後、哀れ召喚師をそのまま巨大陸橋の外へと放り捨ててしまう。

　にゃあ、という白猫からの鳴き声があった。

　五メートルもの巨きよ軀くを誇るホワイトライガーは一いち瞥べつしただけで、よそへと移る。

　正常なプロは、努力でもってその正常値を維持しているが故に、さっさとそれを放棄して馬鹿騒ぎに乗じる召喚師や依より代しろに同情などしない。彼らは正しい知識によって恐怖を払ふつ拭しよくできなかった。無力な一般人ならともかく、同じプロ相手であれば努力不足と断ずるだけだ。ハレー彗すい星せいも、オイルショックも、ノストラダムスも、マヤカレンダーも、ＡＩの暴走も。素しろ人うとならともかく、プロが騒いではならないのだ。

　肩書きは、影響や被害の規模を変えてしまうのだから。

『……「イリーガル」の設備や人員がどうなろうが「ガバメント」の私にはしょーじきどうでも良いいのですが、そもそもここは多数の学校が集まるＲ区画。被召物マテリアルなんぞ呼び出されて無用にハッスルされても困るのです、愛と正義の「ガバメント」的に』

「リードも首輪もなしで通学路に五メートルの猛獣解き放ったサーカス野郎が何か言ってるぜ」

　ミストシャワーや破れた送水管のせいで妙に肌へ張り付く己のチャイナドレスを気にしつつ、黒髪美人はうんざりしたように呟つぶやく。これをみんなのためにの一言でやらかしてしまうのが『ガバメント』の『ガバメント』たる所以ゆえんという事か。

「てか夏休みにしちゃ子供の数が多くない？」

『……例の高校が広域避難所に指定されています。大きな騒ぎが起きれば、近隣住人はむしろここへ集まってしまう仕組みなのです……』

　改造チャイナドレスの美女は思わず片手を額にやっていた。

「言っておくけど、交差点で小さな旗振って子供達の面倒まで見る気ないわよ私」

『……噓うそおっしゃい、不良は雨の日の子猫と迷子には弱いと決まっているのです……』

　夏休み中とはいえ、辺りの学校も無人とは限らない。

　最弱とされるコスト１、『始祖シリーズ』だろうが、ひとたび暴れれば民間人の手に負えなくなる。鉛の弾丸も鉄の大扉も彼らを守ってはくれないのだ。

「基本的には被召物マテリアルを呼ばれる前に離反・暴走する召喚師と依より代しろを各個撃破」

『……間に合わなかった場合は？　人工霊場が展開された場合、私のカメラレンズから標的は消えてしまいます……』

　みしみしみしみし、という鉄筋コンクリートの巨大陸橋が軋きしむ音があった。あまりにも暴徒達が集まって荷重上限を超えてしまったから、ではない。

　数十メートル先。立体交差する別の陸橋。

　そちらではすでに立方体に世界が切り取られ、全身びっしりと鱗うろこに覆われたこの世ならざる存在が四肢で作り物の大地を踏み締め、その大顎を開いていたからだ。

　被召物マテリアル本体だけなら基本的に人工霊場の外へは出られない。ただし雷らい霆ていやドラゴンブレスなど、付属物や飛び道具となれば話は変わってくる。

（『イリーガル』アワード９０８、『モンスターフリーク』……!?）

「……今すぐ指示をカット、ライガーちゃんの野生の勘に任せて」

『？』

「後は私わたし達たちでできるだけ注意を引き付けて、人口密集地帯から遠ざかる事!!　以上!!」

『見えていない』愛あい歌かにいちいち構っている暇はなかった。

　射線にだけ気を配る。

　その辺の白猫や子供達を巻き込まないラインまで相手の注目を引き付けつつ、現場判断で改造チャイナドレスの美女とホワイトライガーが同時に回避行動を取った直後だ。トイドリーム35の空を焼いた直線的な閃せん光こうが巨大陸橋を丸ごと一本へし折った。





５






「おっ、おおっ？」

　最下層、海に浮かぶクルーザーの甲板で、難しい顔して釣り餌の小箱の中身をつんつんつついていた冥めい乃の河かわ葵あおいが妙な声を出した。

　すぐ近くの海面に、何か巨大な塊が落ちる。

　ぐわんと大きくクルーザーが揺さぶられた。経験豊富、百戦錬磨の（？）おばあちゃんとてこうなってしまえばどうにもならない。何か摑つかむものを、などと考えている余裕もなかった。銀髪のビキニ少女は甲板の上を転がり、四よつん這ばいに近い格好で体を支え、そしてはたと気づく。釣り餌の小箱はどこ行った？　と思った直後、ぼすっと逆さになった箱ごと頭の上にうねうねのカタマリが落ちてきた。

　ミミズとは似て非なる。

　ゴカイさんやイソメさん祭り、開幕。

「ぎゃあーっっっ!!!???」

　絶叫に、辺りを飛んでいた海鳥が嫌がるように逃げていった。

　海洋性のうねうねさん達は破壊力が違った。ぬめるような感触があちこちを這はい回まわる。最初はパンパンと衣服についた埃ほこりを落とすような動きでやり切ろうとした葵あおいだったが到底追い着かず、胸元や腰回りにまでぬめる感触が入り込んできたのを察知してついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れた。余計な胸回りのひらひらが足を引っ張っている、と結論。隠れる場所を残すからいつまでも疑念が消えないのだ、一面全て焼け野原にしてくれる。屋外だというのに容赦なく背中の蝶ちよう結むすびに手をかけ、腰の横のゴムにも親指を引っ掛けて、手しゆ榴りゆう弾だんのピンでも抜く気持ちで勢い良く引っ張った。しゅるりという衣きぬ擦ずれの音と共に、絨じゆう毯たん爆ばく撃げきの精神で己の全てをさらけ出していく。

　変な光が差し込んだ。

「……あ、あふぁ……。自由じゃ、わしは今この上ない自由に包まれておる……!!」

　八月の青空の下、突き刺すような太陽光を全身に浴びて、得体のしれない解放感にぶるると震えてちょっと恍こう惚こつになっている場合ではなかった。相変わらず頭上からはこのクルーザーより巨大な鉄筋コンクリートの塊がボタボタ降ってくるし、ようやっと全身を這はい回まわっていた生き物を追っ払ったとはいえ、甲板のあっちこっちで未いまだにのたくっているのも事実。ぶっちゃけ裸足はだしで踏むのも怖かった。手足の先からぞわぞわ感触に侵食されつつ、根っこが子供なおばあちゃん冥めい乃の河かわ葵あおいはお片付けの全てを放棄してとっととキャビンの中へ逃げ込む事にする。

「うわーん小僧ぅー!!　一人は怖いのじゃ、髪の中に釣り餌が紛れていないか一緒に確かめておくれえー!!」

　全く学習をしないおばあちゃんであった。

　相変わらずぼーっとしている恭きよう介すけは素すっ裸ぱだかの葵あおいを見ると無言のまま抱き抱えてバスルームまで運び、雑に銀髪少女の頭をわしゃわしゃ洗って一人ダブルベッドへと飛び込んだ。もう頭で考えている行動ではない。悩み多き主婦が考え事をしながら目玉焼きを作るのと一緒。好きとか嫌いとかじゃねえ。完全にただのルーチンワークと化している。

　夏バテ、ここに極まる。

「……いや、これで良いいんじゃが。まず第一に髪にゴカイやイソメがくっついていないか確かめたかったのじゃからどんとこいなんだけどのう、ぶつぶつ」

　おばあちゃんはおばあちゃんであるからして、年下扱いには不慣れなのかもしれない。いやいっそ恭きよう介すけ側がわの感覚的には大きな犬くらいの扱いなのかもしれないが。

　ずんっ……!!　という鈍い響きが再びあった。

　クルーザーのすぐ近くに瓦が礫れきが落ちたのだろう。

「ぬおい小僧、何やらとらぶるが起きているようじゃぞ」

「……、」

「だーれーかーさーんーが困っておるようじゃぞー!?」

　両手を後ろへ回し、ようやっと安全（？）を確保したひらひら付きの黒いビキニトップスの紐ひもを結び直しながら耳元でそう叫んでも、ダブルベッドに突っ伏した城しろ山やま恭きよう介すけは動かなかった。

　だって。

　どうしろというのだ。

　褒ほう美び村むらで一度は『白き女王』を殺害したはずなのだ。なのに『色彩なき童女』は破損して新たな脅威となり、世の人々は自ら破滅でも望むように混乱を深めていく。

『フリーダム』アワード３０００、信楽しがら真ま沙さ美みレベルの人間でさえ『白き女王』の引力に引きずられた。ハッピーエンドになるならそれで良いいじゃないかと流れてしまった。美貌に屈し、真実に蓋をして、難問を解こうともせず見た目の幸せに逃げ出した。なら、他の人は？　人類はここまでなのか。戦うまでもない、命を懸ける必要もない、ただ『白き女王』があなたは幸せですスタンプをポンと押し付けたらみんな笑顔になってしまうのか？

　空虚なスマホへのろのろと目をやる。

　着信ゼロ。

　一定以上のアワードを稼いだ召喚師や依より代しろは一般人の記憶や認識から消えていく。シンプルなルール。しかし人の心とは絆きずなとは繫つながりとは、結局ルールによって左右されてしまうものなのか。てっぺんに『白き女王』が君臨する、ブラッドサインのルールに。

　何が『たすけて』だ。

　何が『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』だ。

　城しろ山やま恭きよう介すけ一人がどれだけ硬く縮こまって必死に耐え、ギザギザになった鉄片まみれの暴風の隙間から反撃の機会を窺うかがおうが、周りの人間が容易たやすく崩れてなけなしの貯蓄を切り崩してしまう。努力を、無に帰す。だってそっちの方が楽じゃないか。戦うなんて馬鹿みたいじゃないか。たとえ孤独になっても頑張ってきた恭きよう介すけの方が間抜けだったと、そういう風に映し出す。白を黒に、黒を白に。ふざけるな。こんなぐにゃぐにゃの、芯も軸も通っていない世界でどうやって正しさを守れというのだ!?

　ふんと鼻から息を吐く音があった。

　黒ビキニの冥めい乃の河かわ葵あおいはその細い腰に両手を当て、ボトムスの横の細いゴムを指でパチンと鳴らすと、上から目線で恭きよう介すけを眺めていた。

「まあ、人間、時には休息も必要じゃ。傍はたから見れば腐っているように思えても、お主にとって意味ある行いならそうしているがよい」

「……、」

「じゃが忘れるなよ。召喚師は、一人では成立しない。これは最強か最弱かなど関係なく、そもそも召喚師とは他に依存する生き物なのじゃ。被召物マテリアルでさえ群の力で互いの短所を補っていく。本当に個で万全の力を振るえるのはお主が毛嫌いしておる『白き女王』だけじゃよ。他を拒絶し自分だけが特別と思い込めば、その時こそ小僧は全てを失うぞ」

　特にこの場で拘こう泥でいするつもりもないのだろう。冥めい乃の河かわ葵あおいは長い銀髪を揺らすようにして、そのままキャビンから出ていってしまった。

　それでも恭きよう介すけは動けなかった。

　だから、変化はやはり外からやってきた。

　ぶーぶーという細かい振動音があった。音源はサイドテーブルの辺り。静音のモードにしてあるスマートフォンだ、と気づいた恭きよう介すけはうつ伏せに突っ伏したまま掌てのひらだけを差し出した。自らの振動で横滑りするモバイルがサイドテーブルの端から落ちたタイミングでキャッチする。葵あおいの髪を洗った時と同じだった。頭で考えるというよりは、自分の記憶情報に基づいて指先の方が勝手に動く。

　画面を開くとＳＮＳの一斉送信のようだった。

『騒ぎ』が起きているのが真上……学校の近くだからだろう。とりあえず全校生徒に向けて外出自粛のメッセージが自動的に投げ込まれているだけだったのだ。夏休みだから実際にはどこに誰がいるかも把握できていないにも拘かかわらず、である。

（こんなもの……）

　学校生活だって、何かが残せた訳ではない。

　一定以上のアワードを稼いだ召喚師は、一般人の認識から消える。毎日当たり前に挨拶を交わし同じ教室で勉強しているクラスメイト達だって、視界の外に出てしまえばそれまでだ。ネットの関係なんてもってのほか。今は機械的な一斉送信だから網にかかったものの、個別に一対一のやり取りなんてできるはずもない。向こうからこちらにメッセージを投げ込もうとするのはもちろん、たとえこちらがメッセージを送っても相手は首をひねるだろう。何しろ、招待制の枠の中で知らない相手からいきなり馴なれ馴なれしくコンタクトを取られたのだから。

　全部ルール。

『白き女王』を持ち上げて飾り立てる、ブラッドサイン式の。

　そういうものだから。

　人の心なんて、仕方がないの一言で左右されてしまう程度のものでしかない。

　そう。

　そのはずだった。

『連れん弩ど／／おい、まだ点呼終わんねえのかよ？　早く逃げたいけども!!』

　一応グループ単位で登録しているだけの、誰からの返事もないクラスのコミュニティ。しかしそちらで妙な動きがあったようだ。

『図書委員って呼ぶな／／ちょっと待った。もう一度だけ』

『連弩／／何周してんのよ!?』

『図書委員って呼ぶな／／なんていうか、こう、誰か忘れている気がしない？』

『図書委員って呼ぶな／／数え漏らしがあるような……』

（……なん、だ？）

　恭きよう介すけは眉をひそめた。

　体だけが独立して外の世界へ対応していたような状態から、初めて心の方が動き出す。歯車が嚙かみ合あう。彼は自らの意思でベッドから身を起こした。そうこうしている間にも、ふきだし型のメッセージが次々流れて画面がスクロールしていく。

『センター俺／／そりゃ気になるっちゃ気になるけどよ』

『卑ひ弥み呼こ／／確かに、誰か騒ぎに巻き込まれていたらまずいわよね』

『ギタリスト志望／／おれ、別のツール使って呼びかけてみるわ。重複したらすまん』

　誰か、恭きよう介すけの他に影の薄いクラスメイトの話でもしているのかと思った。しかし違う。結果として点呼に応じたのは、クラス全員から一人削った数だった。つまり恭きよう介すけ以い外がいの全員の無事は確かめられている。これ以上はない。違和感に気づけない。彼ら一般人は視界の外に外れてしまえば、城しろ山やま恭きよう介すけの存在を忘れてしまうはずなのだから、この時点で満足して確認作業のタスクを閉じてしまうはずだ。

　なのに。

　なのに、だ。

『図書委員って呼ぶな／／もう一回、あと一回だけ!!』

『連弩／／うるせえな分かったよ！　全ぜん員いん揃そろうまで付き合うよ!!』

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………なんだ、これ？」

　一見すれば、それは些さ細さいな現象に過ぎないかもしれない。

　だが違う。

　図書委員ちゃんや簾れん堂どう明あき也やは、いいやクラスのみんなは、『視界から外れれば召喚師や依より代しろの存在を認識できなくなる』という絶対のルールに抗あらがおうとしているのだ。もちろん、できる訳がない。ルールはルールだ、破れるようでは意味がない。その、絶対にできない空回りを、彼らはどうあっても諦めない。決して報われない努力を延々と続けている。

　命のかかった場面なのだ。

　逃げ遅れればそれまでなのだ。

　そんな確証のないもやもやした違和感だけで、暴れる心臓を必死に押さえつけ、彼らは踏ふみ止とどまってくれている。『白き女王』を持もて囃はやすブラッドサイン式のルールに抗あらがって。そういうものだから、仕方のない事だから。そんな結論では許さないと言わんばかりに。

　何な故ぜ。

　そんなの決まっている。

　たった一人だけ安否の分からない誰か。『彼』の事が心配だからだ。

「……、」

　城しろ山やま恭きよう介すけの中で、何か大きな警鐘があった。

　これを、見限るのか。

　これを、何の価値もないと断じてしまうのか。

　人の心を、絆きずなを、繫つながりを。

　その強さを。

　信楽しがら真ま沙さ美みは情にほだされて、いいやそういう風に思い込んで『白き女王』の引力に引きずられた。最後まで戦って決着をつける道を放棄して、適当なハッピーエンドで妥協しようとした。だからどうした。それが、他の七〇億人をまとめて諦める理由になんかなるか。図書委員ちゃんや簾れん堂どう明あき也やが非難される理由に繫つながるか。そんな訳ない。一体信楽しがら真ま沙さ美みの失敗が、他の誰の因果と繫つながっている？　彼ら一人一人を評価するなら、彼ら一人一人を見なければならない。考えてみれば当たり前の話ではないか!!

　本当に大切なものは、ごくごく限られた人間だけが持っているとは限らない。

　むしろ『フリーダム』アワード３０００、信楽しがら真ま沙さ美みのような天才を特別視する事は、巡り巡って『白き女王』のような歪いびつな頂ちよう点てんを拝む思考と似通っていく。違うだろう、そうじゃないだろう。城しろ山やま恭きよう介すけが何よりも憎んでいたのは、『特別な存在ならどんな暴挙も許される』『結果さえ出せば変人は天才と置き換えられる』……そんな、罪状の踏み倒しのはずだっただろう？

　誰だって、持っている。

　世界のルールをねじ曲げようとしてでも守りたい何かを。

　そして。

　召喚師でも依より代しろでもないクラスメイト達は示してくれたのだ、絶対にできないという前提があった上で。それでも、決して同じ教室にいた城しろ山やま恭きよう介すけを見捨てて退避したくないと。

　忘れたくないと。

　放っておきたくないのだと。

　最強が何だ。

　理屈がどうした。

　彼らの行いを、無駄な努力と断じる事などできるものか!!!!!!

「間違っていた……」

　常人の五手も十手も先を読み、常識外れの戦闘力であらゆる猛も者さを薙なぎ倒たおしてきた『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』。だが聡そう明めいであるが故に、彼はそう判断する事からも逃げなかった。

　人の強さは、誰かが独占しているものではなかった。

　皆が平等に持っていたのだ。

「僕が、間違っていた」

　たった五インチの画面のすぐ近くで、人差し指が行ったり来たりする。召喚儀礼の死闘とはまた違った『力』のいる作業があると、彼はここで知った。どうせ誰にも認識できない。メッセージを投げても見知らぬ人間が侵入してきたと勘違いされるだけ。分かっている。分かっている。分かった上でこう言おう、だからどうしたと。

　自分だけの世界で腐っている場合ではなかった。

　決意の意味を込めて、少年は人差し指でタップした。

　投げる。

　力ある言葉を。




『ウサギ／／もう大丈夫、僕の事なら心配いらないよ』

[image: ]




　そして。

　クルーザーの甲板にしゃがみ込み、びくびくしながら指先でゴカイを摘まみ、元の小箱へ戻していたひらひら黒ビキニの冥めい乃の河かわ葵あおいがどこかへ振り返った。自分でばら撒まいてしまった問題にケリをつけるため、苦手を克服しようとしていた依より代しろは、彼の顔を見るなりニヤリと笑った。

「立ち会ってくれ」

「ケジメが必要か。なら見届けてやるわい」

　ゴンッ!!　という鈍い音があった。

　城しろ山やま恭きよう介すけが、固く握り締めた拳で己の頰を殴り飛ばした音だった。

「ドまぞじゃのうー？」

　葵あおいは楽しげに言って、

「……じゃが気に入った。ようやっと男の顔になったではないか、小僧」

　葵あおいもまた、水着の時間はもう終わった。ここから先は依より代しろとして背中を支える時間だ。ばさりとシーツで空気を叩たたくような音と共に、ひらひら付きの黒ビキニの少女は巫み女こ装しよう束ぞくと真っ白なサラシを摑つかんで大きく翻ひるがえす。

「もう良いいのかの？」

「ああ」

　切れた唇を拭って、恭きよう介すけはその指を葵あおいの方へと差し向けた。言わずもがな、召喚師と依より代しろを結び付ける契約の儀である。

　もう、間違えない。

　そして何度でも挑んでやる。『白』の災厄へ。




「遅くなって済まない。手早く片付けよう……!!」





６






　伝説のドラゴンを呼び出したり、両腕を広げて体一つで大空を飛び回る訳でもない。

『白き女王』、普通に国際空港のロビーでベンチにちょこんであった。一応はビジネスクラスの優先搭乗口であったが、何しろ今は夏休み。まさにイモ洗いであった。ずらりと並ぶ長椅子の中、すぐ隣では幼い兄きよう妹だいが大声で喚わめきながらロボットのオモチャを取り合いしている始末だ。

　いつものウェディングドレスをさらに派手に肉抜きし、要所を銀の装甲で覆ったような戦装束ではなかった。

　夏向けに薄い生地で作られたカジュアルなミニワンピで首からすっぽり覆っているだけだ。頭から水を被かぶったのでとりあえず着替えなさい、といった風ふ情ぜいであった。胸元、腋わき、そして眩まばゆい太ふと股もも。どこを見ても危なっかしい、借り物のお仕着せなので丈や裾の加減というものが分かっていないようだ。ちなみに足まわりは線の細い街歩き用のサンダル。いずれも白をベースにしているのは、一応は女王に対し気を遣っているのか。

　髪にはヘアゴム。

　ツインテールだけがかつての名残と言える。

　ＮＡＬ９０１便ビジネスクラス、きちんと順番に従ってのんびりゆったり搭乗待ち。一見すれば銀のツインテールの少女は常識を取り戻しているように思えるかもしれない。少なくとも移動の手段として生身で成層圏を突破したり次元を直接割ったりするのに比べれば。

　しかし根本的な軸がおかしい。

「ほい、ほい、ほーい」

　すんごく適当な調子で声をかけてきたのは、ピンク色に染めた長髪に牛の角のようなヘッドドレスをつけたウェイトレス服の悪魔、ビヨンデッタであった。彼女は衆人環視の国際空港のロビーで堂々と数冊のパスポートを広げる。

　座っている『白き女王』や信楽しがら真ま沙さ美みに目線を合わせるためだろうが、無駄に扇情的に腰を折って大きな胸元を強調しながら、

「はいこちらが信楽しがら真ま沙さ美み、こっちが『白き女王』。一応人間社会では大切なものなので、なくさないでくださいねえ？」

《旅行者用のインスタント保険ねえ……》

「しっかりしてくださいよ、こういうのって結構大きな違和感として表に出てきちゃうんですから」

　という訳で、ビヨンデッタは一時的に預かって民間サービスの手続きをしてきた訳だが、この場合、重要なのはそこではない。

　ビヨンデッタ＝シロヤマは、たった今できたてホヤホヤのパスポートを手渡してきているのである。あるいは本物よりも精度の高そうな印刷技術を使って。

　ブラッドサイン式と違って、人工霊場に囲われていなければ写真に写る。『白き女王』としては、自分の顔写真というのも考えてみれば不思議なものだった。

　しかし問題の核はそこではなく、

「信楽しがら真ま沙さ美み」

《何でしょう女王？》

「……あの、これは、アウトなのでは……？？？」

《しかしパスポートがなければ日本へ行けません》

　首元のホイッスルを弄もてあそぶこの女、こいつやっぱりデキるオトナのように見せかけておいて、あっちこっちがちゃらんぽらんであった。こんなのに上から目線で説教されて心が折れたと思うと胸が苦しい。昼間から定食屋で飲んだくれている競馬新聞片手の酔っ払いにお箸の持ち方できちんと怒られれば少しはこの気持ちが分かるだろうか。

《いやあーかかったかかった。無駄足は踏みたくないと思ってデータ上の調査活動を続けてきましたが、まさか二週間以上かかるとはねえ……》

「ちょっと女王、何で信楽しがら真ま沙さ美み苦労話してんのにこんな上機嫌なんです？」

「スビノフにアブソリウムに……さっきまで振り回していたウォッカの酒瓶を思い返せば察しがつくのでは。液体の機内持ち込みは厳禁だそうで、不ふ貞て腐くされながら飲んで処理していたのが今になって回ってきたのでございましょう」

　当然ながら、異界の存在である『白き女王』にはパスポートに書き込めるような個人情報など何もない。国籍から年齢までてんでデタラメだった。氏名欄を見れば、どうやらiu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjzを組み替えた簡単なアナグラムのようだ。文字や名前に重要な意味が宿るというブラッドサイン式に対する配慮なのか。

　ビヨンデッタはビヨンデッタで、きっちり自分の分のパスポートもひらひらと軽く振りつつ、

「それにしても……こうして顔を合わせると、流石さすがに感慨深く思えます」

「あなたは、何とも思わないのでございますか？」

　シンプルなようでいて、深い意味を持つ質問だった。

　もちろん『白き女王』は幼少期の恭きよう介すけやビヨンデッタを引き裂いた全ての元凶だ。しかし、信楽しがら真ま沙さ美みはどうか。心の底の底でどんな本心を抱いていたかはさておいて、彼女は自分の身分を隠して子供達に接近し、しかも実際には『フリーダム』のアワード３０００として『箱庭』全体を主導していた責任者でもあった。

　複雑な感情が交錯する『白き女王』と信楽しがら真ま沙さ美み。

　だがビヨンデッタ側からなら、純粋にこの二人を糾弾できる立場かもしれないのに。

「実感、ないんですよね」

　ところが、細い顎に人差し指を当ててビヨンデッタはそう言ったのだ。

　恐怖を忘れた子供のように。

「『白き女王』は憎い。イエス、こちとら『女王の憎ぞう悪お』ですから。ただ、あの秘ひ匿とく大たい戦せんの最終段階において、私は主に逃げ回るばかりであなたと正面切って戦ってはいません。最後の最後にぶつかったのも『帽子屋』のアルベルトですしね。……となると実際、私が見てきたとされる『白き女王』の像は、果たしてどこまでが実像だったのやら、という疑問がある訳でして」

　ここだけは。

　はっきりとビヨンデッタは断言した。

「そして、あなたは私の『弟』……恭きよう介すけちゃんを殺さなかった。おそらく私と違って、正面切って激突したであろう恭きよう介すけちゃんを」

「……、」

「こちらについてはあやふやな像ではなく、確かな結果です。ですから私はその結果を重視します。あなたは歪いびつで、愚かで、不器用で、下手くそで、しかし恭きよう介すけちゃんのためになる事をすると言えばそこだけは徹底するでしょう。どれだけ自分を殺し、その手を汚してでも。あなたに何かを願うのは馬鹿馬鹿しいですし、見返りを期待するなど愚の骨頂です。でもあなたは、恭きよう介すけちゃんに関しては誰に願われるでも何かの対価でもなく、自発的に動く。この点に関しては心配いらないでしょう」

　甘えてしまって良いのかどうか、今の『白き女王』には判断がつかなかった。薄手のカジュアルワンピースの裾からこぼれた太ふと股ももをきゅっと擦り合わせる。

　恭きよう介すけもそうだが、ビヨンデッタも危うい。

「……それに、恭きよう介すけちゃんの根幹に触れてみたいという気持ちはこちらも同じですしね」

　自分の頰を指先で搔かきながら、ウェイトレス服の悪魔は付け足した。

「私も恭きよう介すけちゃんと契約して共に戦っていた訳で。恭きよう介すけちゃんが『白き女王』に向ける敵てき愾がい心しんについては、それなり以上に間近で触れてきたつもりです。あの敵意は、どこかおかしい。『たすけて』と言われれば誰でも手を差し伸べてしまう彼の思考回路から、あまりにも切り離された位置にある。……哀かなしいじゃありませんか。もしもそれが、恭きよう介すけちゃんとは違う誰かの思惑によって植えつけられたモノだとしたら」

　ドクトルＳ。

　精密誘導ミサイル。

「何かしらの形で、決着を着ける必要はあると思います」

　ここにはいない誰かへ吐き捨てるように、ビヨンデッタは断言する。

「ですがそれは、他に何も介在しない、恭きよう介すけちゃんと『白き女王』の間でのみ行われるべき事。どれだけ大仰で御大層な思想や計画があろうが知った話ではありません」

　無尽蔵に膨張を続ける『繭』と、触発されて力を蓄える『色彩なき童女』。これを止めなければ、人類に未来はない。

　そしてそのためには、『白き女王』自身が変わるしかないのだ。人間を知る旅を通じ、城しろ山やま恭きよう介すけをもう一度理解し、信楽しがら真ま沙さ美みへの苦手意識も克服する事で。

『白き女王』は一面ガラス張りのウィンドウへ目をやり、しかし、彼女にしか分からないものを見据えながらぽつりと呟つぶやいていた。

「……『繭』は、間もなく直径六キロといったところでございましょうか」

　ぽーん、という柔らかい電子音があった。

　続けて、肉声なのか録音されたものなのか区別の難しい、柔らかい女性のアナウンスが入る。

『ＮＡＬ９０１便は定刻通りに離陸いたします。搭乗まで一時間を切りました。手荷物のお忘れ物などに十分注意して、どうぞ余裕を持った行動を。ファースト及びビジネスクラスの皆様は優先搭乗口へ、エコノミーの皆様は一般搭乗口Ｂへお集まりください』

　それが、静かな火蓋であった。

『白き女王』はカジュアルワンピースの短い裾を危なっかしく揺らす格好で、ベンチからゆっくりと立ち上がる。右に信楽しがら真ま沙さ美み、左にビヨンデッタ。共に秘ひ匿とく大たい戦せんを経験してきた猛も者さ達たちを従え、銀の髪の少女は静かに前を見据えた。

　過去の行いによって、削り取られた世界の情報。

　人間を知る旅。

　城しろ山やま恭きよう介すけの母親と『妹』に迫る核心の道程。

「行きますか。始まりの地へ」








シンセアリア・レポート02









　Ｑ、城しろ山やま恭きよう介すけをどう思いますか？




「んー？　質問の範囲が広過ぎていまいちピンとこないけど結婚するよ？」

「……ご覧の通り姫を乱心させた大罪人として速やかに斬って捨てたい所存であります」

　Ｆ国王室専用機の中での話だった。

　金髪二本三つ編みにスクール水着を基調に飾り襟やパレオなどを取りつけた『おおきくなったらおにいちゃんのおよめさんになってあげる（本ガ気チ）』少女がオリヴィア＝ハイランド。そして今にも人を殺してしまいそうなメガネの騎士がレイチェル＝ワームウッドである。ちなみにオリヴィアは恭きよう介すけとの契約が切れた段階で一般人に逆戻りしているはずだが、こうして見る限り召喚師のレイチェルや依より代しろのシンセアリアと普通に会話ができている。『視界に入っている限りは』記憶や認識が回復するので、会話の連続性が途切れる事もない訳だ。

　最初から専用機であるが故、昨今の堅苦しいテロ対策の持ち物制限などは特にない。そこらのチャーター機とは訳が違う、本来であれば三〇〇人以上詰め込めるはずの大型旅客機を、たった一〇人以下をもてなすために再設計したと考えれば良い。ファーストクラスどころではない広々としたソファに腰を下ろし、青いドレス姿のシンセアリアはメイドから注いでもらったシャトー・ド・コライユ１９９９（ｍｏ）───何やら大仰だが、ようはフランス辺りの通販サイトを使えば簡単に手に入る大衆向けのスパークリングワイン───の入った細長いグラスをくるりと回す。

　シンセアリアはこの辺を弁わきまえている。安全保障上の理由でどうあっても巨額を注つぎ込こまなくてはならない王室専用機と違って、こちらはあくまで個人の嗜し好こう品ひん。他国の外交関係者をもてなすという建前すらない。となると最低限、毒物混入のリスクさえ排除できる農園なら後はどこでも構わないのだ。

　オークションで高値がつくから味が良くなるのではない。

　本当に本物を知る人間は、案外手頃な所に宝物が転がっている事も知っている。そして自分だけの宝物をみだりに広めて回るほど愚かでもない。投機や転売の対象になったら最悪だ。

「そうではなく、恭きよう介すけ様さまの強さの秘密についてです。執着の源泉と言っても構いません」

　軽く酔ったところで娘の前で失態を演じるシンセアリアではない。せいぜい舌を滑らかにするための潤滑油くらいの気持ちで、細長いグラスに注がれた白というよりほんのり黄金がかった透き通る液体をそっと口に含んでいく。

　同じものをせがむオリヴィアに対し、周囲のメイド達は良くできているので全く同じ農園で作ったアルコール抜きのスパークリングワインを静かに注ぐ。……つまり丁寧に皮を取って作っただけの炭酸ブドウジュースなのだが、ボトルやラベルの大仰な感じに気を取られたスク水三つ編み少女はそこまで気が回らない。

「お兄ちゃんは私のヒーローだからね！　たすけてって言ったらみんな助けちゃうんだよ!!」

「我々騎士団の頭越しに姫の御心を摑つかむなどその時点で万回死なすといったところではありますが……ふん、確かにヤツの常軌を逸したポリシーには、狂人であるが故の力強さを感じられますね。気持ち程度で国家や世界が動く訳でもあるまいに、ぶつぶつ、何もそこまで抱え込む必要もないだろうというか、ぶつぶつ」

「……レイチェルやっぱりお兄ちゃんに気があるよね？　ライバル認定して良い？？？」

　おつまみの大皿から雰囲気だけでオリーブを摘まんで口の中に放り投げ、大変難しい顔をするオトナなオリヴィアに向けてシンセアリアは笑いながら、
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「Ｆ国内戦時にはこっそり三回ほど命を救われていますからね。ねえヴィアちゃん知ってます？　あの娘ああ見えてフトモモに矢傷を負って倒れた時には恭きよう介すけ様さまに毒を吸い出してもらった上、お姫様抱っこまでされているんですよ？　ちゅーちゅームギュー☆」

　我が君主ッ!!　という激しい[image: 叱]責があったがミルク色の肌をほんのり上気させたシンセアリアは小さな子供のように舌を出しただけだった。こういう時、どれだけ口を滑らせても長い耳を赤くして酔っ払っていたからだと言い訳できるのは美お味いしい。そしてこの手のイタズラは赤でも白でもなく、スパークリングが一番幼稚っぽくてサマになる。

　彼女はレーズンとクリームチーズを塗り付けたコドモなクラッカーを口に含みつつ、召喚師の言葉に耳を傾ける。

「しかしまあ、ヤツはあまり過去を語りたがらない人格の持ち主でもありましたな。城しろ山やま恭きよう介すけは基本的に世話好き、その一環として説明好きでもあります。会話そのものが苦手な訳ではありません。初対面の依より代しろ相あい手てでもズカズカ踏み込みますし。自分語りが嫌いというのではなく、過去の話に及ぶと含みを持たせて煙けむに巻まいたり、こちらへ水を向けて滑らかに話題を逸そらしていた印象があります」

「そうかなあ。レイチェルと違って私には包み隠さず話してくれたよ？　ほら、お兄ちゃんは良くシリアルが大好物だって話をしてくれたし」

「それが思いっきり逸そらされているんだと小一時間……こほんっ、いえ何でもありません姫。そんな目で睨にらまないでください心が折れそうです……」

　くるくると細長いグラスを小刻みに回して細かい気泡を踊らせていたシンセアリアは、しばし何かを考えていた。誰かに、というよりも、透明な器の表面に映った己と対話するように口を開く。

「……やはり、恭きよう介すけ様さまには苦手意識があった？　自分自身の過去について」

「？」

（だとしても、それはどの時点での『過去』なのやら……）

　これでアザリア＝マゼンタレインが打ち立てた仮説、全ての鍵は城しろ山やま恭きよう介すけのルーツにあるとする言葉と重なってしまった。方向性としては正しいのだろうか。怪け訝げんな顔をするオリヴィアやレイチェルを放り出して、美しきＦ国君主はさらに深く考え込む。

　こうしている今も『繭』は刻一刻と膨張を続け、Ｆ国の国境線を圧迫している。呼応するように『色彩なき童女』が力を増していけば、世界全体の危機にも繫つながる。これ以上は待てない。『白き女王』の行動を先読みする意味でも、城しろ山やま恭きよう介すけを紐ひも解とく必要がある。

　と、何やら二人がこそこそ内緒話を始めていた。

「（……ま、まさかと思うけど、最後のライバルはお母さんだーなんて怒ど涛とうの展開にはならない、よね？　ええーやだよお、あのおっぱいには勝てないってえ！　てかどっちが勝ってもその後はスーパーギスギス王室の出来上がりじゃん、東欧の古城で密室サスペンス劇場!?）」

「（やめてください姫！　縁起でもない!!　あんな頭のおかしいシリアルウサギが逆玉に乗っかってＦ国の王冠を被かぶる日がやってきたらこの命がクーデターを起こしますッ!!）」

「（来たね外部犯人説。茶番の中の茶番だけど、この可能性について一通り論じておかないと緊張感ってのが出ないもの。でもその意見だと私がお兄ちゃんと結婚しても遅かれ早かれ以下略になっちゃうと思うけど。いやあレイチェルの人生は波は瀾らん万ばん丈じようだなあ、映画化まだー？）」

「（うぐお母娘おやこ揃そろって狂ってやがる!!　Ｆ国の健全な未来はどうなる……ッッッ!?）」
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　みっともなくても良い。

　スマートに何でもこなす最強になりたかった訳ではない。




　がんっ!!　という鈍い音があった。

　トイドリーム35、多くの学校が集まるＲ区画の巨大陸橋、その一つ。

　それは、平素の召喚儀礼のセオリーからすれば、まずありえない選択であった。暴走した『イリーガル』の召喚師、『モンスターフリーク』はすでに『神しん格かく級きゆう』音域低音コスト８、ｎから始まる北欧の悪竜を呼び出しているのだ。これに対し『規き定てい級きゆう』コスト１から勝負を挑むのは流石さすがに自殺行為が過ぎる。

　にも拘かかわらず。

　にも拘かかわらず、だ。

「なっ？」

　牛に蛇に鰐わにに後は何か、とにかく動物の革ばかりを集めた黒ジャケットの男が驚きよう愕がくの声を上げたが、城しろ山やま恭きよう介すけはまともに応じなかった。

　おそらく味方を共食いで犠牲にしてでも高コストの被召物マテリアルを呼び出したのだろう。立方体の人工霊場は展開済みだったが、初期『白しろ棘とげ』三つを消費すれば強引に内部へ割り込む事はできる。

　躊ちゆう躇ちよなしだった。

　レプリグラス製ブラッドサインを肩で担かついだ少年は依より代しろを伴い、そのまま神しん格かく級きゆうが支配するフィールドへ踏み込んだのだ。

　その明確な殺気に、辺りで騒ぐセミの大だい音おん声じようすら遠ざかるようであった。

　禁制品の象牙を削り出し、鼈べつ甲こうで飾り立てたブラッドサインを握る『モンスターフリーク』が無理矢理にでもがなり立てる。

「轢ひき潰つぶされてえのか!!」

「吼ほえてろ、ルーキー」

　余計な言葉の応酬により、一〇秒程度時間を稼げれば十分だった。

『白しろ棘とげ』が一つ、補充される。

　ドッ!!　と、解き放たれたブラッドサインの先端が改めて白い光の球である『白しろ棘とげ』を打ち、空中に浮かんでいた赤い光の『花弁』と接触。互いを弾はじき飛とばし、複数の『花弁』が空間上に直接空いたスポットへ落ちていく。

　精神を戒めるための拘束具の代わりなのだろう。

　無造作に巫み女こ装しよう束ぞくの懐ふところへ手をやり、真っ白なサラシで胸元をぎゅっと締め付けていた銀髪の巫み女こが大声を張り上げながら、『始祖シリーズ』のカラフルな粘液へと変じていく。

「はーっはっはあ!!　人類最古の浄じよう瑠る璃り方ほう式しき、その切れ味を見せてくれるわ!!」

　無論、『モンスターフリーク』側にいちいち待つ理由はない。

　黒ジャケットの男が指を弾くと、ずんっ!!　と巨竜が一歩前へ踏み出した。それだけで人工霊場に囲まれたスペース全体が圧迫されていく。何しろ『規き定てい級きゆう』と『神しん格かく級きゆう』、まさに歴然の差である。一発前脚の爪で引ひっ搔かいただけで即死させられる。

　いいや、そのはずだった。

　がんっ！　かん、カン……と。

　城しろ山やま恭きよう介すけの足元で金属音が続く。すでに励起手榴弾を投げ放った後なのに、金属音が途切れない？　疑問に思った黒ジャケットの男が何かに気づき、そして叫ぶ。

「警戒だスモモ!!　ヤツめ揺さぶりをかけるつもりか……ッ!?」

　直後に何かが起きた。

　立て続けの破裂音。だが閃せん光こうも爆風も発生しない。使っているのはあくまでも励起手榴弾インセンスグレネードなのだ。すでに召喚儀礼としての戦闘を始めている状態では何の意味もない行為であった。

　しかし、だ。

　何も起きない訳ではない。何も撒まき散ちらされない訳ではない。

　本来の戦闘なら絶対にありえない現象が実際に起きてしまったら、どうするか。

　おあつらえ向きに、被召物マテリアルより前へ出た城しろ山やま恭きよう介すけは、自分を守る防護円を巧みに使ってコスト１の被召物マテリアルの盾となっていた。

　核たる依より代しろはともかく、呼び出されたガワの『神しん格かく級きゆう』はとっさに考える。




　ありえない現象は、怖いと。




　それは、将棋やチェスのＡＩ対局において稀まれに発生する、人間側のありえない動きに対応しきれずハングアップしてしまう状況に近かったのかもしれない。

　ゴォアッ!!　と『モンスターフリーク』側の巨竜が吼ほえた。

　それは脅おびえによる威嚇だ。

　実際には恭きよう介すけ達たちは『規き定てい級きゆう』コスト１、最弱の中の最弱たる『始祖シリーズ』であるにも拘かかわらず、だ。

　そもそもシンセアリアやオリヴィアのような特例中の特例でない限り、基本的に依より代しろは被召物マテリアルを完全にコントロール下には置けない。闘争本能の塊に介入し、暴れ回るカーソルを合わせて攻撃する方向を調整するので精一杯だ。

　元となるドラゴン自体がイレギュラーな恐きよう慌こう状じよう態たいに陥ってしまえばどうなるか。

　なだめる方法などないのだ。

「チィッ!!　スモモ、ニーズヘッグの制御を取り戻……!!」

「遅い」

　冷徹な言葉が割り込んだ。

　冗談のようだった。

　すでに無数の『花弁』を獲得した恭きよう介すけ側がわの被召物マテリアルは、最弱の冠を放り捨てていた。

　そこにあるのは、まるで鏡の部屋で乱反射する赤いレーザービームの群れ。

「即座に別の『神しん格かく級きゆう』を召喚してリセットをかければ、まだしも活路はあった訳だが」

　なまじ、『神しん格かく級きゆう』という圧倒的な戦力が、手放す事を恐れさせてしまったのだ。

　混乱が与えた時間は三〇秒。

　たったそれだけで、追い着く。城しろ山やま恭きよう介すけが、具体的な脅威として成長する。

　黒ジャケットの男が何かを考えた時にはもう遅かった。




　それは八つの首を持つ巨大な蛇。

『神しん格かく級きゆう』音域中音コスト14、神剣を内包せしｙから始まる倭わ国こくの竜。




　三みつ巴どもえの音域でも、コストでも上。

「う」

　どうにもならない。

　慌てて象牙や鼈べつ甲こうのブラッドサインを構え直そうとする『モンスターフリーク』だったが、

「うおォォああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　構わず。

　真上からだった。

　叩たたき潰つぶすような一撃と共に北欧の竜がひしゃげ、呆あつ気けなく霧散する。『己の信じ奉じてきた神を目の前で惨ざん殺さつされる衝撃』に心臓を打たれた召喚師と依より代しろがその場で壊れた人形のように全身を投げ出していった。

《同じどらごん系で意趣返し、か。しかしまぁーた派手にやったのう！　励起手榴弾インセンスグレネードは基本的に温存とゆーのが戦場のせおりーだと思っておったんじゃが》

「アウェイの遠征ならね。ここはホームなんだから多少は蓄えもある訳だが」

《してどうする？　せっかくの『神しん格かく級きゆう』じゃ、『ちぇいん』対応時間は九〇秒しかないぞそわそわ！》

「……おねだりするなよはしたない。まるで戦う事に餓うえた戦闘狂だね」

　呆あきれたように少年は言っているが、それとは別に体は正確に動いている。冥めい乃の河かわ葵あおいの言う通り、猶予は全体で九〇秒しかないのだ。この時、すでに城しろ山やま恭きよう介すけはブラッドサインを利用した棒高跳びの要領で手近な欄干から隣を走る別の巨大陸橋へと飛び移っていた。

　暴走状態にある───皆が思い描くトイドリーム35の日常風景を壊していく───『イリーガル』系の召喚師は何も一組だけではない。

『イリーガル』アワード９００、『クリエイションデッド』。

『イリーガル』アワード８８７、『殺人アクロバット』。

『イリーガル』アワード９１０、『破戒僧』。

《……こうまで見事にえりーと揃ぞろいじゃと、えろちゃいなに怒られそうじゃの》

「後で謝る」

　飛び降り、新たな足場へ靴底を押し付けた段階で、人工霊場が歴戦の猛も者さ達たちを取り込んだ。一対三。『神しん格かく級きゆう』の優位も絶対でない事は、先ほど恭きよう介すけ自身が実演した。

　しかし構わない。

　万に一つ。

　まさしく万難を排する。無駄な努力であろうとも、それでも少年の事を思い出そうとしてくれた学校の皆を巻き込む訳にはいかない。

　仮の宿ではない。

　ここは、死守すべき一線だ。

　レプリグラス製のブラッドサインを肩に担かつぎ、空いた手の指を手前に引いて、そして城しろ山やま恭きよう介すけは宣告した。

「全員まとめて相手してやろうではないか。その異名に見合う腕があるならかかってこい」

　爆はぜるようだった。

　三者三様、『白き女王』と『色彩なき童女』の圧に潰された暴走召喚師どもが一斉に動き出した。

　狂乱の中で放たれる言葉は一つ。

「「「女王を引きずり下ろせ!!」」」

「薄っぺらだね」

　しかし一蹴、

「そいつは僕の役目だよ」
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『わひゃー……』

　少し離れた場所では、ホワイトライガーの背中に乗っけた三頭身の愛あい歌かちゃん人形からおかしな音声がだだ漏れになっていた。

　隣に立つ改造チャイナドレスの美女・緑リユウ娘ニヤン藍ランが呆あきれたような声を出す。

「人工霊場の中の出来事なんて、カメラ越しじゃ捉えられないでしょ」

『見えなくても、分かるのです』

　まるで夢見るような声だった。

『ああ、お兄ちゃんが帰ってきたんだなって』

「……まあね」

　当然のように、であった。

　何かを背負った時の少年には、何者にも負けない力が宿るのだ。

　敵は８００番台後半から９００番台前半まで。三人同時に相手取っての猛攻。恭きよう介すけは決して自分の立ち位置、『神しん格かく級きゆう』の被召物マテリアルに優越感を挟む事なく、時にわざと足場を崩して仕切り直し、時に自らを守る防護円すら盾に使って、徹底的に暴走した召喚師を叩たたいて叩たたいて叩たたきまくる。

　現在進行形でフルボッコされているのは、本来ならいずれも『イリーガル』秘蔵の戦力だ。改造チャイナドレスの美女としては洒しや落れでは済まない戦力低下なのだが、状況に反して緑リユウ娘ニヤン藍ランは小さく笑っていた。

　言えるものか。

　ずっとずっと『白き女王』の恐怖に脅おびえ、失う事を恐れて常に周りから一線を引くように生きてきた少年が、歯を剝むき出だしにしてでも喰くらいついていた。自分の暮らす街を守るため、そう言えるようになった誰か。あんなにも一いち途ずに戦う召喚師を前にして、やめろなどと言えるものか。

「……おかえりなさい、恭きよう介すけちゃん」

　しかし直後に、ホワイトライガーと共にぐるりと背後を振り返る。

　今度は召喚師や依より代しろではない。真っ白な装甲に全身を覆われたレプリグラス操兵だ。アングラな『イリーガル』側ではあまり普及のしていない最新装備である。二〇、三〇、四〇、まだまだ増える。

　ストレートに考えるなら、

「『ガバメント』も、かしら？」

『……なのです……』

　何しろ世界規模の混乱だ。新手などいくらでも現れる。

『白き女王』と『色彩なき童女』。

　その軋あつ轢れきが、『人類最後の日』のような形のない狂騒、得体のしれない電波にも似た狂乱を生み出していく。個人の善悪など簡単に押し流し、何かの流は行やりのように破壊が撒まき散ちらされていく。

　誰もが狂って、壊れて、暴走していく世界。

　それでも緑リユウ娘ニヤン藍ランやホワイトライガーもまた、戦う事をやめない。

　女王を引きずり下ろせ。

　そんなの知った事か。心当たりがあるのは、守りたい世界がある事だけだ。
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　あるいは。

　それは、一つの呼応だったのかもしれない。

　現世か異界のどちらかで、ぽつりと呟つぶやくような声があった。




《……にーさま……》
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　がんっ、という鈍い音が一つ。

　最後の一人、『イリーガル』アワード９１０、『破戒僧』が崩れ落ちた音だった。

「ま、ひとまずこんなものか」

「だのうー」

　被召物マテリアルから元の銀ぎん髪ぱつ巫み女こに戻った葵あおいの間延びした声があった。彼女はセミの鳴き声に体を叩たたかれながらほっそりした手で目元にひさしを作っている。大きく開かれた青空と太陽を見上げながら、

「ひゃー、元に戻ると途端にどばっと汗が噴き出すのう。それに少々サラシを絞り過ぎた。うう、胸元が苦しい……」

「うん？　そう言えば、サラシって？？？」

「依より代しろとしての拘束具じゃよ。そもそも露出狂じゃないのじゃ、豊乳揺らして表を歩けるか。ババアだって胸元くらい気にするわい」

　葵あおいを解除してしまっても問題ない。『チェイン』を維持しようにも、辺りは死し屍し累るい々るい。もはやまともに戦える『敵』が残っていなかった。何やら白いサラシと格闘している葵あおいの声を聞きながら恭きよう介すけが周囲をぐるりと見回してみれば、

「やほー、そっちも一段落？」

「リューさん」

『……私もいるのです……』

　恭きよう介すけや葵あおいが特殊な召喚師と連戦を繰り広げている間、緑リユウ娘ニヤン藍ランや愛あい歌かはそれ以外の一般戦力を押さえ込んでくれていたのだろう。どちらが大変かは一概に言えない。防護円なし、一発もらえばそれまでの銃撃戦だって十分以上に脅威なのだ。城しろ山やま恭きよう介すけは、特別な力を振りかざしていてもその事実を忘れない。

「あの、何でさっきからホワイトライガーに白猫がすり寄ってる訳？　何やら捕まえたセミをぐりぐり押し付けてるけど」

『……プレゼント作戦とは愛ういヤツめ。そいつはライガーの子分になったのです。私はこうして今、まさにリアルハーレムの誕生に立ち会っている訳なのですよ……』

「？」

　クラブレジスタンスの件は片付いた。

　高校にも傷一つ許さない。

　だが根本的に世界の混乱は収まらない。『白き女王』と『色彩なき童女』の軋あつ轢れき。そこから生み出される膨大な圧。女王を引きずり下ろせ。いつどこで誰が『負けて』暴徒と化すかは分かったものではない。そこにプロアマの線引きなど存在しないのだ。

　今回は外からの敵を叩たたくだけだった。

　でも、もしも図書委員ちゃんや簾れん堂どう明あき也や達たち、内側から暴徒が現れたら？

「……何とかしないと」

　城しろ山やま恭きよう介すけはそう呟つぶやいていた。

　その上で、今は時代の転換期。『白き女王』と『色彩なき童女』、彼がどちらに肩入れするかは明白だ。

「徹底的に『白き女王』を叩たたいて潰して、完全にレールを切り替える。世界全体を、サードからフォースへ更新させる。そこで固定する。もうこれ以上好き勝手やらせるものか。あいつの意思が関係しているかどうかなんてもはやどうでも良いい訳だが。『繭』を止めて、連動している『色彩なき童女』の暴走を止める。それが最優先で、そのために必要な事は全部試す」

「やるがの」

　微妙に緑リユウ娘ニヤン藍ランやホワイトライガーから視線を受けている葵あおいは呆あきれたように息を吐いた。どうやら胸元のサラシを多少なりとも緩める事に成功したらしい。

「正直、今の小僧は安定しておるんだか暴走しておるんだかいまいち評価に困る。危なっかしくて見ておれん。こういう時は、学校の様子でも見てくるように促すのが一番の薬だとは思うんじゃがの」

　城しろ山やま恭きよう介すけはわずかに目を細めた。

　しかし彼は振り返らない。ブラッドサインを肩で担かつぎ、柔らかい光から背を向けたままきっぱりと答える。

「まだだ」

「何な故ぜ？」

「ここで安心したら何かがドッと押し寄せる。優しさにだって致死量があるんだ。まだ総崩れになる訳にはいかない」

「……やっぱり根っこに修羅が残ってやがった。あーもう!!　分かった、お主は徹底的にわしが面倒見てやるから覚悟しろ。ここまで来て道を踏み外すなんぞ絶対許さんぞ!!」

　と、そこでホワイトライガーの上に乗っかっている三頭身のぬいぐるみが声をかけてきた。

『……しかしこれから具体的にどうするのです……？』

「当面は『白き女王』を追い駆けるしかないかな」

「追い駆けるって、どうやって？　現世と異界、どっちにいるかも分からないのに」

　眉をひそめる緑リユウ娘ニヤン藍ランに、恭きよう介すけはそっと息を吐いた。

　そして言った。

「自分の胸に聞けば分かる。僕と女王はそういう風にできているのさ」
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　真夏の強烈な陽ひ射ざしに入道雲。

　その学校の屋上には、円筒形の貯水タンクがあった。

　そのまたてっぺんに、普段はあまり目立たない大人しい少女が腰掛けていた。

「ふんふーん、ふーふふーん☆」

　海うみ恵え祥しよう子こ。

　歴史が何か一つ変わっていれば、『雨中の少女』という怪談の中で語られていた誰か。しかし今は、小柄だが女性らしく、女子高生まで元気に成長していた。

「うおおおーい、お姉ちゃーん」

「？」

　学校指定の水着を着た少女が下から呼ぶ声に視線を振ってみれば、いかにもおっかなびっくりといった調子で錆さびたハシゴを上ってくる手があった。一本三つ編みにメガネの女の子。いかにも図書委員です感全開の彼女は海うみ恵え祥しよう子この妹だ。

　が、今日は夏休み。ものはためしで（水着のまま）貯水タンクに登ってみた祥しよう子こと同じく、妹の方も少々ハメを外しているようだ。

「あらあら。涼りよう子こちゃん、そんな格好で校舎の中を歩き回ったの？　水着、そっちはずぶ濡ぬれだからあっちもこっちもびちょびちょなんじゃない？　やーい妖怪びちょむすめー」

「なんか騒ぎがあったとかでイベント中止！　ほらほら帰るよお姉ちゃん、あたしはこれでも監視員のバイトなんだから、取りこぼしがあると大迷惑なのっ」

「あらそう、残念。でももう大丈夫だとお姉ちゃん思うけどなあ？」

「てか、わざわざこんな高いトコ登って何見てたの？　野鳥研究会の双眼鏡まで引っ張り出してきちゃってさ」

「ふんふふーん。本当は、誰だって、こうしたかったに決まっているだろう」

　妹からの質問に、（妹より背が低いのにグラマラスな）姉はゴキゲンで口ずさんだ。

「つまりなに？」

「世界中の悲劇と戦う、私のナイト様を、です☆」

「？？？」
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　その夜の事だった。

　Ｆ国君主シンセアリア＝ハイランドを乗せた専用機はトイドリーム35、Ａ区画にある国際空港への着陸準備を進めていた。

　クルーザーを根城にしている城しろ山やま恭きよう介すけが活動拠点としているホームグラウンドではあるが、今回は彼に会いに来た訳ではない。出処は音楽アプリかネット動画だろうか、彼女は滞在国の流行歌を早くも吸収し始めているらしい。鼻歌混じりでちょっとした作業を続けている。

「ふんふーん、ふーふふーん☆」

「お母さん何してるの？」

　広々とした座席の隣にまで迫ってくる金髪二本三つ編みにスクール水着や飾り襟のオリヴィアだが、流石さすがに膝の上までは乗ってこない。母親としては若干の寂しさを覚えつつも、青いドレスのシンセアリアは万年筆で書き込みを加えていた手帳を娘の方へと差し出した。

「じゃじゃーん、この母が調べました。恭きよう介すけ様さまの女の子遍歴。これまでウサギさんとして助けてきた依より代しろ達たちをまとめてみましたー☆」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「大前提として、『繭』の脅威にさらされたＦ国は何としても救わねばなりません。卑ひ怯きようだろうが姑こ息そくだろうが、知った話ではありません。そのために最も近道と思われるのが、恭きよう介すけ様さまをこちらの戦力へ組み込む事！　よってわらわ達の仕事は恭きよう介すけ様さまの全力サポート、優れた弁護士やトレーナーは顧客の内面にまで踏み込み、不利になる情報でもしっかりと受け止めた上で助言を与えるのです。……思わず口が小さな三角形になるくらいにはジェラっているみたいだけど、ヴィアちゃん金字塔としててっぺんに君臨していますよ？」

「でもって何でお母さんが『女の子』としてリストに登録されてる訳？」

「やだ。あの内戦で私、ヴィアちゃんと同じく助けられてしまったので☆」

「私って言った！　『女の顔』で今言った!?」

　ほとんど涙目の叫びがあったが、さておいて。

　これもまた、城しろ山やま恭きよう介すけという人物像のルーツを紐ひも解とく上で必要になるかもしれないリストだった。本人に聞いてもはぐらされる、あるいは本人さえ自覚のない『何か』でも、隣に寄り添ってきた依より代しろ達たちなら話は変わってくる可能性がある。

　ふわふわ金髪のシンセアリア自身も優れた依より代しろだ。

　この辺りの推測は理屈よりも経験則がものを言う。

「……それにしても、こうして見るとやはり何だかんだ言っても日本国内に集中している傾向が高いようですね」

「愛に国境は関係ないのだ!!」

「ええもちろん。恭きよう介すけ様さまを婿入りさせてしまえば王室的にはノープロブレムです。くふふたまに暇を持て余した母がちょっかい出すかもしれんがな」

　脇で騎士のレイチェルがわなわなしているが面白いので放っておくシンセアリア。

　しかし、だ。日本。恭きよう介すけが重点的に活動しているという事は、『白き女王』もまた頻繁に目撃されているはずだ。立地的にはどんな特徴があっただろう。テクノロジーの列強、何でも吸収する宗教観、極東アジアにありながらアメリカの影響で西寄り資本主義の思考が目立つ国民性、『女王の箱庭』の存在も忘れてはならない。

　それからもう一点。

（……ノストラダムスゆかりの地でもないのに、やたらと一九九九年七月の予言に振り回された狂騒状態を経験した国でしたか）

　青いドレスのシンセアリアがそんな風に思った直後だった。

　がくんっ!!　と専用機が大きく揺さぶられた。乱気流の中ならさして珍しいものでもないが、何しろ今は着陸動作の真っ最中。こんな滑走路ギリギリで挙動を乱せば墜落からの爆発炎上の可能性すらゼロとは言えなくなる。

　この激しい揺れの中でも直立状態で微動だにしないレイチェルが、耳にはめた小型無線に向けて大声で詰きつ問もんする。

「何事だ!?」

『暴徒のようです！　一部が空港警備員の制止を振り切って滑走路へ入ってきました!!』

　予定のコースを外れてとっさに回避したのはそういう事情か。

　しかし高度を下げ過ぎたせいで、今から急上昇させる訳にもいかない。下手をすると機首を上げたタイミングで専用機の尻を擦ってしまう。巨大なタイヤが暴徒達のギリギリ横を突き抜け、滑走路の直線ラインから外れる格好で無理矢理に着陸していく。空港管制側からの悲鳴のような声と共に、給油車の横を突っ切り、別の滑走路を移動中だった一般旅客機の鼻先を掠かすめていく。それでも勢いは止まらない。元々トイドリーム35は海上にビルを乱立させ、無数の巨大陸橋で繫つないだ半空中海上都市だ。国際空港についても正方形の人工大地を一〇〇本以上の柱で支えている構造になっているため、余裕はあまりない。オーバーランした場合はそのまま海に真っ逆さまもありえる。まさに間一髪だった。なけなしの安全網をいくつも突き破り、正方形の縁に近い部分で大型専用機が無事に停止する。

　アワード１００以下に抑えたパイロットからの言葉が続く。

『重ね重ね申し訳ありません。Ｆ国王家の皆々様には……』

「略式でよい、君主には警護責任者たるこちらで頭を下げよう。状況は？」

『センサー系を見る限り、異常発熱や発火の危険はありません。ただギリギリまで縁に近づいているので、機を降りる際は後部の出入口からお願いします。辺りに安全網の残骸が散らばっているのでタラップ車を呼ぶには時間がかかるでしょう。脱出スロープの使用を提案いたします』

「まあ嬉うれしい。私、一度で良いいから使ってみたかったんですよね、あの滑り台」

「我が君主」

　メガネのカタブツ騎士が呆あきれたように息を吐いて、

「栄はえある王室の皆様が非常手段を使ったとなれば、国際空港側の落ち度として現地責任者の進退問題に発展しかねません。申し訳ありませんが、ここは下々の顔を立てるおつもりでタラップ車をお待ちいただけますと……」

「うーん、表の歴史から消えたわらわ達Ｆ国の話なら、あまり大きな『炎上』にはならないと思いますけど」

　長い耳のシンセアリアは自分の細い顎に人差し指を当てて、

「それからレイチェルちゃん、そんな事を言っている場合ではないかもしれませんよ？　騎士団を総括する君主としてわらわが命じます、戦闘準備」

「っ？」

「例の暴徒達がこちらへ押し寄せてくるようです。窓から見る限り空港警備員の制止を振り切ったのは五〇人から一〇〇人程度。しかし振り回されているのはあくまで一般人です。よって召喚儀礼の使用は禁止、バトルフックだけでいけますか？」

「ご命令とあらば」

　即答だった。銀の鎧よろいやタイトスカートのレイチェルが明確に戦闘職の顔になる。彼女は指を鳴らして同じ機の中にいた護衛達を呼び集め、具体的な布陣の話に移っていく。

「確認します。空港職員一同のクビを気にするのでしたら、万に一つもここでわらわが倒れる訳にはいきません。ただしヴィアちゃんがやられた場合は母と私とわらわが全部暴走します」

「どこだろうが同じです。我々騎士団は誉れ高き王室の皆様に傷一つ許しません」

「ならばよし、良く言ったレイチェルちゃん」

　Ｆ国騎士団は陰に隠れてこそこそ動いたりしない。自家生産の興奮状態に振り回されている暴徒達が近づいてくる中、むしろ真正面から迎え撃つように専用機のドアを開け放っていく。

「ヴィアちゃん、ちょっと失礼」

「わひゃっ」

　Ｆ国王家、来訪。

　高さは二、三階分ほどだったが、即席の滑り台など不要だった。まるで羽毛か何かのように、幼い娘を抱えたまま、ふわりとシンセアリアはアスファルトの滑走路へ足を着ける。

「ひゃー。こちらの夏はやっぱり蒸しますねえ」

「だからこんなに水着が発達したんだよ。誰でも海に行けるなんて羨ましい」

　周囲を歴戦の騎士達に囲まれ、いっそ威風堂々といった感で空港滑走路へ足をつけるドレス姿の君主は、目先の暴徒達よりも別のものを見据えていた。

　そっと息を吐いて、そして心の中だけで呟つぶやく。

（……それにしても、意外でしたね。トイドリーム35。せいぜい恭きよう介すけ様さまの仮の宿くらいのものかと思ったら、存外ルーツに近い場所だったなんて）

　Ｆ国内戦時、城しろ山やま恭きよう介すけから断片的な話を耳にした事はある。

　母親と『妹』について思い出せない。

『白き女王』が世界の情報を削り取った……とはまた大仰な話だが、それでも意図した隠蔽でなかった分だけマシだったのかもしれない。片隅に引っかかるようにして、いくらかヒントが残っていたのだ。

　暴徒達はまだ少し離れた場所にいた。

　しかしその中の何人かがぐるぐると頭の上で何かを回していた。タオルやベルトのようなものだが、扱い方は違うだろう。元々励起手榴弾インセンスグレネードを取り扱う関係で『そういうの』を見る機会は多いし、何よりシンセアリアはこう見えて過酷な内戦経験者でもある。包んでいるのはレンガか、火炎瓶か。遠心力を利用して何を投げつけてくるつもりかは知らないが、向こうの戦意は確認した。

　自分の、というより娘の身を守る意味で、瞳を伏せてシンセアリアは号令を出した。




「制圧開始」




　まさしく一瞬だった。

　暴風が吹き荒れるように、銀ぎんの鎧よろいに身を包んだ猟犬達が解き放たれた。
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　と、同じトイドリーム35、Ａ区画国際空港。Ｆ国王室専用機と鼻先を掠かすめるようにニアミスした一般旅客機の話だった。




《ヤバいヤバい。意外なトコとぶつかりそうじゃないですか》




　ビジネスクラスの座席へ必要以上に身を沈め、窓越しにこちらを覗のぞかれないようにしながら呟つぶやいているのはポニテ研究者信楽しがら真ま沙さ美みであった。彼女がここにいるという事は、忘れてはならない重要人物があと二人ほど同乗している事も意味する。

「うっぷ、何で信楽しがらこんなに酒臭いんです……？」

「機内サービスで飲み放題なのが敗因でございます。浜はま崎ざきの一二年に白はく図ずの一八年、失われたジャパンウィスキーが何な故ぜこんな所に……。そうか機内持ち込み不可のフラストレーションをこうして解消していたんですのね」

　ビヨンデッタ＝シロヤマ。

　そして『白き女王』。

　空港滑走路に雪な崩だれ込こんできた暴徒達はあくまでも一般人だが、何の意味もなく現れるとは思えない。召喚儀礼の世界を知らなくても、『白き女王』と『色彩なき童女』の軋轢プレツシヤーで無自覚に押し潰されている。多くの暴徒がここへ押し寄せたのは、彼らなりの稚拙な第六感で接近に気づいたからかもしれない。

『繭』に呼応して力を溜ためる『色彩なき童女』が決壊すれば、それこそ世界の終末がやってくるのだ。感受性の高い人間が先行して破綻したとしても何ら不思議ではない。

「……女王を引きずり下ろせ、でございますか」

　窓の外を眺めながら、丈の短いカジュアルワンピースの裾から飛び出した太ふと股ももを擦り合わせ、ぽつりと銀髪ツインテールの少女が呟つぶやいていた。

　そう、圧力から逃れるためなりふり構わず問題の早期決着を望んでいるのなら、彼ら一般の暴徒が───二つの極大存在を並べて見た場合、まだしも弱っている方の───『白き女王』へ殺到しようとしている事にも納得の理由をつけられるのだ。まるで、少しでも弱いところから破裂するガス管のように。無論これは、自覚なき故の無謀な行動としてだが。

　恐竜は弱っていても恐竜だ。

　大地に臥ふせた巨体を見てチャンスなどと思った愚か者がどうなるかなど自明の理である。

　こんな時まで胸元強調のウェイトレス服を纏まとうビヨンデッタは困ったように眉を寄せて、

「ぶっちゃけ暴徒も騎士団もどんと来いではありますが、あの辺叩たたくと芋づる式に恭きよう介すけちゃんに感知されそうなんですよね。ここはトイドリーム35、すでにヤツのホームではありますし」

《今このタイミングで恭きよう介すけ君くんとかち合うのはよろしくないですね。しかも、かつてその手で守った依代達を攻撃するとか。またもや『白き女王』の変な悪趣味でも炸さく裂れつしたのかと思いっきり誤解を受けてしまいそうです》

　くつくつと笑う信楽しがら真ま沙さ美みだったが、傍で耳にしていた『白き女王』の表に出た細い肩がぴくんと震えた。恭きよう介すけ以外の言葉で負の感情を揺さぶられるなど───つまり傷ついた素振りを見せるなど───珍しい、とビヨンデッタは率直に思う。この女王の場合、本当に異常気象の一言で辺り一面に槍やりの雨でも降らせかねないのがややおっかないが。

《どうします？》

「穏便に抜け出しましょう」

　この辺りが、清廉潔白なＦ国騎士団とは考え方の違うところだ。ビヨンデッタは『悪魔』、望みを叶かなえるためならばブラフ小細工回り道何でもござれである。

　幸い、機内のアナウンスを聞く限り三〇〇人近い乗客をこのまま抱え込むのではなく速やかに滑走路へ降ろす方向で話がまとまっているようだ。暴徒達のいる外へ？　と疑問に思うかもしれないが、まず第一に軽量化を要求される飛行機はその巨体のイメージに反して外壁はさほど頑丈でもない。大型旅客機となるとエンジンは剝むき出だしだし、燃料タンクは薄っぺらな主翼に位置する。いったん暴徒達に取り囲まれて身動きが取れなくなれば最悪の事態に発展すると恐れたのだろう。爆発炎上もありえる、と。

「こちらです」

　しかしミニスカートから伸びた尻尾を揺らして二人を先導するビヨンデッタは乗客達の流れに従ってビニール風船で作った滑り台のような脱出スロープへ向かうのではなく、どさくさに紛れて立入禁止の貨物室の方へ潜り込んでいた。理由の一つ目は単純に（実銃としても使えるのに見過ごしてしまうとは不用心な！）銀のブラッドサインやペット貨物枠だった動物型の依より代しろを回収しておくため。二つ目は、

「あったかなー、っと。おっと発見。車輪格納用スペース！」

　ハリウッドあるあるとして散々議論されてきた『ここから機内を出入りできる』『いやこんなトコから入ったら歯車に巻き込まれて死ぬ』『いいややっぱり入れる』『んだとコラ！』『やんのか、あ!?』のアレである。今は車輪を出して空港に停とまっている状態なので、自然と格納用の扉も開いている状態だった。ビヨンデッタ、信楽しがら真ま沙さ美み、そして『白き女王』の三人は太いシャフトを伝って一般乗客とは別枠で滑走路へ降りていく。

《女王気をつけて》

「？　むしろこのわたくしに傷をつけられる存在など……」

《そうではなく、カジュアルワンピの裾、足の付け根！》

　じわじわじーじーというセミの鳴き声が響いてきた。ことここに限って、夏の風物詩なんて和んでいる場合ではない。空港だとエンジンへの異物混入のリスクに直結しかねないのだ。

　そして、わざわざいったん遠ざかったのはもちろん、

「……恐怖や混乱って伝でん播ぱするんですよね。今までは旅客機の壁で仕切られてあっちとこっちに切り分けられていた乗客の意識が、おんなじ場所に立って空気を共有するとあてられて暴徒に化けちゃう事もありますし」

《説明ご苦労。でももうちょい周囲に注意を払って欲しかったかなー？》

「いますわね」

　白いカジュアルワンピースに生脚の『白き女王』の方がまともな事を言った直後だった。




　のそり、と。




　影があった。一つではなかった。大型旅客機を支えるために用意されている、人の背丈よりも大きなタイヤ。その一つ一つの裏から何かをめくるように人影が次々と湧いて出てくる。

　各おの々おのが二人一組。

　しかもその片方は必ず一五〇から二〇〇センチほどの細長い棒を手にしている。

　スーツの上から白衣を羽織る信楽しがら真ま沙さ美みはゆっくりと息を吐いて、

《どう思います？》

「どれか一組以外はみんなブラフ。おそらく適当に小金を摑つかませて調達したエキストラでしょう。ま、モルモットはいつだって危険性を理解しないまま実験に組み込まれていくものです」

　一定以上のアワードを稼いだ召喚師や依より代しろは視界から外れると一般人の記憶や認識から消えてしまうが、逆に言えばずっと視界の中にいればコンタクトを持続できる。そして実際にいざ戦闘が始まり文字通り瞬殺されるまで、自分がどんな世界に立たされているか理解できない。ビヨンデッタ自身、『少女使いガールズバツクドア』というガジェットで恭きよう介すけを攪かく乱らんした事がある。

　一斉に行動するため、誰が本物の召喚師か分からない。

　そういう驚かし方で来る以上、相手は初手から勝負を決めにかかる、速攻型の召喚師だろう。一番格下の規き定てい級きゆう同どう士しの殴り合いだろうが、決着がつけばそれまでなのだ。そしてこの手の仕掛けは長期戦には不向きである。

　ビヨンデッタはウェイトレス服のミニスカートを揺らし、貨物スペースから確保しておいた二つ折りのブラッドサインを広げながら、

「トイドリーム35だと『イリーガル』辺りに詳しそうなのがいましたっけね。同アワード８９１、『人形[image: †]劇場型犯罪[image: †]装置』」

　女王を引きずり下ろせ。

　こちらはこちらで、ブラッドサイン式の理屈を分かった上で自分を抑えられずプレッシャーに潰された召喚師や依より代しろか。

　目に見えない圧にやられて暴走する召喚師は、あたかも自前の脳を宇宙からの電波に操られると主張する狂人にも似ていた。

『白き女王』は自分のこめかみを人差し指でぐりぐりしながら、

「……それにしても、糸を握る人形師までパニック状態とは。これでは何も危険を伝えられず金で釣られた皆様が哀れで仕方ありませんわね」

「女王、アンタと信奉者が撒まき散ちらす事件は大体いっつもそんな感じだぜ？」

　誰も彼もが全く同じ動作で丸い球体のようなものを握り込んだ。言うまでもなく励起手榴弾インセンスグレネード。それを見たビヨンデッタが舌打ちし、『白き女王』がわずかに眉をひそめた。ここでやり合うのは構わないが、派手に人工霊場を展開して被召物マテリアルを呼び出すと表の滑走路で戦っているＦ国騎士団の注目を集めてしまう。そうなれば後はなし崩しだ。

『白き女王』、ため息を一つ。

　思った以上に短いカジュアルワンピースの裾を片手で下へ引っ張りつつ、だ。

　みぢり、と。筋肉の束が増えた訳でもあるまいに、細身の体が明確に一段膨らんだかと錯覚させるように圧が増した。臥ふせても女王。というか、それだけ加減をしている余裕がない。その簡潔な事実を示すべきか、否いなか。小首を傾かしげ、わずかに悩む『白き女王』の顔の前に、シュシュで髪をまとめた信楽しがら真ま沙さ美みが横から手をかざして制止を促した。

《大丈夫、ですっ》

　にっこりと笑顔。

　その直後だった。




　ズッッッパァァァァン!!!!!!　と。




　何か。

　とてつもない轟ごう音おんが炸さく裂れつしたかと思ったら、有象無象の人の海の中から、たった一人だけが真後ろへと吹っ飛んでいった。

　ビヨンデッタの銃弾、ではない。

　長い黒髪をポニーテールにした白衣の研究者が親指で『何か』を弾いた直後、銃撃と見み紛まがう勢いで解き放たれたその『何か』が正確に標的の額を叩たたいて脳のう震しん盪とうを誘ったのだ。危険性の認識が追い着いたのか、わっ！　と今さらのようにエキストラ達が散り散りに逃げていく。どうやら『正解』だったようだが、搦からめ手てを得意とするビヨンデッタからしてどうやって本物の召喚師を見抜いたのかは全く理解できなかった。

　滑走路に転がっているものを見て、ようやく事態の尻尾を摑つかむくらいが関の山。

　ひまわりの種、であった。

　もはやブラッドサイン式召喚儀礼ですらない。しかし一方で、厄介な被召物マテリアルを呼ばれる前に片づけるという発想自体は恭きよう介すけやビヨンデッタの母体・原形とでも言えるのか。

《……『イリーガル』のアワード８９１。まあ、この平和な時代に頑張って稼いでいる方ではあると思いますけど》

　白衣の首の後ろから這はい出でてきたリスに似た小動物へ小瓶から取り出した餌を与えながら、信楽しがら真ま沙さ美みは片目を瞑つむってこう言い放ったものだった。

《失礼、こちらは『フリーダム』のアワード３０００ですので。私と召喚儀礼でやり合いたいなら、せめてケタ数くらいは揃そろえてきやがれですっ☆》
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　東欧Ｆ国、国境線。

　めぎめぎめぎめぎめぎめぎめぎ、という分厚いものを折り曲げるような、不気味な音が延々と続いていた。もしも大陸のプレートが歪ゆがんでいく有り様を直接目にする事があったのなら、こんな響きに全身を叩たたかれただろうか。

「すごいわねえ、改めて実物見ると……」

『繭』の現場の周囲をゆっくりと旋回する輸送用大型ヘリの中で、白衣にメガネの研究者がそんな風に呟つぶやいていた。

　マリア＝ハートオーシャン。

　一応の所属は『ガバメント』の召喚師だが、どちらかというと『匣はこ』など大規模な設備開発の方を得意としていた。当然ながら、ここに呼ばれた理由は一つである。

「今は……ざっと直径七キロってところかしら」

　もはや『繭』の直上にまでは飛べない。

　七キロ。輸送用ヘリの高度限界を超えつつある。

　元々東欧Ｆ国は四方を山で囲まれた天然の要塞に守られていた。こうして上から観察してみれば、巨大なクレーターの中に中世ヨーロッパの街並みが敷き詰められているかのようだ。しかしその一角が、例の『繭』によってじんわりと押し潰されつつある。このままではいずれクレーター全体が消滅してしまうだろうし、

（……そもそもそれまで待ってもくれない、か）

『繭』が『白き女王』の戦装束としても、どこかに限界は必ず存在する。今、安定しているように見えるのは、戦装束の極めて高い防御力によって、内部に溜ため込こんだ莫ばく大だいなエネルギーを外に逃がしていないというだけだ。ダムに亀裂が入ればどうなるか。最悪、これだけで太陽系がブラックホールに吞のみ込こまれかねない。

「どこから手をつけましょう？」

（むしろ、余計な事させないよーに私が派遣されてきたんでしょーけど）

　妙な正義感に駆られて鼻息が荒くなっている他のスタッフ達を見て、マリアは呆あきれたような顔を隠しもしなかった。

　結局、やれる事は限られているのだ。

　外野にできるのは、せいぜい限られた時間を可能な限り延ばす事。そして心の弱い連中を押おし止とどめるかくらいだ。勢い込んで行動を起こしたい連中は、逆に待つというプレッシャーに耐えられなくなっているだけなのだ。どうせ失敗するなら、自分の手で失敗して納得しながら世界の破滅を眺めたい。勇者気取りの本人達は絶対に認めないだろうが、真実なんてそんなものである。

　中心に立つ人物は、もちろん決まっている。

　マリアはそっと息を吐いて、

（……ま、その名前を言っちゃったら、世界の警察が総出で捕獲作戦とか実行しそーだけど。ただでさえ直前までここで『ガバメント』相手に暴れていたらしーしね、彼）
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　ガタンゴトンという規則的な揺れがあった。

　昼間ののんびり停滞した空気を打ち破るように、巫み女こ装しよう束ぞくの冥めい乃の河かわ葵あおいが大きな声で言う。

「ふはー、ようやっと動き出したのう」

　クルーザーにこもりきりだった恭きよう介すけは何やら大量の資料を船室の壁一面に貼り付けていた。それら一枚一枚をカラフルな紐ひもとピンで繫つなぎ止とめ、何度も何度も全体像を眺めて、躍起になって何かを摑つかもうとしていたように葵あおいには見えた。まさしく不眠不休。いったんエンジンに火が入ってしまえば、この少年はどこまでも突き進む。そういう風にできていた。

　結果として導き出されたのが『これ』だったらしい。

　混雑時間帯か否いなかで座席が回転・可動する仕組みなのだろう。今は新幹線にも似た二人一組の座席が左右にずらりと並ぶ構成になっていた。窓まど際ぎわを陣取った葵あおいは真っ白なサラシで胸元を絞った巫み女こさんには不釣り合いな、子供のような仕草で両足をバタつかせながら、

「やはり列車の旅と言えば弁当じゃからの！　そしてこの局面でぱんとかさんどいっちとかはない。やーはーりー列車旅のお弁当と言えばご飯モノなのじゃー!!」

「……まさか人類最古の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきが鉄道で着火するタイプとは思わなかった訳だが」

「んえ？　わしは珍しいものなら何でもうぇるかむじゃぞ？？？」

　お行儀悪くお箸の先をちょこんと咥くわえたまま、葵あおいはキョトンとした顔で応じた。特に列車『だけ』という話ではなく、誰も近寄らない洞窟の中にはないものならどんなジャンルでも新鮮に楽しめるのかもしれない。喉に食べ物を通して気づいたのか、今さらになって胸元へ手を突っ込んでサラシをちょっと緩めている。

「風ふ情ぜいの話なら、これ、この窓開いた方が良かったのにのう」

「エアコンあれば十分だよ」

「風ふ情ぜい!!」

　行き先はリニアーを超える速度のウルトラループや地方鉄道を何本も乗り継ぐ葵あおいの故郷、褒ほう美び村むらよりはずっと近い。快速一本で辿たどり着つける程度のものだ。葵あおいが宝物みたいに扱っているお弁当も、トイドリーム35の大きな駅で売られていた商品だった。あんまり地方色を感じられない普通ののり弁に白身魚のフライやちくわの天ぷらが多少彩いろどりを与えている程度のものだったが、葵あおいはそもそも雰囲気を味わえれば構わないようであった。弁当そのものよりも、誰かと一緒に食べるのが重要なのかもしれない。

「しっかしまあ、『過去』とはのう」

「『白き女王』の執着は僕にしかない。ボロボロになっていたここ二週間あまり、あいつはいつでも襲って息の根を止められるはずだった僕を放置していた。そうなると現在ここにいる僕に用がある訳ではないらしい」

「で、過去？」

「未来の線がなければ」

　恭きよう介すけは吐き捨てるように呟つぶやいて、

「『ガバメント』の愛あい歌かや『イリーガル』のリューさんからの情報を信用するなら、『女王の箱庭』の跡地で何か大きな動きがある感じではない訳だが。……となるともっと奥、城しろ山やま恭きよう介すけのルーツに関わるところまで潜ろうとしているものと推測される。あの女王が過去に暴れ回ったせいで、世界の情報が削り取られてしまった、あの過去へ」

　そこまで言うと、恭きよう介すけはいったん言葉を切った。

　自分自身のルーツ。

　にも拘かかわらず、彼はややあって、こう呟つぶやいたのだ。

「……流石さすがに、あそこへ戻った事はなかったな。そうする理由もなかったけど」

「……、」

　地元がない。いいや、必要としなかった。

　それは、煩わしいと思いながらも褒ほう美び村むらの冥めい乃の河かわ神じん社じや、その奥の奥で神体として安置され続けている葵あおいにとってはどう聞こえていたのか。

　列車が途中駅を突っ切っていく。

　わああっ!!　というスタジアムの歓声に似た集団の怒号や絶叫が、ドップラー効果で歪ゆがみながら前から後ろへと流れていった。

「『女王を引きずり下ろせ』、か。どこも変わらずやかましいのう。年に一度の夏休みをなんと心得ておる」

「駅前だからね」

　恭きよう介すけはそちらの流れには興味がないようだった。

「『色彩なき童女』を止めるためには『繭』の膨張を止める必要があって、そのためには大元の『白き女王』を倒さなければならない。なら話は簡単だ、僕達は基本に立ち返れば良い」

　言葉に振り回され、本質に辿たどり着ついている様子がないからだ。現にこうして『白き女王』そっくりの冥めい乃の河かわ葵あおいが窓辺でお弁当を食べていても、暴徒達が殺到してくる様子はない。女王について語ってはいるが、女王がどこの誰なのか分かっていない状態なのだ。

　同じ車両の扉の近くでは女子高生が三人くらい固まっていた。みんなで一つのスマホに目をやっているが、どうやら動画共有サイトでも見ているらしい。『女王を引きずり下ろせ音おん頭ど』とかいう、夏休みらしい奇妙な融合を遂げた謎のメロディがこちらまで流れてきている。

　冥めい乃の河かわ葵あおいは呆あきれたような顔であちこち見回し、小さなペットボトルのお茶を口に含んで、

「して小僧、お主のるーつというのは？」

「分かっている範囲で良ければ」

　と、恭きよう介すけは自分自身の不完全さを認めた上で、

「ドクトルＳ。確か、褒ほう美び村むらであなたも見ているはずだ。先に襲撃されたはずだし」

「……あの悪趣味酸素ますく研究者かえ？」

　これまでとは違った種類のうんざりした顔に、恭きよう介すけも思わず苦笑してしまった。

　外からの声というのは的確過ぎる。

「ブラッドサイン式召喚儀礼の分野においてはそこそこ有名な研究者だったはずだ。ランクとしては、学者としての信楽しがら真ま沙さ美みと同じかもう少し上といったところかな？　一九九九年七月、世界で初めて『白き女王』の召喚・実数観測に成功した研究グループの一員。つまりヤツがいなければ、今この世界に『白き女王』を中心とした被召物マテリアルまわりが溢あふれ返かえる事もなかった。異界のものは異界にしまっておけたはずなんだ」

「いつの間にか通り過ぎておったがバケモンではないかえ!?」

「所詮は通過駅だよ、倒した後に驚く必要はないのではないかな」

　数百年前に人の手で作られた冥めい乃の河かわ葵あおいは、『白き女王』の似姿としてデザインされている。

　対して、ドクトルＳが『世界で初めて』接触したのは一九九九年。

　これでは計算が合わないと思うかもしれないが、埋め合わせるための仮説は二つある。一つ、人類側から明確に『扉』をこじ開けて接触する前に、ある種の虫の知らせやチャネリングなどで異界からインスピレーションを得ていた人間がいた可能性。二つ、ドクトルＳが『白き女王』と接触した時点で、Ｆ国同様全ての過去が書き換えられた可能性。

　どちらだろうが、それを客観的に確かめる術はない。

　歴史を外から眺められるのは、『白き女王』のような極限の特異点を除けば、いったん歴史から弾はじかれた存在しかない。

　例えば、『雨中の少女』から脱却した誰かとか、だ。

「ドクトルＳは『白き女王』と部分的な接触には成功したものの、明確なコントロールには至らなかった。そしてブラッドサイン式召喚儀礼はすでに方程式が確立していて、ここから何をどれだけいじってもかえって崩れていく事が想像できた。……ならヤツは何を目指したか。簡単な話さ、召喚儀礼を取り扱う人間の方を強化させようとした」

「……、」

「この飛行機では飛べないと設計上の不備が分かっているのに、無理矢理エンジンを積み替えて大空へぶっ飛ばすようなものさ。無謀の一言だ。だから現実に、今こん日にちの召喚師も『白き女王』をコントロールできないでいる訳だが。まあ、それだけドクトルＳも鼻先を泳いでいた白を諦められなかったのかもしれないけど」

　世界はそんなにも不安定だった。

　とりあえず送り出してしまった、着陸については考えもしない世界。

　躍起になって飛び続け、それでもボロが出るのを止められなくなった世界。

「そう言えばお主がくるーざーでのびておった頃、過去話については何だか良く分からん事を言っておったのう。何でも、ありふれた住宅街でえりーと召喚師を組み上げようとしていたとかどうとか」

「……その辺り、同じ屋根の下にいたはずの家族の顔も思い出せないから、僕自身確信には至らない訳だけど」

　ふう、と恭きよう介すけは重たい息を吐いて、

「おそらく最初は、『女王の箱庭』みたいな完全無菌状態の研究所だったんだと思う」

　彼の考えはこうだ。

「その一人目が実力的に成功したのかどうかは分からない。だが少なくとも、実用化には漕こぎ着つけられなかった。無菌状態の研究所はあまりに歪いびつで、そんな所でずっとずっと育てられてきた怪物がありふれた外……現実世界の様々なストレスに耐えられるとは思えないからね。召喚儀礼は集中力がモノを言う。騒音、雑音、悪臭、体臭、視線、侮蔑、どうやったって押し潰される。召喚師を守る防護円はあらゆる死因を遠ざけてくれるから雑菌や大気汚染物質なんかは弾いてくれたかもしれないが、逆に言えば『命の危機に直結しない』ストレス源はそのまま素通りだ。おそらく『自滅』で終わったのではないかなと、僕はそう思っている。砲撃下のストレスは、弾が当たらなくても心臓や胃を破壊するほどだからね」

「それで……？」

「成功にしても失敗にしても、何かしらの方法論は確立された。次にドクトルＳが乗り越えるべきステップは、ストレス耐性を付加してモルモットを実用レベルに持ち込む事。つまり必要なものを全て与えられる理想の無菌状態ではなく、わざと劣悪な環境に身を浸して研究所レベルと同じ成果を出せるか、という話になる訳だが。言ってみれば、軍事研究所で組み立てていたアサルトライフルを各地の工場のラインに乗せても製造できるか、となっていくのかな」

　ありふれた住宅街。

　どこにでもある家庭用品。

　研究所レベルの作業を一般家庭で再現する。言葉にすれば簡単だが、ようはジューサーやフードプロセッサーに特殊なプログラムを挟んで遠心分離機に作り替え、ウランの濃縮に走るような所業である。本当にありふれたものしか使っていないが故に、こんな方法論が『成功』して世界中にばら撒まかれていたら、誰にもその拡散状況をモニタリングできなくなっていたはずだ。この脅威を前にすれば、『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の三大勢力なんて脆もろいものだ。ふとしたきっかけで９００番台、恭きよう介すけクラスの召喚師が世界中で同時多発的に出現していればどうなっていたか、考えるまでもないだろう。

　そもそもドクトルＳは、世界のバランスなんて興味もなかったはずだ。

　ブラッドサイン式召喚儀礼は自分達が作った。

　だからそれをどう扱おうが、こちらの勝手だろう。後乗りで他た人にん様さまの技術を使って管理者を名乗るようになった三大勢力なんぞの都合に振り回される道理はない、と。

　葵あおいは美しいお箸の持ち方を実践しつつも、食欲そのものは減衰してきたようだった。迷い箸のようにお弁当のおかずの間を行ったり来たりさせながら、

「じゃが、結果として『崩壊』はやってこなかった」

「……簡単な話だよ」

　彼が何かを語る時、そこに甘い楽観は含まれない。

　どちらかと言えば失敗や敗北の方が多いのは、やはり徹頭徹尾『白き女王』に付きまとわれてきたからか。

　常に勝利するモノと対極に立ち続ければどういう道を歩かされるか。そんなものは自明の理なのだ。それでも諦められなかったから、城しろ山やま恭きよう介すけは誰にも真ま似ねのできない道を歩き続けている。最強は、最強であるだけで満足してしまうお坊ちゃんではなかったのだ。

「ドクトルＳは、やはり御しきれなかった。女王の実験を低く見積り、破滅したんだ。自分で濃縮した核物質から被爆するような格好でね。あるいはこう言い換えておこうか？　僕達、一般普及研究用被験体は安全装置としてドクトルＳの期待に応えられなかった、とでも」

「何もそこまで卑下する事は……」

　反射的に否定を加えようとして、しかしそこで葵あおいは何かに気づいたようだった。

　眉をひそめ、尋ねる。

「僕『達』、じゃと？」

「ああ」

　城しろ山やま恭きよう介すけはあっさり答える。

「無菌状態の研究所で派手に失敗したとかで、公の予算や資材を使いづらい時期だったのかもしれない。あるいは、一切の公的補助を切った状態で成功させてこそ一般普及研究とでも考えたのか。とにかくドクトルＳはあの実験に際し、自分の子供を使い捨てるつもりだった。だから僕達。ヤツの子供が僕しかいないなんて誰も言っていないだろう？」

「それは、いやそうじゃが、いいやしかし……」

「さっきも言っただろう。僕はいくつかの顔を思い出せない。単なる記憶喪失ではなく、おそらく『白き女王』が世界に与えたダメージが大き過ぎたんだ」

　一拍。

　そこからの断言。

「『妹』がいたんだよ」
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　作り物のくせに、息が詰まるかと思った。

　冥めい乃の河かわ葵あおいとて、『白き女王』の似姿だ。外見、形から入る事である程度『白き女王』の思考やロジックを導き出す事ができる。

　その上で、だ。

　あの『白き女王』は、恭きよう介すけを呼ぶ時どんな言葉を使っていた？

　あにうえ。

　言われてみれば、意味不明な語であった。今までは『白き女王』のやる事だから、という超越存在特有の特権で流されていたような気もする。しかし、しかし、しかし、だ。そういう意味では、今の恭きよう介すけの一言は非常に重大な意味を持つ発言ではなかったか。

「……、」

「お、おい小僧……」

　まるで不発弾を取り扱うように慎重な口振りだった。

　対して、どこか難しい顔で黙り込んでいた恭きよう介すけは一回視線をよそへ振った。

　直後の出来事であった。




　ぎゅむと。

　隣の座席に座っていた冥めい乃の河かわ葵あおいへ、ぬいぐるみでも抱えるように抱き着いたのだ。




「ふぁっ……？」

　あまりに埒らち外がいの出来事に、冥めい乃の河かわ葵あおいの思考が空白に埋まる。

　じわりと頭の芯から熱のようなものが滲にじみ出でて、そのまま一気に顔全体を桜色に染め上げる。

　サラシで絞っても鼓動の高鳴りは止められないのだ！

「ふぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　お弁当を落とすかと思った。

【朗報】おばあちゃん、乙女な部分が普通に残っていた模様。

「ちょっと待て小僧意味が分からんっ！　何じゃどうしたほーむしっくか自分から列車旅に誘っておいて!?　ああいや冷静になってみればこの時点でどこかおかしいねじれておる。若い（？）男女の二人旅にのこのこついていくとかわしの防衛線はどうなっておったー!?」

　が。

　顔を真っ赤にしてあたふたしている葵あおいに対し、何かを確かめるようにぎゅむぎゅむと両腕の力を入れたり抜いたりしていた恭きよう介すけの心拍数は平常値だった。

　あくまでも抱き締めたまま。

　試験管の中身でも確かめるような口振りで彼はこう呟つぶやいたのだ。

「……気のせい、か？」
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　そして。

　恭きよう介すけや葵あおいの座席からちょっと後ろに下がった辺りで。

　ドラゴンを呼び出す訳でもなければ生身でステルス戦闘機とやり合う訳でもなく、ちょこんと座席に腰掛ける影が一つあった。

　丈の短いカジュアルワンピースに生脚、そして銀のツインテール。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

《女王落ち着いてっ、挑発に乗ってはダメです!!》

「今は人間を知る旅の真っ最中じゃねえのかよっ、ノリと勢いで滅ぼしてどうすんですか」

　左右の座席から必死になってポニテ研究者信楽しがら真ま沙さ美みやウェイトレス服の悪魔ビヨンデッタが止めに入る。奇くしくも、こちらもこちらで恭きよう介すけが葵あおいに抱き着くのと似たような状態に陥っている。おかげでもう揉もみくちゃだ。

　だからこそだろうか。

　なんか余計に揺さぶられちゃっている揉もみくちゃ少女『白き女王』の可か憐れんな唇から、延々と怨えん嗟さの声が垂れ流されていた。余裕がないのか、太ふと股ももが危なっかしいところまで飛び出している。

　死んだ魚みたいな目で首が斜めになった女王陛下が語るには、

「（……だっておかしいこんなの絶対おかしい他の女がひっつくのも十分万死に値しますが冥めい乃の河かわ葵あおいというのはアレでしょうわたくしの似姿として設計されたご神体でございましょうつまりわたくしと寸すん分ぶん違たがわないという事ではございませんかなのにあにうえったら散々わたくしの事は拒絶しておいてどうしてあんな作り物の模造品ばかり……）」

《やべえっ、根っこのネンチャクな部分はそうそう簡単に治るものでもなかったか……!?》

　とはいえ銀のツインテールが蛇みたいにうねうねしている事を除けば大人しいものであった。これが平素の『白き女王』であればドラゴンを呼び出したり生身でステルス戦闘機を追い回していてもおかしくない事態である。

　あの女王が、何かを我慢している。

　これだけで、すでに十分特筆すべき状況ではある。

《しかし参りましたね。考える事は一緒、という訳ですか》

「あにうえですもの」

《恭きよう介すけ君くんですものねえ》

　恭きよう介すけも恭きよう介すけで、『繭』と『色彩なき童女』に気づいていないはずがない。

　しかしその上で、彼は必ずこう考える。

『繭』が戦装束であるなら、コアの部分である『白き女王』本人を殺害すれば連動して戦装束も消失するはずだ、と。

　恭きよう介すけと女王。

　世界を救うのは、果たしてどちらか。

　……状況の割にのんびりしているものの、実はスーツの上から白衣を羽織った信楽しがら真ま沙さ美みにとってもイレギュラーな事態であった。彼女はドクトルＳの研究内容を完全に把握している訳ではない。幼い城しろ山やま恭きよう介すけを精密誘導ミサイルとして完成させた、悪夢の実験。それだけでも謎に包まれているのに、ここにきてもう一つ爆弾が投じられた。

　妹。

　シュシュで髪をポニーテールにした研究者は、自分が横から抱き着く少女について考える。

　あらゆる未み踏とう級きゆうは『白き女王』を押さえ込むためのストッパーだった。結局役には立たなかったが、彼女達が揃そろいも揃そろって女性形なのは、『白き女王』への対抗策の一環、同質の強さを求めるための策だったともされている。

　では、そもそもだ。

　全ての始点、『白き女王』は何な故ぜ人間に近い形をしているのだ。

《……、》

　その上で、だ。予定外の状況に話が進んでいってもハングアップを起こさないのが、信楽しがら真ま沙さ美みの信楽しがら真ま沙さ美みたるパーソナリティである。『フリーダム』アワード３０００。徹底的に自由を求めて個人として活動した結果全てを手に入れた召喚師は、それ故に予定調和に固執しない。予測不能な状況も含めて自由を謳おう歌かできる人間でなければ、ここまで上り詰める事はできない。

「……やるべき事は変わりません」

　横から抱き着かれたまま、『白き女王』はそう囁ささやいた。

「どのみち、わたくしがあなたの存在や発言を受け入れなければ『繭』は肥大を続け、直径一〇キロの壁を越えて、超新星爆発を巻き起こすでしょう。さらに、これに対処するため『色彩なき童女』が力を発揮すれば、それこそ惑星一個に限らず現世と異界、二つの世界全体の危機となります。信楽しがら真ま沙さ美みの横よこ槍やりが、結果としてわたくしとあにうえにとって一番の未来へ繫つながるのだ。そう結論付けるためには、あにうえの根幹に迫る必要がある。どうやったってこの部分は変わりませんから」

《では》

「ええもちろん」

　こういう時、女王はやはり『白き女王』であった。

『フリーダム』とはまた違った理屈でもって、彼女はリスクを許容する。

「このままつかず離れず、ギリギリまで肉薄しながらの旅路と参りましょう？　万に一つでも鉢合わせればおそらくその時点で全てご破算、『繭』の暴走から連鎖する『色彩なき童女』の破綻を何とかして食い止める機会を一切合財失う世界滅亡コース一直線となりますが」

《……、》

「結局」

『白き女王』はゆっくりと息を吐いて、座席に身を沈めた。

　どこか寂しそうに太ふと股ももを擦り合わせて、彼女は囁ささやく。

「……どこまで行っても、わたくしはあにうえにとって脅威にしかなりえないのかもしれませんわね。ただこうして佇たたずんでいるだけで」








シンセアリア・レポート03









　ちなみに、流石さすがにシンセアリアやオリヴィアまで同じ列車に乗っている訳ではなかった。Ｆ国王家の面々はちょっとトイドリーム35でやっておきたい事があったのだ。

「……城しろ山やま恭きよう介すけですか？」

「はい」

　笑顔で答える青いドレスのシンセアリアの前にいるのは、銀のショートヘアに褐色肌の少女だった。少々瘦せすぎの感すらある裸身は、最低限包帯や黄金の飾りで包んでいるだけ。青いドレスや王冠で身を固めるシンセアリアとはまた違った『頂点』の形だった。

　セクルティティ。

　エジプト神話と密接な『墓守』達。彼らを束ねる『守もり巫み女こ』である。

　とはいえ得体のしれないトラップだらけのピラミッドに閉じこもっている訳ではなく、トイドリーム35ならどこにでもある海から突き出した高層ビルの一角、マンションとオフィスが合体したようなフロアを拠点にしているようだ。ここには業務用エアコンがあるし飲み水もウォーターサーバーが常備されている。そして誰も彼もが携帯電話やスマホを持っていた。

　金髪二本三つ編み、スクール水着や飾り布やパレオで着飾ったオリヴィアはお招きされたまま、あちこち物珍しそうに眺めている。エジプト神話展を開催している博物館のパンフレットや、パソコン画面の中でＶＲマッピング化されていく３Ｄピラミッドを眺めて何を思っている事やら。

　王の眠る地が『墓守』の居場所であるとするセクルティティ達は、保存の形式についてこだわらない。まず第一に、自らの文化・文明を途切れさせない事に重点を置く。そういう意味では、世界的遊興企業トイドリーム社と関係を持つのは非常に大きな意味を持つ。

　故に、褐色の指導者は美しい眉をひそめていた。

　困ったように。

「複雑な心境ではありますね。彼の助力があってこそ、我々は懇意にしているトイドリーム会長が守ってきた『創設者のギャラリー』の位置を確かめ、その真意について知る機会にも恵まれました。しかし一方、その後の事件においてトイドリーム会長は失脚に追い込まれております。城しろ山やま恭きよう介すけが『直接』どこまで関わったかまでは把握できておりませんが、彼が動かなければあそこまでは行かなかったでしょう。……もっとも、一方的に攻め込まれたＦ国の皆様からすればへそで茶を沸かすような感傷でしかないかもしれませんが」

　トイドリーム社が戦争賛同動画ブルーフィルムをばら撒まいて世界最大の軍隊を後押しし、Ｆ国を滅ぼそうとした経緯についてはセクルティティも摑つかんでいる。あれは止めなければならない事態だった。頭ではそう分かっていても、人の心というのは簡単に割り切れるものでもない。

　セクルティティと城しろ山やま恭きよう介すけの間には、個人的な情がある。

　だがセクルティティとトイドリーム元会長の間にあるのは、『王』のミイラや遺跡群の保存に尽力してもらったという、『墓守』全体の大義が関わってくる。

「……そういう意味では」

　わずかに考え。

　そして包帯少女セクルティティはこう答えた。

「城しろ山やま恭きよう介すけは世界の運命や人類の未来よりも、個人の情で動く召喚師であるとは思います。しかしそれとは別に、やるべき事をやる強い意思の持ち主、という評価を下すのが妥当かもしれません。個人の情に重きを置くものの、だからといって甘い顔はしない。仮に顔見知りが敵として出てきた場合でも、戦闘の手を緩める事はないでしょう」

「ふむ」

　確かに、城しろ山やま恭きよう介すけはこれまで『古い知り合い』と何度か敵対している。『女王の箱庭』時代のビヨンデッタに、同じくクロード、シンセアリアの娘のオリヴィアだってそうだ。

　恭きよう介すけには『白き女王』と本気で戦ってほしい。何の憂いもなく。優れた弁護士やトレーナーは顧客の弱い部分や悪い部分も全て知った上で助言を放つ。シンセアリアが目指す立ち位置はそこだ。

　だとすると、気になる事がある。

　長い黒髪をポニーテールにした、タイトスカートのスーツの上から白衣を羽織った一人の女性。『女王の箱庭』の研究者であり、同時に娘の証言が正しければ『フリーダム』アワード３０００というケタ外れの化け物召喚師。

「もしも、です」

「？」

「もしも恭きよう介すけ様さまの恩師とも、第二の親とも言える人間が敵に回ったとしても、それは同じ事が言えるのでしょうか？」

「むしろ、考えが逆なのでは」

　セクルティティはそう切り返した。

　長い耳のシンセアリアの予測とは違った意見を。

「私が城しろ山やま恭きよう介すけと接していた時間は、おそらくあなた方よりも少ない。しかし私は私なりにアザリアから始まってエルヴァストで終わったあの事件を経て濃密な経験を得たと考えています。だからこそ、あなた達はそれを知りたくてここまで訪ねてきた。上から目線で申し訳ありませんが、城しろ山やま恭きよう介すけの根幹はそうではありません。たまねぎを剝むいていくように、一枚一枚外からおっかなびっくりめくって美しいものを覗き込むのではない。むしろ、敵対心の本質は中心の軸や核にあるのでは、と」

「というと」

「関係が近しい者なら近しいほどに、裏切られた時の憎ぞう悪おや闘争心は一段と激しく燃え上がる。そういう心の持ち主なのでは？」

「……近親、憎ぞう悪お……？」

　呻うめくように、青いドレスのシンセアリアが洩もらしていた。

　元々、ある種の素質がなかったと言えば噓うそになる。城しろ山やま恭きよう介すけが自分を殺人兵器、精密誘導ミサイルに作り替えたドクトルＳを憎んでいるのはほぼ確定と見て間違いない。少なくとも好感はなかっただろう。褒ほう美び村むらでの戦闘に一切の容赦が挟まらなかった事は、娘のオリヴィアからも聞いている。

　小さく頷うなずいたセクルティティは、

「城しろ山やま恭きよう介すけは自らの過去に直結する存在ほど強敵とみなし、逆に過去から遠い存在を軽視する傾向があります。例えば女王の信奉者、アザリアや『ザ・セイント』などは扱いが軽く、ある程度同じ時間を共有していると思おぼしきビヨンデッタ、緑リユウ娘ニヤン藍ラン、クロードなどは重視している節がありました。少なくとも、ある存在を軸に共通言語が通じる相手と認識していたでしょう」

　そして、城しろ山やま恭きよう介すけの過去の中心とは何か。

　核や軸のようなものは。

「『白き女王』」

　ドクトルＳ、ではなかった。

　褐色少女セクルティティが迷わず貫いたのは、父親以上の存在だったのだ。

「……おそらく私よりもあなたよりも共に過ごした時間が長いであろう、超越存在。彼自身が望んでいるかどうかはさておいて、城しろ山やま恭きよう介すけを城しろ山やま恭きよう介すけたらしめているモノ。彼女に寄り添えば寄り添うほど、城しろ山やま恭きよう介すけはその召喚師や依より代しろを脅威とみなして対応します。一〇〇・〇％初手から確実に『白き女王』を召喚できるとされる『ガバメント』アワード１０００、エルヴァスト＝トイドリームなどが好例でしょうか。彼の場合は城しろ山やま恭きよう介すけの過去とはほとんど重なり合う部分はなさそうですが、『白き女王』と最も密接に関わる召喚師として最大級の脅威の対象となっていたように思えます」

　無論、だ。

『白き女王』そのものが盤上に現れれば、城しろ山やま恭きよう介すけが何を最優先するかは言うに及ばず。

　共通項が多いからこそ、許せない。

　関係値が深いからこそ、放置しておけない。

（……信楽しがら真ま沙さ美みとやら）

　ごくりと喉を鳴らし、心を落ち着けるための儀式として胸元のロケットを指先で弄びながら、シンセアリアは頭の中で意見をまとめる。

　明確に表情へ出さないのは、セクルティティ同様シンセアリアも一国を束ねる頂点である事に自覚があるからだ。そうでなければ恐怖で引きつっていたかもしれない。

『繭』の『白き女王』と『色彩なき童女』の城しろ山やま恭きよう介すけ。

　二つの頂点が本当に破壊のためだけに激突した場合、何が起こるかなど誰にも予測できない。今まで、城しろ山やま恭きよう介すけは常に『何かしらの事件を解決する』という枠組みに則のつとっていた。それが彼なりの世界全人類に対する折り合いだったのだろう。だがここにきて『白き女王』はもちろん、ずっとずっと信じてきた信楽しがら真ま沙さ美みまで敵に回った。タガの外れた恭きよう介すけが『配慮』をしなくなった場合、その衝突がもたらす災厄は絶望的だが被害予測の容易な『繭』などでは済まなくなるかもしれない。

　目下、一番危険なのは『色彩なき童女』だ。

　しかし城しろ山やま恭きよう介すけは、対抗手段として必要なら不安定な童女へ手を伸ばすだろう。

　もしも『白き女王』へ手を差し伸べたのが赤の他人だったのなら、恭きよう介すけにとってそれはいつもの信奉者と変わらない。

　だけど今回は違うのだ。

　信楽しがら真ま沙さ美みの存在は、ある意味で『白き女王』やドクトルＳとは違ったベクトルから恭きよう介すけの心を抉えぐっている。

　結果、合併症が何をもたらすか……。

（何やら事態解決役のホストを気取っているようですが、本当に状況を把握できているのですか？　あなたが手をかけているのはパンドラの箱の蓋かもしれないのですよ）







[image: ]







[image: ステージ03　血反吐でも、なお足りず]











１






　地方まで来てしまえばこんなものか、というのが恭きよう介すけの率直な感想だった。

『じょおーうをおー……引きずり下ろせえーえ……』

　もくもくと広がる入道雲の下。

　駅前だというのにあるのは錆さびついたシャッターだらけの寂れた商店街と、経済活動の全てを吸い尽くすような巨大ショッピングセンターが一つだけ。そちらの駐車場に動画制作用の改造バンでも停とまっているのか、スピーカーからいまいち覇気のないひび割れた声がこっちにまで飛んできていた。何となく、夏祭りをやりたいんだけど人が集まらないような、どうしようもない寂せき寥りよう感かんをこれでもかとぶつけてくる。

　トイドリーム社が全世界の財政破綻自治体にもたらした国際再生都市プログラムは人口比を二極化させた。毎日がお祭り騒ぎ、世界的巨大遊園地そのものを抱え込んだ光の洪水の大都市と、その狂騒状態にあやかれなかった影の部分。ここは明らかに日向ひなたではない。

　あやかりたければ財政破綻すれば良いというのだから、色々と救われない。頑張って努力して節約を貫いてやりくりを成功させた結果が、こうなってしまうのだ。トイドリーム社の慈善活動が巨大経済を盾にした空爆や侵略などと揶や揄ゆされる訳である。

「ふはー……」

　長い銀髪に胸元の白いサラシと巫み女こ装しよう束ぞく、何にしても目立ちまくる葵あおいが両手を腰に当てても、特に注目の視線はない。

　というか、そもそも人がいない。

　タクシー乗り場もバスの停留所も空っぽだった。

　セミの鳴き声だけは、こっちの方が大きい気がする。杉や檜ひのきなどの植樹で人工臭い緑が多いからか、トイドリーム35と違ってパレードや液晶大画面など他に騒音の元が少ないからか。

「なんというか、凄すさまじいのう。だびんぐ重ねて伸び切ったびでおてーぷみたいなこの空気……。ほんとにここが世界滅亡一歩前まで駒を進めたドクトルＳの古巣なのかえ？」

「化学兵器や細菌兵器を開発する際、わざわざ一〇〇万都市ド真ん中に研究所を建てるとでも？　寂れて目立ちにくい立地の方がヤツの好みに合ったのではないか。……あとビデオテープって、なに、まさかひょっとして磁気テープの話をしてる？　その辺のカードだってＩＣ化がほぼ完了しているというのに」

「まったく最近の若者は風ふ情ぜいがなくて嘆かわしい。きっと心霊写真やゆーふぉー映像を見なくなったのもふぃるむやてーぷじゃなくなったせいじゃな。あいつら一体どこ行ったんじゃ!?　何だかんだでわし毎年夏にはああいうてれびの特番を洞どう窟くつから楽しみにしておったのに!!」

　それだけ聞くとむしろ葵あおいがホラーの住人だ。ちなみに銀行のバックアップシステムなどでは不意打ちのサージ電流などによる預金データ消失を防ぐ意味で、大型リールを使った磁気テープ保存装置を再評価しているらしい。昔の特撮やアニメに出てくる、巨大ロボット研究所とかにあるアレだ。葵あおいの言が正しければ、ひょっとしたらツチノコだのモスマンだの未確認で写りたがりな連中もまとめてそちらへお引っ越ししているかもしれない。

　汗というより陽ひ射ざしに負けたという感じで、葵あおいは手の甲を額にやりながら、

「して、ここからどうするのじゃ？　まだ結構あるのかえ。見たところ、ばすもたくしーもなさそうじゃが」

「さほどかからないよ。ドクトルＳは第一世代では人里離れた研究所を使っていたはずだ。本当に本物の山奥とか離島とかね。ある程度人の行き来や交通の便を求めていたのであれば、苦労するような場所に本拠地は置かない」

「そんなもんかえ？」

「歩いて行ける距離にあるから心配ない訳だが」

　とはいえ八月のカンカン照りだ。

　陽かげ炎ろうの揺らめくアスファルトを二人で歩いていく内に、冥めい乃の河かわ葵あおいは早速サラシを緩め、巫み女こ装しよう束ぞくの胸元を摑つかんでバタバタ風を送り込み始めた。まるで北風と太陽そのままだ。放っておいたら現場に到着する頃には全身汗だく、頰も桜色に上気してアラレモナイ姿になっているかもしれない。

「ふいー……しっかしほんとに人がおらんのう。特に子供。山奥の褒ほう美び村むらの方がまだしも活気があったのではないか？」

「流石さすがに無人のゴーストタウンという訳ではないだろう。この炎天下だ、エアコンの効いた家の中でテレビゲームでもしているのではないかな」

「……嘆かわしい、最近の若造は……」

「偉そうな事言えた立場か。ゴム紐ひもでボールを弾いたり土掘って塔を倒したり、僕のスマホに見覚えのないソシャゲのアイコンがいくつも乱立しているし、なんか大量に課金の痕跡があるのはおそらくあなたの仕業だろう!?　クルーザーで匿かくまっている間に何をやっていた居い候そうろう!!」

「んおー、じゃから小僧にはさっさと復活するよう仕向けておったじゃろうがー。とっとと目覚めて[image: 叱]らなかったお主が悪い!!　うふふまだまだ若い感性を維持しておるわし身も心もピッチピチじゃのうー」

　そんな事を言い合っていたからか。その変化は如によ実じつに感じられたのだ。

　音が消えた。

　どこにでもまとわりついてきたセミの鳴き声も。

　それまで寂れたなりに家の中から聞こえていた、簡素な生活音さえも。

　まるで空気の流れすら澱よどんだ洞窟の中にでも閉じ込められたような、耳の痛くなる無音。故にこそか、冥めい乃の河かわ葵あおいが不快な顔つきになった。奥の奥の奥、誰も寄りつかない祠ほこらでも思い浮かべたのかもしれない。

「……変わったのう」

「ああ」

　流石さすがにこれまでの暑さなど気にしている場合ではないと感じたのだろう。依より代しろとしての拘束具、胸元のサラシを締め直しながら葵あおいはさらに呟つぶやく。

「まるで明るい声を出す事自体を禁忌とするような、自粛むーど。しかし一体何のために声を押し殺して、喪に服すような沈黙を守っておるのやら」

　それはすぐに分かった。

　碁盤のように細い道路が交差する住宅街だった。マンションやアパートではなく、建売二階建て、全く同じ規格の一戸建てが延々と並ぶ街並み。まるで高級なチョコレートの箱か、あるいは無数の鏡を乱立させたミラーハウスのようだった。分かりやすく整理されているはずなのに、うっかり番地の表示を見落とすと自分の立っている場所も摑つかめなくなるような。

　そんな中。

　中でも一等際きわ立だつ家がぽつんとあった。

　みんな同じ建売物件なのに、だ。

「……、」

　どこにでもある、コンクリートの塀に囲まれた小さな家だった。赤い屋根に白い壁、二階部分にはベランダもついている。こうして見る限り、テレビのアンテナは地上波と衛星放送のパラボラがあるようだ。玄関の手前側には防犯の役に立つのか分からない、雑な鉄の格こう子し戸どがついている。

　インターフォンの横、表札にはこうある。

　城しろ山やま。

「これは……」

　しかし、そのありふれた家を見上げて冥めい乃の河かわ葵あおいは思わずといった調子で呟つぶやいていた。

　若干ながら、作り物のはずの顔が引きつっている。

　そう。

　得体のしれない実験の末、城しろ山やま家けは最終的に一家離散という形で撤収しているはずなのだ。

　にも拘かかわらず。

　コンクリートの塀の上から庭の様子を覗のぞき込こんだ葵あおいは、ほとんど絶叫に近い声を出していた。

「……一体、いつからこの形で放置されておった？　もちろん人の住まなくなった家屋は速やかに傷んでいくという俗信に科学的な実験でーたがある訳ではないが、それにしたって、一〇年近く放置された家がここまでピカピカなものか！　壁や屋根のぺんきが浮くどころか、庭の芝生さえ奇麗に刈かり揃そろえられたままではないか!?」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　だが、間近で金かな切きり声ごえを上げられても、城しろ山やま恭きよう介すけは身じろぎ一つしなかった。

　ザアッ!!　と。

　蒸し暑い夏の空気を吹き飛ばすような一陣の風に嬲なぶられながら、少年はひたすら表札の前で立ち尽くしていた。

　帰ってきたのだ。

　世界の情報が削り取られた、その深層にまで。

　何かしら、考えが変わる。ここから修復が始まる。

　カチリと音を立てて、今まで嚙かみ合あわなかった何かへ力が伝達していく。

　一〇年前と変わらない景色がある。あくまでも合理的な説明を求めるなら、どこかの誰かがこっそり手入れを続けていた、とするべきだろう。

　だが恭きよう介すけはそんな弱い意見を封殺した。

　あの『白き女王』相手に、合理や常識など通じるものか。拠より所どころにするのは構わないが、縛られてしまえば逆にこちらの寿命を縮めてしまう。

　だから、切り込むようにこう言った。

「時間の流れが止まっているんだろう」

「……、」

「ここは聖域。『白き女王』にとっても、それなり以上に意味のある座標だ。時間や空間が歪ゆがんでいたとしても何も不思議な話ではないさ。むしろ、逆さに映っていたり宙に浮かんでいたりしなかっただけ、まだまだ大人しい方と言える訳だが」

　喪に服す。

　沈黙を守る。

　周辺住人を縛り付けているのも、『聖域』への無自覚の畏怖によるものなのか。

「さて」

　原風景に帰ってきた。

　しかしそこは温かいホームなどとはとても呼べない。まだしも朽ち果てたゴーストハウスの方が愛着はあっただろう。極小だが得体のしれない迷宮そのものといった自分自身の原点を見上げ、城しろ山やま恭きよう介すけはそっと呟つぶやいた。

「……それでは飛び込むとするか。『白き女王』は自分自身で削り取ってしまった世界の情報、僕の過去から何かを手に入れようとしている。ここで待ち伏せるか、『白き女王』の行動パターンを補って先読みの助けとするか。どちらが先に正確な情報を得るか。何にしても、この家がターニングポイントとなるはずだ」
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　研究。

　そして実験。

　城しろ山やま恭きよう介すけはたびたびそう繰り返してきた。

　しかし実際に鍵のかかっていない玄関の扉を潜った冥めい乃の河かわ葵あおいは怪け訝げんな顔になった。靴箱、灯油のポリタンク、消火器、それに古新聞の束。そこにあるのは、ごくごく普通の一般家庭そのものだった。埃ほこりらしい埃ほこりもなく、清潔そのものなのが異質と言えば異質だが……それでも、得体のしれないビーカーや試験管、解析用の大型コンピュータやホルマリン漬けの怪物などが並べられているような、『あからさま』な感じはない。

　敢あえて気になるものと言えば、靴の種類だろうか。

　大人のものと思おぼしき革靴とパンプスはドクトルＳとその妻のものだろう。

　掌てのひらよりも小さな運動靴は、ありし日の恭きよう介すけのものか。

　しかし、もう一足は？

　恭きよう介すけの趣味とは言いい難がたい、ピンク色の小さな靴の持ち主は一体誰だ？

「こういう実験場だったんだよ」

　対して、城しろ山やま恭きよう介すけはおかしな事を言った。

　彼はありふれた生活用品の一つ一つを指差して、

「新聞紙は三〇日分」

「あ？」

「灯油の残量は一〇・二九五リットル。消火器と靴べらと傘立てで一辺一二〇センチの正三角形。傘立ての中に傘は八本、骨の数はそれぞれ一〇、一五、八、一二、一四、一三、七が二本。靴の角度はドクトルＳの右足を中心として、誤差プラス二度、マイナス三度、プラス七度、プラス一五度、マイナス一度、プラマイゼロ度、マイナス四度。一見雑であっても全てに意味がある訳だが」

「……そんなの、覚えてどうするというのじゃ……？」

「別に」

　あっさりとしたものだった。

「脱いだ靴は揃そろえておけと怒鳴られるようなものさ。ただしどこで難癖つけられて殴られるか予測がつかなかったから、ひとまず全部覚えるしかなかった。その気になれば、向こうは何だって武器にできた訳だしね。あいつが何を手に取ったかを考え、こちらが何で防御するかを見定める。適度にやられて吹っ飛んで、致命傷を負わないよう気をつける。だけどうっかりやり過ぎてもダメだ、本気で反撃しても二倍三倍と返ってくる。ヤツに気持ち良く勝たせないと生き残れない」

　そのまま、とんでもない言葉が出てきた。

　これが『当然』の世界があった。閉じた家庭の中で、静かに静かに暴虐の嵐が吹き荒れていた。靴のサイズを見れば、当時の恭きよう介すけは五歳か六歳程度か。家庭内暴力にも色々あるが、拳一発で受けるダメージが違う。下手をすれば死んでいた可能性すらある。

　しかも、ドクトルＳは自分の感情を抑えられなかった人間のクズではない。

　彼は計画的だった。

　機嫌を取って無難にやり過ごすような選択肢も存在しない。

「つまり、召喚儀礼のベースとなった各種の請しよう来らい・喚起・交霊、それらの記号性なんだ。一番分かりやすかったのは『正三角形』の陣形だけど、それ以外だって全部そう。色、形、数、直線か曲線か、偶数か奇数か、どれを均ならしてどれを突出させるか。ドクトルＳは何も教えなかった。答えを知らない僕達にとっては、真夜中の地雷原のようなものだったかな。どうやらヤツは、ただ教科書を広げて講釈を垂れるだけでは右から左へ流されると感じていたらしいね」

　玄関にあるものだけでこれだ。

　おそらくリビングにはテレビやステレオがあるだろうし、お風ふ呂ろ場ばには石せつ鹼けんやシャンプーのボトルがあるだろうし、台所には包丁やまな板があるだろうし、子供部屋には勉強机やベッドがあるだろう。

　ドクトルＳは、何だって自分の武器にできた。

　だから恭きよう介すけは、その全てを事前に把握しておく必要があった。

　壮絶。

　そんな言葉でもくくれなかった。

　その上、城しろ山やま恭きよう介すけの言葉はまだ止まらない。こんな所では終わらない。

「……最初、ドクトルＳは僕を殴っていた」

　吐き捨てるような言葉があった。

「だけどその内に、もっと効果のある方法をヤツの方でも学習したらしい。ドクトルＳは、僕を殴っても泣かないと気づいた訳だが。だからあいつは僕がヘマをするたびに、母さんや『妹』を殴るようになった。僕が何を取って待ち構えたって、意味なんかなかった」

「……、」

「本当の本当に殺してやろうと思ったよ。もっとも、精密誘導ミサイルを作るにあたって、そういう感情を誘発させる必要もあったんだろうけどね」

　そこで恭きよう介すけは言葉を切った。

　ふっ……と。

　思わず胸元にサラシを巻いた巫み女こ装しよう束ぞくの葵あおいは顔を上げる。何か、開いたドアの向こうに待つリビングの方で小さな影が躍ったような、そんな気がしたのだ。

　それは男の子だったか、あるいは女の子だったか。

『んっ、んう……んんんーっ』

　開いたドアからそちらを覗のぞき込こんでみれば、小さな影が透明な瓶の蓋と格闘していた。中身は色とりどりの飴あめ玉だまらしい。改めて確認する。前髪がかかっているので分かりにくいが、どうやら女の子のようだ。

　ダイニングの方から別の人影がやってきた。

「小僧……？」

「……、」

　完成された召喚師は呟つぶやきに応えなかった。

　実体は……ないのだろう、きっと。しかし冥めい乃の河かわ葵あおいは気軽に手を伸ばし、その手がすり抜けてしまうのを確かめてみようとは思えなかった。ただの映像にしては存在感があり過ぎるから……ではない。まるで雪の結晶のようだった。触れただけで溶けてしまうような、そんな儚はかなさを纏まとっていたのだ。

　それは。

　当たり前のように殴られ続けてきたという、少年の言い分もあったのかもしれないけれど。

『貸してごらん、×××』

『自分でやる』

『ほら、開けてあげるから』

『や!!　自分でやるのっ！』

　これだけ見れば、ほんのわずかだけど温かいものを胸に受けたかもしれない。不気味なゴーストハウスやダンジョンなどではなく、人の血の通った家であった事を思い出させてくれるような。

『なら蓋に布を被かぶせてから摑つかむんだ。ハンカチとか……』

『こう？』

『ああっもう服の胸元で……まあ良いいか。そのまま力を加えて』

『んぐぐぐぐぐっ……ひゃっ!?　やった、取れたっ!!』

　勢い余って透明な瓶から全部撒まき散ちらしそうになるのをギリギリで抑え込みつつ。

　小さな女の子の方が、瓶の中から掌てのひらへいくつか丸い飴あめ玉だまを転がした。

『じゃあこれあげる。イチゴ味。私が取り出したんだよ』

『そう』

『私もイチゴ味』

『それだと偏ってしまうよ』

『んっ、お揃そろいだからこれで良いいの』

　葵あおいはしばらく、そんなどうでも良いい、しかし確かに存在した光景を眺めていた。笑って寄り添う二人を見ていると、絶望しかなかった訳ではなさそうだった。

「わっ」

　葵あおいが素っ頓狂な声を上げたのは、飴あめ玉だまを口に含んだ二人が躊ちゆう躇ちよなくリビングからこちらの玄関へ走ってきたからだ。仕組みが分からないのでこちらから触れるのは躊躇ためらわれたが、向こうから来てしまうとは。腰を折り、思わず両手で受け止める仕草をした葵あおいの体をすり抜けて、幼い男女は玄関で靴を履いて外へ出かけてしまう。

「所詮は幻、立体映像のようなもの、なのか……」

　どこかホッとしたように冥めい乃の河かわ葵あおいは呟つぶやいていた。

　しかし恭きよう介すけの反応は違った。

　彼自身、頭の中の欠けている情報が何かを必死に訴えているだろうに。

　感傷よりも合理が勝った。

　小さな幻そのものよりも、周囲全体をぐるりと観察したのだ。

「……ここにある超常は『白き女王』の残ざん滓しな訳だが。そいつのレベルが一段濃くなった？」

「小僧？」

「警戒だ、葵あおい。おそらくヤツは近くに来てる。女王を倒せば『繭』は止まり、『繭』が止まれば『色彩なき童女』も止められる!!」
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　超常、躊ちゆう躇ちよなしであった。

　人間を知る旅が、いよいよ本筋に入る。

　恭きよう介すけと葵あおいが土足のままリビングを横断して小さな庭へ飛び出すより一瞬早く、コンクリート塀を乗り越えた『白き女王』と信楽しがら真ま沙さ美みの二人は迷わず跳んだのだ。

　二階の、ベランダ部分まで。

　庭に影が落ちない事だけ確かめる二人の耳に、機械を通した音声が伝わる。

『……うへえー、ニアミスニアミス。普通そこはいったん撤退しません？　ツーバイフォーでニンジャごっことか、馬鹿デカい代だい官かん屋や敷しきに忍び込んでいるんじゃないんですよ』

《そちらから見て何か異変は？》

『質問の意味が分かりませんけど、なんか時折色が散乱するんですよね。実は私が見てるものとあなた達が見てるものは全然別物、みたいなオチつかないでしょうねこれ……？』

　ちょうど上下で死角に入った二人を遠方から観察しているビヨンデッタから、呆あきれ半分感心半分といった調子の声が耳元に飛んでくる。

『あと女王、カジュアルワンピの裾！　あれほど注意してくださいって言ったでしょ!!』

「あら、はしたなかったですわね」

　ベランダはいくつかの部屋をまたいでいるようだったが、いずれのガラス戸も鍵がかかっている様子はない。そのまま横にスライドして『白き女王』と信楽しがら真ま沙さ美みは屋内へ滑り込んでいく。

「靴」

《これは失礼》

　あの女王から常識や作法の不備を指摘され、首のホイッスルを揺らしながらポニテ研究者が今さらのように履き物を脱いでいく。こちらは子供部屋のようだ。勉強机の上にはいくつかの文房具が、床の上には積つみ木きやロボット人形などのオモチャが散らばっている。

　何かが。

　膨大な何かが、『白き女王』へ雪な崩だれ込こんでいくようであった。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　正確な話は誰にも分からない。

　だけどこの時『白き女王』の胸を突き抜けていったのは、恭きよう介すけが家の前で味わった感覚と全く同じものだったのかもしれない。

　砕け散ったアルバムのデータを一つ一つ修復していくような。それでいて全く見覚えのない写真や動画が混ざっているかもしれないという漠然とした恐怖も入り混じった……。

「お懐なつかしい……」

　感慨深そうにそれらを眺める『白き女王』は、しかし決して一つも触れなかった。

　どうしようもない禁忌を感じているかのように。

《……？》

　スーツの上から白衣を羽織った信楽しがら真ま沙さ美みが気にしたのは、部屋の壁に寄せてあるベッドの方だった。

　普通のものではなく、二段ベッドになっていたのだ。

　よほど特殊な状況でない限り、この部屋は二人で使っていた事になる。改めて観察してみれば、文房具やオモチャも男モノと女モノが混在しているように見受けられた。

　しかし、その内に気づく。

《シジル……？》

　そう。

　何気なくそこにあるベッドシーツの皺しわの一つにすら、意味がある事に。

《タットワ、タロット、生命の樹き、魔術武器の製造と聖別、テレズマの導入と正確なコントロール、地下納骨所構築、香の管理、アストラル・プロジェクションにおける精神防護、星の方陣、各神話宗教における神格ごとの共通照応表……それに極め付けは、薔薇十字記章ですか。でもここにあるのは正統ヘブライ二二字換算ではない、変則アルファベット二六字換算で人体と世界を記したスクリプト＆グラフィカルインターフェイス方式。だとすると、まさかこれって!?》

　薄手のカジュアルワンピースに生脚の『白き女王』は淡く笑っただけだった。

　ぱた、ぱた、ぱた、ぱた、という小さな音があった。

　規則的だが、あまりにも軽い。だから最初、スーツの上から白衣を羽織った信楽しがら真ま沙さ美みはそれが人の足音だとは認識できなかった。

　開いたままのドアの先、狭い廊下の方で何か小さな影が横切った。

　小さな女の子、だったと思う。

　それもまた、虫歯や洗濯物の放置と同じく虐待のサインの一つという。手入れを怠り、前髪で目元が隠れていたが、どこかの誰かと面影があるような……。

　ザァッ!!　と。

　また一つ、レコードの溝を針でなぞるように、幻想が世界の欠けていた情報を埋めていく。

　城しろ山やま恭きよう介すけにとって、あるいは当人そのものよりもクリティカルな過去の象徴。

《待っ……》

　慌てて子供部屋から廊下の方に出ても、もう小さな影はどこにもない。

　元より形のない幻なのだ。

「ドクトルＳは」

『白き女王』が、後からゆっくりと廊下へ出てきた。

　これまでとはどこか視線の強さが違う。何かを取り戻した顔つきだった。

「召喚儀礼を扱う人間を育てるにあたり、ただ自分で完成させたマニュアルを行使するだけでは足りないと考えたようです。アプリをタップするだけの利用者と、中の構文まで理解し尽くしたプログラマやエンジニアの違いかもしれません。とにかく自分の子供達に、わざわざブラッドサイン式以前の複雑でややこしい基礎の基礎から詰め込もうとした。彼は、ユーザーではなく管理者を創造しようとしていた」

《……、》

　廊下には誰もいないはずなのに、にぎやかな声がわずかに響いていた。

　どうやら物置の扉のようだが、声質は大人のものだった。

『んっ、魔法少女の観みる』

『ボリューム落とさないとダメだよ、×××。バレたらまた面倒になる』

　幼い兄きよう妹だいが寄り添って、電子辞書にでも組み込まれたワンセグテレビを観みているのかもしれない。漏れ聞こえるのが明るくはきはきした声や音楽だからこそ、もの哀がなしい空気が信楽しがら真ま沙さ美みのいる子供部屋まで忍び寄ってきた。

「無茶苦茶だと、そう思ったかもしれません。事実、三大勢力を渡り歩いてアワード１０００に届く『だけ』ならサービスを利用するだけで構わないのです。そんな詰め込みのために命まで削る事を強要した。一見すれば無駄な努力の極みと言えますね」

　言葉が溢あふれる。

　今の『白き女王』は、まるで失われた言葉を伝える清浄な巫み女このようであった。

「……これまであにうえが様々な事件を解決してこられたのは、ただサービスを利用するだけでなく、その内側で何がどう働いているかを見極める事ができたから、でもあります。このわたくし、『白き女王』を永続的に召喚するにあたって、多くの信奉者が安全なブラッドサイン式を分解してグロテスクな儀式へ作り替えてきた。それをすぐさま看破できたのだって、基礎の基礎、アプリの内側でどのようなプログラムが走っているかを正確に把握していたあにうえだからこそでございましょう」

《本当に、それが答えなのでしょうか……？》

「と言いますと？」

《ドクトルＳは、自分で作ったブラッドサイン式では『白き女王』を完全に御する事ができないと考えていたんですよね。だから、いったん完成してしまって動かしようがない儀式手順ではなく、扱う人間の方を強化しようとした》

　白衣にスーツの信楽しがら真ま沙さ美み自体、この小さな家に圧倒されているはずだ。

　ここは聖域。海底に沈む得体のしれない巨大神殿よりも、なお『重い』。

　彼女は慎重に言葉を選ぶようにして、

《つまり、ドクトルＳにはこんな願望があったのでは？　自分が間違って完成させてしまった、行き止まりのブラッドサイン式の上を行く統一理論を教えて欲しい。だから基礎の基礎、あらゆる材料を子供達に詰め込んで、魔女の鍋の中から妙薬が出来上がるのを待っていた。始まりは予測不能の闇鍋状態でも良いい、とにかく奇跡の配合が現れるのを願って》

「随分とドリーム成分多めな解釈でございますが、だとすればドクトルＳは被験体の数をもっと増やしたでしょう。それこそ、千でも万でも子供達を集めて」

《しかし恭きよう介すけ君くんはある意味で成功させています》

「？」

《ただ一つの目的を貫徹する色彩なき童女aie・a・oio・ei・ueo・ioa・e・uai・ee。女王を殺す、応用すれば脅して従わせる具体的な対抗手段を構築してしまったのですから》

　なるほど、と白いカジュアルワンピースに生脚の『白き女王』は思わず頷うなずいてしまった。

　そういうものの見方もできる訳か、と。

　ただし、

「だとしても、それはドクトルＳが最初から狙って構築したものではないでしょう。むしろ、あにうえがドクトルＳの予測を超えて成長してしまったと見た方が正しい」

《予測を、超えて……？》

　それも重要だが、より気になるのは後に続く言葉だった。

《……成長して、しまった？》

　ドクトルＳがどうしようもない悪意の坩堝るつぼのような人間だったのは、この息が詰まるような重たい家にいるだけで分かる。世界中から恵まれない子供達をかき集めた『女王の箱庭』を主導しておいて、と思うかもしれないが、そんな信楽しがら真ま沙さ美みからして圧倒されているのだ。この小さな家は、地下深くに建造されたシェルター施設よりもなお、深く、暗く、重い。十分な生活環境を整備された『箱庭』、プールで泳いだりケーキを食べたり笑顔もあった地下施設と違って、常人であれば空気を吸っているだけで魂の方からぐずぐずに腐り落ちてしまいそうだった。

　対して、カジュアルワンピースの短い裾を下に引っ張りながら、『白き女王』は呆あきれたように息を吐いた。

　作られた地獄に投じられただけで終わる少年ではないと、そう語るように。

「お忘れでございますか？」

《なにを……》

　言いかけた時だった。

　ぱた、ぱた、ぱた、ぱた、とあまりにも軽い音があった。

　足音とは思えないほど、軽過ぎるもの。

　小さな女の子が子供部屋に入ってきた。一瞬息を吞のんだ信楽しがら真ま沙さ美みだったが、向こうにこちらは見えていないようだ。

『よいしょ』

　二段ベッドの上の段へハシゴで上がると、幼い少女は天井を小さな掌てのひらで押した。いいや、そこだけ四角くズレる。天井裏にスペースがあるようだった。

『ミニカーに、ボールに、動物図鑑、と。これで大丈夫……』

　信楽しがら真ま沙さ美みが首をひねっていると、『白き女王』から補足が入った。

「この家の全てはドクトルＳが必要と思ったものの詰め合わせでございます。逆に言えば、不要なものは捨てられてしまいます。あにうえの持ち物であろうとも」

《恭きよう介すけ君くんの捨てられたオモチャをこっそり取り返して、屋根裏に隠していた……？》

「……そうですわね。そういう一面もあったのでございましょう。この分だと、彼女がゴミ袋を開けている間、母親の方もドクトルＳの注意を引き付けていたのかもしれません」

　廊下の方から、少女を呼ぶ男の子の声があった。

　慌てて四角い蓋を閉めて二段ベッドから降りると、幼い少女は勉強机の引き出しから安っぽいヘアゴムを二つ摑つかんで部屋から出ていった。

　そちらで声があった。

『髪うっとうしい。何とかして』

『どうするの？』

『今日はついんて！』

　信楽しがら真ま沙さ美みは廊下の方が気になったが、不意に声が途切れてしまった。

　息を吞のんだり、どこかへ足音が遠ざかる訳ではない。

　明らかに、音源が消失していた。初めから存在しなかったかのように。

　自分の髪を指先でいじくりながら、『白き女王』は何とも言えない顔で息を吐いていた。

「話を戻しましょう。確かにここはドクトルＳの醜い夢に形を与える実験場でございました。あにうえの尊厳は理不尽に踏みにじられ、必死の抵抗も虚むなしく母親と『妹』は目の前で殴られ続けた。ですが、本当の本当に全てクソ野郎にとって順風満帆だったとでもお思いですか？　この実験場は、最終的には閉鎖に追い込まれたのでございますよ」

　あ、と今さらながら思い知らされた。

「……存外、ドクトルＳについて詳しくないご様子でございますわね。箱庭の子供達が皆『城しろ山やま』を名乗っていたように、あなたが主導していた計画でもドクトルＳは重要な位置にいたはずですが」

《正直に言えば、恭きよう介すけ君くんが精密誘導ミサイルだった事までは把握していました。女王、あなたの暗殺計画についても。ただしどうしても、私には割り切れなかった。アワード３０００、三大勢力全体のトップにいながら、巨大な組織が動き出すのを止められないままにね。ドクトルＳがどのようにして恭きよう介すけ君くんを造っていったのかも、過程は把握できていませんでした》

　しかし、だ。

　あまりにも生々しく痕跡が残されていたため、今の今まで信楽しがら真ま沙さ美みの意識からすっぽ抜けていたのかもしれない。

　事実として、歴史にある通り。

　城しろ山やま家けはどこかのタイミングで実験を打ち切り、一家離散の形に偽装して現場から撤収している。

「たすけて」

『白き女王』は、あるフレーズを口に出した。

　それはどこにでもあるありふれた言葉。下手するとそこらの不良が口癖のように言い合う『殺すぞ』よりも溢あふれ返かえっているかもしれない言葉。

　だけど時として。

　世界の全てよりも重たい意味を持つフレーズ。

「あにうえはその言葉の本質を理解しております。だから、いかなる環境・条件であろうが、その言葉を聞けばもう止まらない。世界の全部を敵に回してでも駆けつける。『女王の箱庭』での一件がトリガーだとすれば、こちらはリロードとでも言うべきかもしれません。そもそも全てのきっかけは、この城しろ山やま家けにあった」

　すでに終わった事かと思っていた。

　悲惨な過去の残ざん滓しを追い駆けるのだと。

　だけど『白き女王』のその言葉により、状況は一変する。結局、幼い城しろ山やま恭きよう介すけは何をしたのだ。ドクトルＳに抗あらがったのか。その結果、顔の見えない母親や『妹』の行方は……？

　勝ったのか、負けたのか。

　おそらくギリギリのギリギリで放たれた『あの』フレーズに対し、毎日毎日屈辱を舐なめながら己の牙を研ぎ続けた城しろ山やま恭きよう介すけは最後の最後で成し遂げたのか、否いなか。

《恭きよう介すけ君くんは……》

　いよいよ、パンドラの箱が開く。そう思う。

　ごくりと喉を鳴らして、信楽しがら真ま沙さ美みは先を促す。

《恭きよう介すけ君くんは、ドクトルＳに一体何を……？？？》

　直後の出来事だった。




『だああっもう!!　撤収、いい加減に撤収してくださいっ！　恭きよう介すけちゃんと依より代しろが奥に引っ込みました。一階の窓に反応なし。おそらく階段を使って二階へ上がっている真っ最中です!!　狭い家屋の中じゃ逃げも隠れもできませんよ、見つかったら人間を知る旅も全部おしまいでしょ!!』




　ビヨンデッタからの怒鳴り声が、二人のイヤホンから鼓膜へ突き刺さった。

　束つかの間ま、聖域の空気が破られる。

　顔をしかめる信楽しがら真ま沙さ美みに、『白き女王』はわずかに肩の力を抜いた。

「……ここまでにしましょう」

《しかしっ……》

「わたくしとしては、すでに必要な情報は全て取得しております。それにわたくし達が過去の残ざん滓しまでやってきたのは、真実を暴あばくためではございません。それは手段であって目的ではない。今ここであにうえ達と鉢合わせになれば、全てご破算となりかねません。絶対に避けなくてはならない事態です」

《……、》

　ぎしっ、みしっ、と分厚い板を踏むような足音は信楽しがら真ま沙さ美みの耳にも届いていた。今度の足音には重みがある。おそらく階段を上っているのは小さな影の幻覚ではないだろう。

　唇を嚙かみ、逡しゆん巡じゆんして、そしてポニテ研究者も決断した。

《……分かりました。続きはまた今度です》

　そこから先は迅速だった。

　子供部屋を横断した『白き女王』と信楽しがら真ま沙さ美みは、一〇年放置されても錆さび一つないベランダの手すりに足を掛ける。

　ふと視線を感じて信楽しがら真ま沙さ美みが振り返ると、子供部屋の方から小さな女の子がこちらを見ていた。

　いいや、向こうからこちらが見えているはずがない。

　どれだけボロボロになっていても、手を差し伸べる事は叶かなわない。

《[image: ～][image: ～][image: ～]っ》

　一度瞼まぶたを閉じて、何かを振り切るようにして。

　信楽しがら真ま沙さ美みは改めて『白き女王』と向き合うと、二人はベランダから大きく跳ぶ。

『女王っ風で膨らんでますカジュアルワンピの裾があ!!』

「あら失礼」

　そのまま庭の上を飛び、コンクリートの塀を乗り越えた直後だった。

《……うそ》

　ザァッ!!　と。

　バケツをひっくり返したような土砂降りの雨が頭から降り注いできたのだ。頭上を見上げれば黒く分厚い雨雲。断続的に雷鳴の唸うなる低い音も耳に届く。

　夏場にありがちな夕立だろうが、それだけでは説明できない。

　一瞬前まで、突き抜けるような青空だったのだ。

「太陽」

　ずぶ濡ぬれのカジュアルワンピを肌に張り付かせた『白き女王』が短く囁ささやいた。それでようやく信楽しがら真ま沙さ美みも景色全体を映す色合いに気づく。

　夕闇。

　頭上をどす黒い雲に覆われているものの、そもそもの太陽の傾きがおかしい。この夕立は、今降り始めたのではない。すでに止やみそうなタイミングであった。所々、切れ間から射さし込こむ光はオレンジに色づいていたのだ。

　雨に打たれている事実さえ忘れて、信楽しがら真ま沙さ美みは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

《ほんの数分だったはず……。せいぜい、子供部屋を見たくらいでしたよね、女王》

「時間の流れに滞りがある。分かっていたはずでございましょう。表に出たら数世紀過ぎていた、とならなかっただけでも僥ぎよう倖こうでは？」

《……、》

『ぬおーい、不安になるから生存報告はきっちりしてくれませんかね？』

　迂う闊かつに質問はできなかった。

　……外は夕立、中は青空。では遠方からずっと観察し続けてきたビヨンデッタの頭の中では、どのように整合性を保っているのだろう？
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　実は、『城しろ山やま恭きよう介すけの妹』を気に掛けていたのは、冥めい乃の河かわ葵あおいや信楽しがら真ま沙さ美みだけではなかった。

　時刻は午後六時、夕暮れ時。

　セミの鳴き声もミンミンからカナカナに変わりつつあった。見た目だけなら寂せき寥りよう感かんがあるのだが、辺り一面普通に暑いままだ。このまんま熱帯夜になりそうな香りが漂ってきた。

「……あらあら。日本のお役所は閉まるのが早いという伝説は本当だったんですね」

　お上品に頰へ手を当てるＦ国君主シンセアリア、『待ち』の時間であった。そうなると、自然とこうなる。

「ヴィアちゃん、麦わら帽子は忘れずに」

「ううー。でもこれ、頭が蒸れる」

「ほらほら、こまめな水分補給も。ほらほらほら」

「お母さんちょっとしつこい、さっきからべたべたし過ぎっ」

　その時だった。

　母の長い耳が、小さな音を聞き取った。レイチェルがガラスの窓をマイナスドライバーで二回突いたのだ。内鍵のすぐ近くだった。蜘く蛛もの巣すのような亀裂が重なり合い、小さな三角形の形でガラスが数センチだけ器用に取り外される。

　勝手知ったる調子で窓を開け放ちながら、銀の鎧よろいやタイトスカートのレイチェルはこちらを振り返った。

「どうぞ、我が君主」

「頼みはしましたけど、レイチェルちゃんもあの内戦でたくましくなりましたねえ。それ以前なら騎士道に反する行為はうんぬんで断固反対だったでしょうに」

「Ｆ国のためならば、いくらでも泥を被かぶるのが騎士の務めと会え得とくしましたので」

「ビミョーに心配な言い回しだわあ」

　こういう時、窓から侵入するにあたっても青いドレスを纏まとうＦ国君主はいちいち優雅であった。

　やけに寂れた地方都市の市役所。

　職員は残っていないためか、エアコンや照明は点ついていない。サウナのように蒸し暑い日本の気候をこれでもかと満喫できる最悪の環境だった。

　保冷カバーをつけたペットボトルの炭酸水をぐびりと飲みながら、傍かたわらでオリヴィアがこう尋ねてきた。

「ここにお兄ちゃんの秘密があるの？」

「ええ、わらわの見立てが正しければ。適切な助言をするためには、弱い所や悪い所も把握してあげないといけませんし」

　あくまでも楚そ々そとした歩みのシンセアリアは指を一本立てて、

「ドクトルＳは一般家庭を装よそおってこの地方都市に小さな隔離実験場を設けました。成功だったのか失敗だったのかはいったん置いておいて、彼は最終的に一家離散、夜逃げ同然の『失踪』という形で現場から撤収しています」

「それがどうしたの？」

「つまり正規のお引っ越しの手順を踏んでいないのです。空き家対策のアラートが点いた案件は、のちのち法的トラブルが起きないよう別枠で特に丁重に保存されます」

　だとすると、だ。

　長い耳のシンセアリア達が忍び込んだのは、書類保管庫であった。

「平たく言えば、住民票や戸籍謄本が当時のまま残っているのではないかなーと」

　この辺り、『白き女王』が世界の情報ごと削り取ったという馬鹿げたスケールの状況ではあるものの、意図した隠蔽ではないので情報消去を徹底していない可能性が高い。

　とはいえ結構危ないのが、失踪から一定期間が経過すると死亡扱いにできる、という失踪宣告がある事だ。通常は七年前後だが、戦争や海難事故など特殊なケースでは一年足らずで受理される場合もある。

　七年。

　日本の高校に飛び級はないらしい。恭きよう介すけの歳としを考えるとリミットを超過している。仮にどこかから申請が出ていたら死亡扱いで住民票も消されている事だろう。役所側は空き家の処理でトラブルにならないと確定すればそれ以上は何もしないはずだ。

　ただし基本的には遺産処理などに使う制度なので、家庭裁判所に誰かが申立てをしない限りは発生しない案件でもある。簡単に言えば、出たトコ勝負といったところか。

「一定以上のアワードを獲得した召喚師や依より代しろは一般人の認識から消える。そういう意味でも、書類も忘れ去らされたまんま残っているとわらわとってもありがたいんですが……」

「過疎化の進んだベッドタウンとはいえ、流石さすがに紙で保存できる量ではなさそうですね」

「レイチェルちゃん、具体的な話はよろしく」

　今時は何でも電子化が進んでいる時代だが、その全てがオンラインで開放されている訳ではない。住民票程度はコンビニのコピー機からでも印刷できる時代になったが、だからと言ってネット喫茶からハッキングを仕掛ければ何でもかんでも引っ張り出せると思ったら大間違いだ。

　結局、昔ながらの方法で建物に忍び込んで内部のコンピュータに触れた方が圧倒的に情報は盗みやすいのである。

　メガネを掛けたレイチェルはすっかり日焼けした旧式のパソコンやキーボードではなく、ケーブルを使って接続したモバイルの方を操作する。ユーザー名もパスワード認証も必要なく、しかも大元の機材にアクセスログも残らない。本来であればＦ国に間接攻撃を仕掛けてきたトイドリーム社をまさぐるための機材だった。非常に有用だが、施設内部へ直接潜り込む技術が別枠で必要になるため、普通のハッカーにとってはあまり魅力的とは思われないだろう。

「城しろ山やま、城しろ山やま、城しろ山やま……。この国ではさほど珍しい名字ではなさそうですね」

「わざとですよ。それと明確にフルネーム分かっている人がいるでしょう。城しろ山やま恭きよう介すけは？」

「出ました」

　古いモニタの方に大きく映しながらレイチェルが応じた。

　ドクトルＳ。随分と大仰な通り名だったが、本名の方は意外と凡庸だった。それを言ってしまえば城しろ山やま恭きよう介すけも同じか。これが本名かどうかも分からないし、ひょっとしたら一家全員目立たない偽名で揃そろえていただけだったのかもしれない。

　他に恭きよう介すけの母、そして『妹』の名前も並べられていた。

　しかし、だ。

「名前だけ……？　顔写真のようなものはないのですか」

「住民票ですからね。マイナンバーカードなら写真もあったでしょうが」

「レイチェルちゃん、フルネームで外部ネットを検索。学校行事でもＳＮＳの個人アカウントページでも構いません」

「了解しました我が君主。ただし……」

「ええ、わらわも分かっておりますよ」

　城しろ山やま恭きよう介すけは当時五歳か六歳。『妹』はさらに下だ。小学校に入学しているかどうかも怪しいし、当然ながらＳＮＳで自分のアカウントを取得している線も薄い。保険証には写真がないし、その歳としなら免許証とも縁はない。どこを歩いてもカメラレンズとぶつかるこのご時世、本当にたったの一枚も写真画像がないとは思えないが、検索のしようがなければそれまでだ。

　しかし運は彼女達に味方した。

　地域のコミュニティサイトを巡回している内に、メガネ騎士のレイチェルが何かを見つけたのだ。

「パスポートだ……」

「レイチェルちゃん？」

「商店街を中心として、海外交友活動を行っていたようです。つまり年一のペースでベッドタウンの住人全体が海外旅行に出かけている！　〇歳の乳幼児だろうがパスポートには必ず顔写真を添付するはずです。ここから追い駆けられます!!」

「良くやりました、このわらわが褒めて遣わす」

　幸い、この近辺では旅券申請も市役所と同じ建物で行っているらしい。過疎化で予算も少ない、経費を削減するため複数の公共機関が寄り合い所帯を作っている関係だろう。わざわざ別の建物のガラスを割って侵入する手間は省けた。

　部屋を移動して再度モバイルから侵入を試みると、やがてそれは出てきた。

　城しろ山やま恭きよう介すけの『妹』。

　その顔写真。

　しかし念願の情報を手に入れたはずの君主の隣で、オリヴィアが思わず眉をひそめていた。

「……これは……？」
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『繭』は直径八キロにまで膨らんでいた。

　一〇キロに達すれば世界が終わる。

　となれば、そろそろ死後の世界について考え始める者が出てきても不思議ではない。

「大丈夫、だいじょうぶ。これは初めから決められていた裁きの時。皆様、何も心配する必要はございません。日々の暮らしに落ち度がないと言えるなら、安心してその時を待ちましょう」

「……、」

「『白き女王』に賛美を!!　神々を越えた先に待つあの御方こそ我々の魂を救済なさる唯一の存在なのですッ!!」

　うるせーなーもー、という目で青ビキニを纏まとうアザリア＝マゼンタレインは砂浜に跪ひざまずいて感極まっているシスターを眺めていた。南米ディアブル島。『ガバメント』系の秘匿監獄に収監されているのはアザリア一人ではないのだ。

『ザ・セイント』。

　元はと言えばアザリアと同じ女王の信奉者『ブライズメイド』の一員ではあるものの、今のアザリアは呪縛から解けている。そしてシスターの方はそうではなかった。それは恐怖の裏返しか。この暑いのに修道服に身を包み、『白き女王』へ祈りを捧ささげ続つづける彼女は、もはや瞳に恍こう惚こつとした光を宿していた。

　マリア＝ハートオーシャンからはいくつかの報告を受けていた。

『繭』の他にも、色々と。

「そんなに死ぬのが怖ければ、より強大な力を持つとされる『色彩なき童女』にでも帰き依えすればよろしいのではなくて？」

「何を馬鹿な。真なる最強は『白き女王』以外にありえません、人の手で創られた未み踏とう級きゆうなど!!」

「『白き女王』がどのように生まれたのかも知らないくせに。これで普通に人の母親から生まれたモノであったなら、あなたは今かの存在に唾を吐いた事になりますわよ？」

「大丈夫、人は迷い間違いながら正しい道を探して歩んでいくのです。『白き女王』は我々には計り知れぬ深い心を持った方、これくらいの事ではお怒りにはなられませんっ!!」

　ああ言えばこう言うであった。

　というより、論破されて言葉が詰まってしまえば受け入れざるを得なくなる。

　間もなく世界は滅ぶ。

　そしてその時、救いの優先チケットは手元にないと。

（……しかし実際）

　本当に危険なのは、『白き女王』や『繭』なのだろうか？

『白き女王』に対抗するために新たな未み踏とう級きゆうを作り、結果、実際に『白き女王』を打倒してしまった『色彩なき童女』。にわかに信じ難いもののその情報を基に仮説を組み立てた場合、単に『白き女王』以上の脅威が世界に投入されたというだけの話なのではないか。

　兵器の分野は、やられたらやり返すが基本だ。

　新兵器はいつまでも独占できない。実戦に投入された段階で敵方に分析され、故障や破壊によって動かなくなった機体を回収された時点で、同等かそれ以上の兵器を生産されてしまうと見た方が良いい。これを延々と繰り返していくと、殺傷能力は天井知らずとなっていく。相手よりも、より良よいものを。手しゆ榴りゆう弾だん、毒ガス、地雷、戦車、ミサイル、何でもそうだ。そんなシーソーゲームによって、当の開発者自身、自分の手を止められなくなってしまうのだ。

『繭』が女王の一部なら、その肥大化によって『色彩なき童女』も反応を示すだろう。

　マリアが弾はじき出だした答えが正しければだが、何しろあの未み踏とう級きゆうは、『白き女王』を殺す事だけを考えて組み上げられたらしいのだから。

「理論上、『色彩なき童女』は条件さえ揃そろえば誰でも召喚できるはずだけれど」

「汚けがらわしい、女王に傷をつける力など！」

「……しかし実際には、城しろ山やま恭きよう介すけ以外に成功例はないのですよね。これだけ全世界が沸騰している状況なら、誰でも手を出しているとは思うのですけれど」

　それもまた、破損によるものか。

　あるいは、他に何か理由でもあるのか。
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「ぬぐぐごご」

「一体どうした葵あおい？」

「四角四面なびじねすほてるにどこでも売ってるようなこんびに弁当。こっちは旅の真っ最中じゃぞ!?　ふーぜーいーがなーいー!!」

　夜になっていた。

　恭きよう介すけ達たちはいったんあの家からは引き返していた。時間の流れが歪ゆがんでいるため、どんな影響が出るか読み切れないという理由もあったからだ。

　お風ふ呂ろ上あがりで濡ぬれ髪がみの冥めい乃の河かわ葵あおいは、特に何のロゴもないごわごわしたタオル地のバスローブを纏まとったまんまベッドの上で大暴れであった。列車の時とは勝手が違うのは、旅の刺激に慣れてきたからか。海外旅行でしばらく過ごすと白米やみそ汁が恋しくなるアレだ。おかげであっちこっちはだけてしまって危なっかしい。仕草だけなら子供のようだが、おそらくあの調子だとサラシもフンドシもなさそうだ。

　そもそも観光地にもオフィス街にもなれなかった、地元の住人以外に誰も訪れない寂れたベッドタウンに宿があっただけでも拾い物だ。最悪、悪夢をそのままホルマリンにでも漬け込んで保存したようなあの小さな家で寝ずの番の可能性も考えていた恭きよう介すけとしては、幸せ以外の何物でもないのだが。

「おいコラ有料放送壊れとんのかーこれ!?　自販機で買ったかーど差し込んだろお!!」

「それは風ふ情ぜいなのか？」

　コンビニやネット通販と一緒だ。おそらく全国区対応という看板を設けたいが故に赤字覚悟で設置されているだけの、チェーン系列のビジネスホテルであった。こうなってくると電話ボックスや郵便ポストのように、公共インフラの一環として置いてあるのではと思いたくなる。

「何より温泉ないのが大減点。何じゃあの膝を抱えねば入れん小さなばすたぶは!?　見るべきものと言えば洗面台と端っこが欠けとる小さな鏡、後は洋式便器くらいしかないではないか！　うおおジメジメした洞穴からせっかく念願の外に出たんじゃぞ、わしの月見酒はどっちなのじゃー!?」

「葵あおいってお酒飲んでも大丈夫なんだっけ？」

「よもや数百年稼か働どうしておるわしに今さら齢よわいとか馬鹿げた話をしておるのではないよな？　そもそもこちとら全身作り物だっつの！」

　……その作り物にわざわざ酔っ払うような機能をつけた当時の人間は一体何を考えていたのだろうか？　市販のパソコンのデスクトップ画面にやたらといらんアイコンがずらりと並んでいるのと同じで、技術的に余裕があると色々付け足したくなるものなのか。

　葵あおいはベッドのスプリングを利用してびよんと飛び起き、素すっ裸ぱだかに雑なバスローブ一丁だっていうのに乱暴にあぐらをかくと、もはや宝の持ち腐れとなったワンカップ横綱の蓋をばこりと開ける。

「あの、ちょっと」

「何じゃ!?」

「そっち僕のベッドではないか？　さっきあなた隣のベッドでもぞもぞしていた訳だが!?」

「うるさいむっつりガキめ、全部わしの匂いとぬくもりで埋め尽くしてくれるわー!!」

　何だろう、この、人類最古のどうたらこうたらなのにコンビニ酒が異様にサマになる風格は。競馬場のおっさん以外は持て余すワンカップ横綱がこうも手に馴な染じむ美女も珍しい。サイドテーブルに広げているコンビニ枝豆も込みでの話だ。

「ぷはー……。でじゃ」

「うん？」

　きちんとうなじまで紅潮させる大変高性能な葵あおいはこう続けた。

「小僧の方こそ駅前まで戻ってしまって良かったのかえ？　何やら『白き女王』を待ち伏せるみたいな話をしておったが」

「……というか、おそらく昼間同じ空間にいた」

　ぶっ!?　と葵あおいが思わず（実は結構度数の高い）日本酒を噴き出していた。

　ちょっと町内会の肝試しで林道を歩いていたら、すぐそこに動物園から逃げ出した人ひと喰くい虎とらが徘はい徊かいしていたのを後から聞いたような反応だった。

　恭きよう介すけの方も重たい息を吐いて、

「今にして思えば、レベルの話だけどね。おそらく家の周りにカメラやセンサーを敷ふ設せつしてぐるぐる見回りする程度ではすり抜けられるのではないか。行動を封殺しようとしてもダメだ、『白き女王』や信楽しがら真ま沙さ美みの思考からして先読みしないと……」

　冥めい乃の河かわ葵あおいは非常に複雑な顔になった。

　浄じよう瑠る璃り方ほう式しき。彼女とて人間とは違う存在のはずなのだが、

「……あの女王に、アワード３０００……。それはー、ほんとに可能な事なのかえ？」

「やるしかない」

　可能かそうでないかを判断基準にしていたら、もっと早い時点で城しろ山やま恭きよう介すけは人生を諦めて『白き女王』に屈服していただろう。できるできないで論ずる段階は過ぎている。

「重要なのは母親と『妹』を中心とした、欠けている情報の主観修復だ。あの家は確かに重要な資料だけど、闇雲にずっと滞在したって刺激は得られない訳だが。何を、どこを、見るべきか。それをきちんと把握しておかないとね」

「では確認するぞえ」

「？」

「『白き女王』は基本的に城しろ山やま恭きよう介すけにしか興味がない。今現在お主の前に顔を出さないという事は、城しろ山やま恭きよう介すけ本人ではなく周りに漂っておる情報に興味がある。例えば過去。『女王の箱庭』の跡地にちょっかい出しておる様子もないから、女王はもっと深い位置にあるドクトルＳの研究に目をつけた。それがここ、地図の中に埋もれてしまうようなべっどたうん」

「それが？　わざわざ確認するような事かな」

「では本題。そもそも『白き女王』は何な故ぜお主に固執する？」

　ぐびりと透明な液体を一息に呷あおる。

　片目を瞑つむり、指を一本立て、バスローブの胸元が大変ゆるい冥めい乃の河かわ葵あおいはその指を恭きよう介すけに突き付けてきた。

『白き女王』と非常に良く似た目鼻立ちを持つ浄じよう瑠る璃り方ほう式しきが、足りないものを埋め合わせようとするかのように。

「いいや、そもそも『白き女王』とは誰じゃ？」

「……、」

「『白き女王』を語るにあたっては、直線的な時系列は何の意味も持たぬ。現在が生まれた結果過去が書き換えられる、くらいはざらじゃからの。だから敢あえて大胆な仮説をぶち上げるぞ？　ヤツは、何な故ぜお主をあにうえと呼ぶ？　もっと言えば、『白き女王』とはつまりお主の『妹』なのではないか？？？」

　決定的な問いかけだった。

　しばしの時、両者の間で沈黙があった。

　やがて、そっと城しろ山やま恭きよう介すけは息を吐く。

　彼は答えた。




「いいや、そういう話ではないんだよ」
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　そして『白き女王』は紙コップの口を壁に押し当てて黙り込んでいた。白いカジュアルワンピースに生脚のまんまほとんど四よつん這ばいで張り付いているので、お尻の辺りが大変危うい。

　恋する少女はちょっと暴走するぐらいがカワイイのだ!!

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

《あのうー、いくら何でも集音効果はないと思いますよー科学的に考えてー》

　備え付けのコーヒーフィルターをマグカップにくっつけて電気ポットからお湯を注いでいる信楽しがら真ま沙さ美みがやんわりとたしなめていた。

　エアコンはほとんど死んでいるが、試しに窓を開けてみたら思ったよりも夜風が涼しい。夕方までは酷ひどい有り様だったので熱帯夜になるかと思ったら、意外な展開であった。ヒートアイランドとは無縁なのか。おかげで体を温める必要が出てきてしまった。行ったり来たりで大忙しだ。

《ビヨンデッタちゃんは砂糖何個にします？》

「スティックで四本ミルクは三つ後は生クリームと蜂蜜とキャラメルと黒糖とメレンゲとメイプルシロップがあればカンペキです。ほんとは夏らしさを演出するためココナツミルクやオレンジの皮とかも欲しかったところですけどねー、我慢我慢と」

《……なんかいくつかダブってません？　砂糖と黒糖とか、蜂蜜とメイプルシロップとか、生クリームとメレンゲなんかも……》

「バカ！　ファ○クのカタマリかよ!!」

《あちゃー、もうハッキリと言いましたね女の子に絶対向けちゃダメなヤツ。そしてこんなコーヒーでも淹いれ方かた一つで風味がまるで変わるのだ。喰くらえお仕置きの特性苦味爆弾ッ!!》

　城しろ山やま恭きよう介すけはちょっと冷静に考えてみるべきだったのだ。

　寂れた地方都市にビジネスホテルが一つしかなかったとしたら、自然とそこに多くの人が集まってしまうだろう。おそらく『白き女王』や信楽しがら真ま沙さ美みの他に、シンセアリアやオリヴィアを中心としたＦ国関係の人間も部屋を取っているのではあるまいか。

《ほんとはねー、ブランデーを何滴か加えるのが最強なんですけどねー》

「信楽しがら真ま沙さ美みに酒持たせるとろくな事にならないので大却下。『箱庭』時代、アンタがウォッカの角瓶抱えて床で丸まっているのを何度見てきたと思ってんですかこんにゃろう」

《ええーっカフェロワイヤルとかシャレオツなのやりません!?　こう、スプーンの上で角砂糖にブランデーを染しみ込こませてからライターで炙あぶって青い火の玉にするんですようーそれをコーヒーを注そそいだカップに落とせばもうきゃーオトナーきゃーきゃー☆》

「女王、火災報知器鳴るんで大至急そこのアル中取り押さえてくださいはやーく!!」

　相手が超常の存在である、という恭きよう介すけの先入観がマイナスに働いたか。

　半身を人工骨に改造しているとはいえあくまでも人間の範はん疇ちゆうにいるビヨンデッタを除けば、彼女達は食事を抜いた程度で餓死するほど安い存在ではない。しかし、霧や霞かすみだけ食べていれば満足するような心も持っていないのだ。

　これもまた、人間を知る旅の一環か。

　ウェイトレス服の悪魔は背を反らして大きな胸を張るような格好で上を向き、お風ふ呂ろ上あがりのコーヒー牛乳感覚で冗談みたいな量の抗生物質をざらざらと喉奥へ流し込みながら、

「それにしても」

「？」

「いえ、恭きよう介すけちゃんに『妹』がいたという話ですよ」

「さほど珍しい話ですか？　少子高齢化が叫ばれるようになった時代ではございますけど、第二子以上を抱えた世帯が全くない訳ではないでしょう」

「そういう訳ではなく……」

　ビヨンデッタが言いい淀よどむと、信楽しがら真ま沙さ美みも割り込んできた。

《そうですよ。昼間は恭きよう介すけ君くん達たちと鉢合わせになるのを避ける意味でいったんお流れになりましたけど、あの子は結局何だったんですか？　女王、あなたの口振りについてもです》

「……、」

《あにうえ、と。あなたは恭きよう介すけ君くんを呼ぶ時、必ずその言葉を使いますよね？》

　誰もがそう思うはずだ。

　この二つを関連づけて考えない者はいないはずだ。

　しかし、だ。

「いいえ」

　壁から体を離した薄手のカジュアルワンピースの『白き女王』は、重たい息を吐いた。

　彼女はあの家に踏み込んだ段階で、何かを取り戻しているようだ。

「もしもそうだったら、あの地獄の日々の中、あにうえには違った救いをもたらせたかもしれません。ですが違います。わたくしはドクトルＳの娘ではございません」

　信楽しがら真ま沙さ美みとビヨンデッタは互いの顔を見合わせていた。両方とも、似たような疑問が表情に出ていた。

　なら、城しろ山やま恭きよう介すけの過去にまとわりつく『妹』とは誰の事なのだ？

　辛つらい記憶を、辛つらいだけの記憶にはしなかった少女とは。

「そもそも論点がズレております」

『白き女王』は間違った方向へ切り替えられようとするレールを強引に戻そうとするように、やや強い言葉で否定を重ねた。

　人間を知る旅が、少しずつでも実を結んでくる。

「わたくし達が追い求めているのはあにうえの過去にまつわる情報であり、『妹』の過去にまつわる情報ではございません。そこを、履き違えませんよう」

「いえ、でも……」

《そうですよ、放置しておけるレベルの情報とは思えませんけど》

「はあ」

『白き女王』は自分のこめかみを人差し指でぐりぐりやりながら、

「……まあ、どのみちあにうえの辿たどった過去をなぞっていく内に嫌でも出てくる人物ではあると思いますけれど。そもそもエピソードの骨子を並べていきましょう。あの小さな家はドクトルＳの実験場だった。研究者のドクトルＳの他に、あにうえ、母親、そして『妹』が同居していた。ドクトルＳはマニュアルに則のつとって計画的にあにうえを追い詰め、母親と『妹』はそのために暴力の餌え食じきとなった。元から素質のあったあにうえですもの、普通に叩たたいたり殴ったりした程度で屈服するとも思えません。だから、目の前で、自分よりも大切な家族を殴る事にした。お前のせいでこうなったと笑いながら」

　言葉にすれば簡素だが、実際にあったのはどこまで粘着質でおぞましい現実だったろう。『女王の箱庭』で一人でも多くの子供達を逃がすため、暴走した『白き女王』の前に直接立ちはだかった信楽しがら真ま沙さ美みからすれば想像すらできないところにある。一口に研究者と言っても色々あるがドクトルＳは明らかに人間的なモラル、ブレーキの部分が欠落している。

　しかし、『白き女王』の論点は、やはりそんな所にはなかった。

「では問題。地獄の日々を耐え忍んだあにうえにとっての希望はどこにあったでしょう？」

「え……？」

　ギョッとしたのはビヨンデッタだ。

　あるいは、恭きよう介すけの姉のような立場を取ってきたからこそ、真っ先に浮かんだのか。

「それは、まあ、母親と『妹』の存在なのでは……？　仮に恭きよう介すけちゃんがその環境で一人きりだとしたら、何のために耐えるのか目標が見えなくなりますし」

「はい正解。ありふれてはいますけれど、あにうえにとってはそこが心の支えでございました。自分の代わりに何かの見せしめのように殴られる母親と『妹』を助けたい。いつかドクトルＳをしのぐ力を手に入れて、家族を解放する。それだけを考えて健けな気げに課題をクリアしていったのでございますね」

　ところで、と『白き女王』は一回区切った。

　どんな顔を浮かべて良いのか、彼女自身分かっていないような淡い表情があった。

「……わたくしは先ほど言いましたね。あの小さな家はドクトルＳの実験場だったと。実際にその目で見てきた信楽しがら真ま沙さ美みは肌身で分かったはず。あの家には無駄なものなど一個もございませんでした。それこそ鉛筆や消しゴムの置き方一つを取ってもね」

《それが……？》

「では問題でございます、この母親と『妹』にはどんな役割があったのでしょう？　そして、設置したのはどこの誰か」

　聞く者の頭に、空白を生じさせる言葉だった。

　それは。

　可能性としては。

　考えられるかもしれない。だけどそんなおぞましい可能性を考えてしまう事自体が、何かの禁忌や冒ぼう瀆とくのようであった。

「繰り返します。あの小さな家はドクトルＳの実験場で、無駄なものなど一個もございませんでした。全てはブラッドサイン式召喚儀礼を限界以上に引き出し、わたくし、『白き女王』を完全な形で呼び出して使役するための方法論を完成させるための施設でございます。そのため、あにうえ達は強きよう靭じんな人間として改造されていった。一度喰くらいついたら絶対に離さない、精密誘導ミサイルとまで呼ばれるレベルのでございます」

《まさか、いや、うそだ……いくら何でも噓うそですそんなの……ッ!?》

　つまり。

　つまり。

　つまり。




「グルだったのでございますよ、母親も『妹』も。実の家族さえ最初からドクトルＳが用意したスタッフ、アシスタントの役回りを断らなかったのでございます。全てはお涙頂戴の劇場を構築し、いやが上でもあにうえを奮い立たせて戦わせるための、ね？」
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「許せん……」

　わなわなと肩を震わせる影があった。

『白き女王』と非常に良く似た目鼻立ちを持つ、冥めい乃の河かわ葵あおいだった。

　酒のせいではないだろう。

「ドクトルＳめ!!　人の心を何だと思っておるのじゃ!?　ああもうっ、そんな事があったのなら先に言え！　あの野郎『ガバメント』へ引き渡す前に殺しておけば良かったッ!!」

　時系列的に不可能な罵ば詈り雑ぞう言ごんまで飛んできた。早い段階で『白き女王』に襲われてバラバラにされてしまった冥めい乃の河かわ葵あおいは、ドクトルＳやオリヴィアが暗躍した褒ほう美び村むらの事件ではほとんど蚊か帳やの外だったはずなのに。

　そんな前提さえ吹っ飛ぶほどの激情があったのか。

　名前も顔も思い出せない分、恭きよう介すけの方は自分の記憶から置いてきぼりにされているというのに、だ。

「葵あおい」

「何じゃっ!?」

「……何であなたが泣いているんだよ？」

　今さらのように、銀髪の巫み女こはベッドシーツを頭から被かぶっていた。

　しるかそんなもの、と。

　不ふ貞て腐くされたような言葉がシーツの塊から洩もれていた。




　だけど、まだだ。

　こんな所では終わらない。

　この絶望的な物語には、未だ『たすけて』という言葉が出てきていない。
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「お母さん何してるの？」

「ふふふ。デキる母は本日の復習をしようかと」

　ドア越しにシャワー音が聞こえているのは、メガネ騎士のレイチェルが入浴中だからだ。

　ビジネスホテルの一室でシンセアリアが手にしているのはどこにでもあるタブレット端末だ。やはり安くて高性能がＦ国君主の基本である。スクール水着に飾り布やパレオを足したオリヴィアが横から覗のぞき込こんでみれば、この地方都市へやってくるまでの間に話を聞いてきた女の子達が映っていた。

　何もセクルティティだけではなかったのだ。

「信楽しがら真ま沙さ美み」

　長い耳をピコピコ揺らしながら、ベッドに腰掛けるシンセアリアはゆっくりと発音した。

「『白き女王』に隠れがちですけど、こちらもこちらで立派な伝説持ちですからね。しかもとにかく資料が少ない。そういう意味では、『彼女』と早い段階で接触できたのは僥ぎよう倖こうでした。恭きよう介すけ様さまのためにも、情報整理しておきましょう」

　そう。

　画面の中では長い黒髪をポニーテールにした、タイトスカートのスーツを纏まとう美女が映っていた。信楽しがら真ま沙さ美みのようにも見えるが、違う。姫ひめ川かわ美み夏か。彼女に憧れるあまり、そっくりそのまま容姿を作り替えた依より代しろである。わざとタイトスカートのサイドを破っているのが特徴か。

『パンデモニウム』やデルタストン家の一件で恭きよう介すけと共闘したようだが……、

『と言っても、私が知っている事なんて微々たるものですよ。「女王の箱庭」なんて名前さえ知らなかったんですから。まして、「フリーダム」のアワード３０００だったなんて……』

　最初の方こそ謙遜するような物言いだが、徐々に深く切り込んでいく事になる。

　理由は単純、真っ昼間から彼女の手にはビールジョッキがあったからだ。

「本物もお酒吞のむのかな、お母さんみたいに」

「かもしれませんね、母は何杯呷あおろうがこんなふらふらになったりはしませんけど。似姿である冥めい乃の河かわ葵あおいが外見から入って『白き女王』の思考を推測していくように、ある程度姫ひめ川かわ美み夏かも信楽しがら真ま沙さ美みを再現しているとは思うのですが……」

『研究者としての先生は』

　まるで何かの儀式のようにジョッキの中身を一気に呷あおってから、

『几き帳ちよう面めんで完璧主義のきらいがありました。それでいて、アクセルよりもブレーキに長たけている人物でもありました。これ以上は危ないと思ったら、そこで一切の欲望をカットできる。冷静に後ろへ引いて、全体像を見直す事ができる。……もしもあれが戦闘職の領域でも活用されているとしたら、おそらくスタイルは蜘く蛛もやアリジゴクに近いのではないかと。自分からは突出せず、相手をひたすらつついて、自分のペースに取り込まれていくのを待ち続ける。基本に忠実で自分からはミスを冒さない人です、そうなると敵方が一度のミスで確実に破滅するよう、正確極まるショットを淡々と連発してくる形になるはずです』

　うへえ、とオリヴィアが呻うめき声ごえを上げていた。

　シンセアリア・オリヴィア母娘おやこは共に依より代しろ側がわから召喚儀礼の世界を眺めているが、それでも姫ひめ川かわ美み夏かの分析を聞いて何も思わないはずがない。一秒一秒確実に敵対者の神経をすり減らしてミスを誘発させる待ちの一手。まともにやり合いたいとは思えない。

　まるで分厚い壁を相手にテニスを挑むようなもの。

　千でも万でもボールを打ち続け、一回でも壁から跳ね返ったボールをラケットで捉え損ねればその時点で即死決定。真正面から敵と戦っているはずなのに、いつしか自分との戦いにすり替えられてしまうような錯覚。果たして信楽しがら真ま沙さ美みと敵対する召喚師には、一秒間がどれほど長く思えた事だろう。

「お兄ちゃんをさらに完成させたって感じだね」

「ええ」

　城しろ山やま恭きよう介すけはある程度までは基本を守るが、ここぞという時は結構トリッキーな大技に頼りがちな、ブレの大きい召喚師でもある。交戦記録を見る限りでは、最初から最後まで徹底的に悪辣な手で統一してくるビヨンデッタの方がギャンブルには走らないと評価できた。

「あくまでも手て解ほどきをしたのは『研究者としての信楽しがら真ま沙さ美み』でしょうけど。ビヨンデッタを含め、どこまで『箱庭』の生存者に影響を及ぼしたかは未知数。ただしゼロという事はないでしょう」

　レイチェルを始めとするＦ国騎士団は『箱庭』とは異なるメソッドで召喚師を育成しているが、さて信楽しがら真ま沙さ美みとかち合った場合はどうなるか。本人が激怒するので口には出せないが、Ｆ国内戦での戦果を見る限り、残念ながら『箱庭』出身の恭きよう介すけに騎士団代表のレイチェルが勝てるとは思えない。まして信楽しがら真ま沙さ美みはその恭きよう介すけより格上と見て良い。

　だとすると、

「今度は別の人？」

「調香師エリ＝スライド。その筋では有名な人ですよ」

　タブレット端末に映し出されたのは、オリヴィアと同じくらいの背丈の女の子だった。全身健康的に日焼けしていて、水着の痕が眩しい。金の髪も束ねず乱暴に放り出している。そのくせ、メガネをかけた理知的な顔付きが同居している奇妙な少女であった。

『アワード３０００？　そんなもん本当に存在するとしたら、まともな召喚儀礼で勝負を挑むのは馬鹿らしいな。やるだけ無駄だ』

　のっけから呆あきれたような口振りだった。

　真正面からの努力を否定する声色は、恭きよう介すけと似ていてどこか違う。

　彼もまた召喚儀礼の準備が終わる前から戦いは始まっているとして、被召物マテリアルを呼び出されるより早く奇襲で決着をつけてしまう事が多々ある。しかしそれは、裏を返せば相手の実力を認めているから、本気でぶつかって消耗したくないという『恐れ』の感情もあったのだ。

　一見孤高の最強だが、恭きよう介すけは決して相手を侮あなどらない。

　認めているからこそ、彼は手を抜かない。

『ただし、四ケタ単位のアワードを稼いでいようが、そいつは基本的にブラッドサイン式に縛られた存在だ。最強は最強であるほど、極めた道から逃れられない。つまり、基本ルールっていう土台がなければ自分の強さを担保できん。リングの上にいるボクサーは路上のストリートファイトでまで無敗を保てるとは限らないし、その逆もまた然りだ。これは、どちらが優れているかといった話をしているのではない。もっとシンプルな論法だ。個人に勝てなければ世界を揺さぶってやれば良いのさ』

「私こいつ嫌いだな」

「まあまあヴィアちゃん、人を一面的に評価してはいけませんよ」

『簡単な話だよ』

　画面の中で、鼻で笑うようにエリ＝スライドは言ってのけた。

『例えば励起手榴弾インセンスグレネードに細工を施して起爆できなくするとか、ブラッドサインを奪ってしまうとか、とにかくブラッドサイン式召喚儀礼での勝負を始められなくすれば良い。私は調香師、真正面からの殴り合いを生業にしている訳ではない。そういう方面にしか鼻の利きかない卑ひ怯きよう者ものなのでね』
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　バンッ!!　と扉の旧式アナログ錠を破断して蹴破る大きな音が炸さく裂れつした。

「チッ!!」

　ついさっきまで、だ。

　恭きよう介すけが泊まっている部屋のすぐ隣、こちらにも人がくつろいでいる痕跡がそのまま残っていた。ベッドシーツの皺しわ、バスルームの水滴、洗面台の水道水でひとまず適当に洗ったと思おぼしきマグカップもいくつか置いてある。

　八月二三日、深夜〇時過ぎ。

　まさにもぬけの殻、といった状況だ。ここは九階だというのに、何かの言い訳のように窓辺のカーテンが生ぬるい夜風に揺られている。これならいっそ煙のように消えてしまったと言われた方がまだしも説得力がありそうだった。

　ここに『白き女王』がいたはずだ。

　ほんのちょっと前まで、確実に。

　部屋から外に出たというのに相変わらずサイズの合っていないタオル地のバスローブ一丁のまま、後から遅れて葵あおいが入ってきた。流石さすがにワンカップ横綱は置いてきたようだ。白いサラシがないためか、危なっかしいほどゆるい胸元を揺らしながら、

「どうした小僧、やっぱり当たりかえ？」

「悪趣味な……」

　取り逃がした。

『繭』の膨張に呼応する『色彩なき童女』。

　どちらも時間の経過と共にリスクは増大していくというのに。

　恭きよう介すけは吐き捨てるように言いながらも、しかしそれとは別に機械的な分析作業に入っていた。ベッドや椅子の位置、使用済みのマグカップの数、備え付けの石せつ鹼けんやシャンプーの減り方……それらを観察していくと、妙な点が分かってくる。

「……二人では、ない？」

「うん？」

　今までは『白き女王』と信楽しがら真ま沙さ美みが協動しているものと思っていた。だがここにある痕跡を見る限り、部屋にいたのは三人だ。わざわざ『白き女王』が間違った痕跡の演出をしていない限り、誰か協力者がもう一人いる事になる。

　恭きよう介すけは部屋をうろうろしていた。いいや、一つ一つの痕跡を追い駆け、ここにいたであろう人間の動きをなぞり始めたのだ。プロファイラーが鑑識とは別の手順で事件現場を検証するように。

「……、」

　可能性があるとすれば、誰だ？

　見えない誰かの動きを追い駆けていく内に恭きよう介すけは怪け訝げんな顔になる。

　彼は細い針でレコード盤の溝をなぞっていくように、

「バカ！　ファ○クのカタマリかよ!!」

「ひっ!?　な、何なのじゃわし何ぞやらかしたのかえー……？」

「？」

　突然罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられ、涙目になって両手で自分の頭のてっぺんを庇かばう冥めい乃の河かわ葵あおいだったが、叫んだ恭きよう介すけ自身が思わず首をひねる状況であった。

（……何だ？　極度の甘党に、何か薬瓶のようなものをがぶ飲み……？？？）

　そして順を追って宙を泳がせていた恭きよう介すけの手がテレビ台の下、床とのわずかな隙間にあったものに触れた。

　一つは抗生物質と思おぼしき白い錠剤。もう一つはペレット状の動物の餌。おそらく爬は虫ちゆう類るい用よう、それも蛇のものだ。

　思いつくのは一人しかいなかった。

「ビヨンデッタ、お前もかッッッ!!!!!!」







「ひゃー、失態失態」

　そしてミニスカウェイトレス服のまま、垂直に走る雨どいを伝ってアスファルトの道路まで逃げ切ったビヨンデッタは舌を出していた。

　元々部屋にあったのは、ブラッドサイン式の戦闘に使う手荷物一式と一泊分の生活用品くらいのものだった。寝込みを襲うのもまた実戦では常じよう套とう手しゆ段だん。よって、数日分の着替えなど命に直結しない大荷物はこういう時に備えて駅のコインロッカーに詰めてある。

　しかし、それにしても、だ。

「まずい、まずい、逃げるのに夢中であの部屋あちこち痕跡だらけですよ！　こりゃー恭きよう介すけちゃんカエサルばりに大噴火してるかなー!?」

　どこまでいっても超常の存在である『白き女王』や信楽しがら真ま沙さ美みと比べると、ビヨンデッタはどうしても現世の痕跡を残しやすいリスクがあった。それを込みで仲間に引き入れたのだから、女王達としても文句を言うつもりはない。

《しっかしどうやって察知されたんでしょうかね。壁越しの音？　気配？？？》

「あにうえだからでございましょう」

　含蓄があるんだかないんだか、な『白き女王』であった。

　女王と恭きよう介すけは表裏一体。『白き女王』が愛情から城しろ山やま恭きよう介すけを追い求めるように、城しろ山やま恭きよう介すけは闘争本能に駆られて『白き女王』を追い回す。

　そして要点はそこではない。

　丈の短いカジュアルワンピースに生脚の『白き女王』は一度後ろへ目をやって、

「……今すぐ追撃してくるとお思いでございますか？」

　勢い余って城しろ山やま恭きよう介すけと戦闘状態に入ってしまうのは、『白き女王』側としては非常に面白くない展開だ。何しろ『白き女王』は信楽しがら真ま沙さ美みの横よこ槍やりを受け止め、最終的にはそれが女王と恭きよう介すけの二人にとって一番の道だったと認めなくては膨張する『繭』や呼応する『色彩なき童女』の暴走を止められないのだから。ここで決定的な亀裂を入れてしまっては元もとの木もく阿あ弥みとなってしまう。

　しかしスーツの上から白衣を羽織る信楽しがら真ま沙さ美みは首を横に振った。

《おそらくないです。何な故ぜなら恭きよう介すけ君くんには決定打がない》

「何ですって？　対わたくし専用に組み上げた『色彩なき童女』がいるではございませんか」

《女王、あなたに対してはそれで良いいでしょう。ですが私は？　こちらは腐っても『フリーダム』アワード３０００、同じ一角に属する恭きよう介すけ君くんのざっと三倍以上獲得しています。彼も彼なりに戦闘のエキスパートです、無策の正面突破で両方同時に撃破できるなどと甘い見積もりをするとお思いですか？　……特に、依より代しろの少女と契約している状態で》

「……、」

　薄手のカジュアルワンピースの短い裾を揺らす『白き女王』にも心当たりはあった。過程を飛ばして結論だけ言ってしまえば、城しろ山やま恭きよう介すけは『ガバメント』のアワード１０００、エルヴァスト＝トイドリームには勝てなかった。あの時、依より代しろごと撃破された記憶は苦いものとして刻まれているはずだ。

　今度は『フリーダム』のアワード３０００。

　三大勢力を全て渡り歩き、各おの々おのから１０００ずつ奪っていった猛も者さの中の猛も者さ。

　実際の勝負の行方はさておいて、戦う前から恭きよう介すけが楽観する展開はありえない。

《よしんば、私が女王の側についた時点から恭きよう介すけ君くんが頭脳フル回転で一対二の対抗策を考案していたとしましょう。パーソナルで、ピンポイントで、クリティカルな弱点を突く撃破法をです。ですが、ビヨンデッタちゃんについては今回初めて知る情報でしょう？　前提は、またもや崩れた。見た目は勇ましいですが、実は計算が狂って苦悩しているのは恭きよう介すけ君くんの方です》

　ビヨンデッタの恐ろしい点は、その悪辣な搦からめ手てによって見た目のアワード以上の大戦果を挙げるところだ。一対一で常に目を離さないならともかく、一対三の乱戦状態に発展した場合何がどうなるか、恭きよう介すけにすら読み切れない部分があるはずだ。

　逆の立場で考えれば良い。

『フリーダム』アワード３０００だろうが何だろうが、無策のままぶっつけ本番の正面衝突だけでビヨンデッタと『白き女王』を同時に相手取るなんて展開はできる限り避けたい。その死闘はもはや通常のブラッドサイン式の範はん疇ちゆうに収まるとも限らない、ウェイトレス服の悪魔が女王の何を引き出すか分かったものではないからだ。

　共に高度な読み合いをする召喚師だからこそ、絡からみついてくる疑念や不安というものもある。城しろ山やま恭きよう介すけは考えなしの突撃ができるほど馬鹿ではない。その点については誰よりも信楽しがら真ま沙さ美みが担保する。そんな蛮勇が何をもたらすかは『女王の箱庭』最終盤、秘匿大戦の辺りで骨身に沁しみただろう。

　状況はこちらに味方していた。

　まるで世界の全てが『白き女王』を祝福しているかのように。

　しかし当の本人は、油断すると自分の親指の爪でも嚙かみかねない顔を浮かべていた。

「……それは、心苦しい事になってしまいましたね。『家族』の手による裏切り、まるであにうえの古傷を抉えぐるかのよう」

《ええ、まあ》

　人間を知る旅はまだ終わらない。

　夜の街を進みながら、スーツの上から白衣を羽織る信楽しがら真ま沙さ美みも頷うなずいた。

　その上で、彼女は首のホイッスルを弄もてあそびながら、

《ですが恋は障害が多いほど燃えるものですよ、女王》
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『白き女王』、信楽しがら真ま沙さ美み、さらにはビヨンデッタの参戦。

　十分な準備なくして勝てる相手ではない、とは分かっていた。

　それでも黙って待つほど今の城しろ山やま恭きよう介すけは忍耐強くもない。『色彩なき童女』の暴走を止めるには『繭』の膨張を止めなくてはならず、『繭』の暴走を止めるには大元の女王を殺せば良い。すぐそこに『白き女王』がいた。今なら逃げ切ったと思ってほっと緊張の糸を緩めているかもしれない。暗殺者にとってのゴールデンタイム。奇襲でも何でも良いい、一発さえ届けば。

「おおおおおおおおおッばかばかばか頭を冷やせ死にに行く気か具体的な勝算もナシに戦場をふらつくくらいなら後方待機の方がまだマシだというのが何な故ぜ分からんッ!?」

　恩師の予測は外れたのか。後ろから冥めい乃の河かわ葵あおいに羽交い絞めにされたままずりずりと引きずるようにしてビジネスホテルの廊下を歩く恭きよう介すけだったが、ふと音源から遠ざかっている事実に気づく。今もずしりと重たい体重はのしかかっているが、どうやら葵あおいの首や足がポロポロ外れて廊下へ置き去りになっているようだ。タオル地のバスローブもメッチャクチャであった。

　と、ここでさらなる偶然が重なる。

「精神的に弱り切った恭きよう介すけ様さまへ落ち着きなさいの母パンチ!!」

「あのお母さんが母ぼ性せい溢あふれる包容力ぶきを使わなかった、だと!?」

　まさかのシンセアリアとオリヴィアの王おう族ぞく母娘おやこであった。

　しかもパーでもない。

　忘れてはならないのが、シンセアリア＝ハイランドはその長い耳が象徴する通り、多くの召喚師と有史以来最大の契約更新回数を経た事によって、すでに体構造からして人間の枠組みから一歩外へはみ出した存在である点だ。

　首なし巫み女こさんを背中にひっつけたまんま、恭きよう介すけの体が廊下の壁までぶっ飛ばされた。

　おっとり優しい美人は片手の掌てのひらを頰に当てたままにこやかに微ほほ笑えみ、

「あ、あらあら。そんな過剰なやられ演技をされてしまうと私が怪力自慢みたいに見えてしまうではありませんか。香ほん港こん映えい画がは主演の殴る蹴るより悪役の飛び方で技のキレが決まると言いますし、もおっ、恭きよう介すけ様さまったらお上手なんですからあ☆」

「……我が君主。本気の戦闘職であるこの命が一切反応できない速度で笑いながらの打撃を加えた時点ですでに疑いようもなく御身はマウンテンゴリラを超える筋力を証明し

「レイチェルちゃんそれ以上言ったら洋風三角木馬ユダのゆりかごね？」

　笑顔で本気のヤツをもらったメガネの騎士は沈黙を貫く事にした。母、私、わらわで三つの顔を持つ女神などとも賞賛されているシンセアリアだが、絶対にそれ以外の、ゼロ番目のナニかが隠れているとレイチェルは一人わなわな。一方で、あまりに複雑高度な単語が出てきたためか、幼いオリヴィアはむしろキョトンとするだけだった。

　生真面目な騎士が放り投げた生首を恭きよう介すけは片手で摑つかみながら、

「あなた、達は……こんな所で一体何を……？」

「『あの』何でもかんでもお見通しの恭きよう介すけ様さまがそんな雑な質問飛ばしてくる時点でかなりの重症ですっ。本来ならまだまだ療養すべき状態なのでは？　ふふふ大人しく病院のベッドに入るというのなら、この私が添い寝で子守唄でも歌って差し上げてもよろしいですが」

「そしてお母さんは思いっきり引っ叩いて上下関係を確定させてからの抱き締めるタイプだった!?　や、やはり侮あなどれん、最後の最後でラスボスとして立ちはだかる展開もアリか……？」

　何やら金髪二本三つ編みにスクール水着のオリヴィアが戦慄の表情を浮かべているが、こちらはひとまず放っておいてだ。

「……つまり、あなた達もあなた達で『白き女王』の動向を追い駆けていた？」

「ようやっと歯車が嚙かみ合あってきましたね恭きよう介すけ様さま。『繭』の発生地点からもお分かりの通り、Ｆ国の未来と直結する案件ですもの。いいえ、『色彩なき童女』が呼応して暴走している件も含めれば世界全体かしら。わらわ達が状況を放置するはずはありませんよね？」

　ずむっ、と葵あおいの首に一番大事なものを押し込み、バスローブの中に手を突っ込んで足もくっつけてやりながら、恭きよう介すけはそっと息を吐いた。

　そして断言する。

「死ぬぞ」

「そっくりお返ししましょう」

　青いドレスのシンセアリアはにこやかなままだった。

「ぶっちゃけ、わらわの拳一つ避けられなかった今の恭きよう介すけ様さまに、『白き女王』を相手取って一体何ができるというのです？　召喚儀礼の戦いは、被召物マテリアルを呼び出す前から始まっている。励起手榴弾インセンスグレネードを投げてから起爆するまで五秒間。人工霊場が展開されるのを向こうがいちいち待っていてくれるとでも？」

「……、」

「あらあら。あらあらあらあら、これは大変困った恭きよう介すけ様さま。『白き女王』から厚遇されているから自分だけは特別だと？　むしろ全くの正反対でしょう。恭きよう介すけ様さま、どのような結末を望むにせよあなたはまず『白き女王』の軛くびきから解き放たれなくてはならない。あなたはまだスタートラインにも立っていません。俺はこんな親とは違う生き物だと不ふ貞て腐くされながら、その親に作ってもらったご飯を毎日もりもり食べるのはそんなに美お味いしいのですか、反抗期ちゃん？」

「分かっているよ、それくらい……」

　ブラッドサイン式を作ったドクトルＳは、恭きよう介すけの父親だった。

　最強の名をほしいままにした『白き女王』は、常に寄り添っていた。

　であれば、こう考えねばならない。

「結局、『白き女王』にとってイレギュラーな状況を作ったのは信楽しがら真ま沙さ美みであって僕ではない。今の今まで僕はずっと『白き女王』の掌てのひらで踊らされているだけで、自分からは一歩も外に出ていない訳だが。『フリーダム』のアワード９０３。ハッ！　虚数でもルートいくつでもない、きっちり整数、ドクトルＳが作って『白き女王』が保全するサードスタイルを守った形でだ。くそったれが!!」

「お兄ちゃん……」

「世界は全部檻おりだった」

　獣のように歯を剝むき出だしにして、恭きよう介すけは吼ほえる。

「甘ったれた反抗期から抜け出したければ、ドクトルＳが作ったものを全否定して『白き女王』を薙なぎ倒たおし、誰も予想のつかなかった所まで行け。そういう話なんだろう？　できるはずさ、現に『神しん格かく級きゆう』の信楽しがら真ま沙さ美みは『未み踏とう級きゆう』のそのまた先にいる『白き女王』を圧倒してのけたんだからな!!　ルールは破れる。それだったら僕だって




「ド阿あ呆ほうおしゃぶりガキが。その調子では反抗期なんぞ一〇〇年早い」




　ズドンッ!!　と。

　そこへ、今度は冥めい乃の河かわ葵あおいのゲンコツが頭のてっぺんに落ちた。

　途中で言葉を切った恭きよう介すけに、銀の髪の巫み女こ（現状では裸にバスローブ一丁）は片目を瞑つぶって、

「……何じゃ、今のも予測できず回避できなかったのかえ？　小僧、お主ほんとに一度めんてなんすした方が良いいな」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っっっ」

「そして高貴な血を引く皆々様。『繭』やら『色彩なき童女』やらで自分の国が大変な事になっておるのは分かるのじゃが、無闇に小僧の闘争心を煽あおって女王との衝突を期待するような素振りを見せるのはやめてもらおうかの。貴き様さま達たちの間に何があってどんな繫つながりがあるのかは知らん。じゃが今の依代はこのわしじゃ、外野は引っ込んでおれ。精神的な疲弊に付け込んで誤った突撃判断をさせるつもりなら、相方としてこのわしが黙ってはおらんぞ？」

　ヂリッ!!　ときな臭い火花のようなものが散る。

　ふわふわ金髪のシンセアリアはわずかに沈黙した後、

「……この私と本気でやり合うと？　レイチェルちゃんが先ほど口走った寝言はさておいて、それは、こちらがすでに骨格レベルで人間から一歩外にはみ出ているのを知った上での狼ろう藉ぜきですか？」

「むはは。ここにきてわらわでも母でもなく、『私』が出てきたか。存外オトメよのう？」

　何な故ぜだか腕を組んで仁王立ち、無意味に大きく胸を張った尊大な（サラシがないので胸元のゆるい）葵あおいがずいと前に出る。

　調子のおかしい恭きよう介すけを正義の道へと走らせないよう、少年を庇かばう格好で。

「そしてわしとて元から作り物、人類最古の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきだって似たようなもんじゃわい。まともな人間ではないから気にするな。来いよ!!　美人の皮だけ被かぶったまうんてんごり




　言い終える前に国家元首の拳が炸さく裂れつして冥めい乃の河かわ葵あおいの首が飛んでいった。




　殴ったシンセアリアの方が目が真ん丸になり、メガネ騎士のレイチェルが思わず片手で視界を覆って、娘のオリヴィアがあまりの惨状に絶叫していた。腕組み仁王立ちの首なし死体は倒れる事も忘れて突っ立ったままだ。でもって、てんってんっ、と廊下の奥へと転がっていく生首が安っぽい製氷機の足元にぶつかり、そして何事かを喚わめいている。

「逃げよ小僧ッ!!　わしの事などどうでもよい、あのバケモン本気の怪力バカであったわきゃー逃げてぇとにかく大人げを失って年とし甲が斐いもなく暴れ回るこってり系ニクショク恋愛もんすたーからこの恐怖の一夜を逃げ切るのよおー青い春を守れぇ少年ェェェェェん!!」

「はいダウト!!　私は見ていました、あなたの首が割と簡単にポロポロ取れるトコっ。どうせこれ幼稚園児がやったってあっさり外れる仕組みなんでしょう、わっ、私だけ、何もそんなふへへモンスター扱いするのはあんまりじゃないですか？　ねっ、ねえッッッ!?」

「……何やら小僧の前で『女の顔』に泥を塗られて慌てふためいておるようじゃがもう遅い。むはは女王の神体たるこのわしが貴様にアワードをくれてやる、『成長待ちのオトコ（年下）に寄り添う悪い虫、気に喰くわねえ女の依より代しろを見たら迷わず首をもぐごりら』。むははははー!!」

「いやァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　いくつになっても美人でデキるお母さんから一転、病んでるスプラッタモンスター（凶器は筋肉）へと堕だした瞬間であった。まったく『噓うそは言っていない』とは恐ろしい。起きた事実だけをカードのように並べていけば真実なんて簡単に歪ゆがめられてしまうものなのだ。

　傍かたわらでは何やら金髪二本三つ編みにスクール水着の少女が遠い目をして、メガネの騎士が奥歯を嚙かみ締しめていた。

「……てかお母さん、やっぱりお兄ちゃんをロックオンしてたんだね……。これにて母と娘で密室サスペンス劇場は確定、と。王族が犯人って事は一国の国民全部共犯者なんていう大変大掛かりなトリックもいけちゃうかも？　解決のカギはよその国からの旅行者と見たね！　これでＯＬ三人娘が仲良くＯＮＳＥＮに入る合理的展開も確保できたァ!!」

「暗雲。ここにきて年下趣味とはＦ国の栄はえある未来へあまりに明確な暗雲……!!」

　そうこうしている間に、恭きよう介すけは一人そっと息を吐いていた。

　心しん肺ぱい蘇そ生せいは時間経過と共に成功率がぐんと下がる……というのは有名な話だが、実は追跡においても似たようなグラフが使われる。標的が視界から消えた瞬間を基準点ゼロ秒とした場合、二分以内までなら単純に駆け足勝負の短期追跡、それ以上なら検問や聞き込みなど人海戦術がものを言う長期追跡となる。まして相手は絶大な『白き女王』の他に、『人間の知恵』をもって搦からめ手てを扱う信楽しがら真ま沙さ美みやビヨンデッタまでついているときた。

　馬鹿げたやり取りだが、失った時間は戻ってこない。

　今夜のところは、これ以上期待できまい。

　あるいは、きっかけがあれば諦めてしまう辺り、本当は無謀と気づいていたのか。

「……くそったれが」
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　夜が明けての話であった。

「ぬおーい小僧」

　あの小さな家へ向かう道すがら。

　まさに早朝の道端で後ろから声を掛けられ、恭きよう介すけは舌打ちした。

「そこまで露骨に邪見にするでないわ、ほてるに置いてくなようー姥うば捨すてじゃねえんだババアとて傷つくのじゃぞー？　そーもーそもー、どっちみち召喚師と依より代しろは一心同体じゃ、小僧が励起手榴弾インセンスグレネードぶん投げたらわしとて炸さく裂れつ地ち点てんまで飛んでいく仕組みになってんじゃから意味ないと思うがのー？」

「……何しに来た？　わざわざ時間を稼いで『白き女王』との戦闘から逃げ回り、世界を危険にさらすような依より代しろが」

「おいおいおい、小僧の方こそどうして『白き女王』と戦って決着をつけるのが前提になっておるんじゃ？　『繭』だの『色彩なき童女』だの色々大変なのは分かるが、少々Ｆ国の連中に振り回され過ぎなのではないかえ？？？」

「何を……」

「むちゅー」

　うわあっ!!　と恭きよう介すけが叫んで飛び下がった。

　危ういところであった。一方で、キス顔のまま巫み女こ装しよう束ぞくに胸元へサラシを巻いた葵あおいは片目だけ開けて、

「小僧に一つ質問しておこう。わし、冥めい乃の河かわ葵あおいと『白き女王』では随分と扱いが違うようじゃが、そこにどんな意図が込められておる？」

「そんな馬鹿げた質問があるか。蓮れん華げと彼ひ岸がんが別人であるように、そもそも全く違う人ではないか」

「美談じゃの。じゃが改めて定義を確認してみよう。わしは『白き女王』のご神体として、寸すん分ぶん違たがわぬ見た目に作られておる。簡単に言えば仏像とかまりあ像とかと一緒じゃな。つーまーりー、見た目だけなら全く変わらんという訳じゃ」

　真夏の太陽の下、両手を頭の後ろへやって、銀髪の巫み女こさんが巫み女こさんらしからぬポーズでくねりと腰をひねっていた。見通しの悪い曲がり角に置かれた丸いミラーで自分のボディラインを確認しながら、

「……『白き女王』に対しては、唾棄すべき、吐き気がするなどと小僧は繰り返すが、その割にわしの水着や巫み女こ装しよう束ぞくを見ても特に悪感情が湧いておるようには思えぬ。未遂に終わった今の接せつ吻ぷんとて、気味が悪いから逃げたという訳ではないじゃろう？」

「……、」

「むはははは!!　よいよい、照れるでないわ小僧。青春じゃのうー？」

　どうやら冥めい乃の河かわ葵あおいは自分からモーションを仕掛ける分には主導権を握っていられるようだ。イタズラ好きのような笑みに余裕が見える。列車では抱き着かれて弁当落としかけたくせにお姉さんぶるとはナマイキな。

　しかし、だ。

　今までとは角度が違った。

　外見から入って中身にまで切り込む浄じよう瑠る璃り方ほう式しきならではと評価するべきか。

『白き女王』との自己同一化など、おそらく城しろ山やま恭きよう介すけには無理だ。考えただけで全身の皮膚の裏側を小さな虫が大量に這はい回まわるような感覚が湧いてくる。

「……つまり、外見が問題ではないのだ。では小僧の嫌けん悪お感かんの中心はどこにある？　『白き女王』のしゃべり方、性格や内面的な問題？」

　カッチン、と。

　まるで見えないスイッチでも弾いたようであった。

　セミの鳴き声が遠ざかる。

「であればこのように話し方を変えただけであにうえは鳥肌が立つはずなのでございますが、はて？　そのような兆候は特に見られませんわね」

「馬鹿馬鹿しい……」

　甘ったるい声色に、人の内面にズカズカと踏み込んで微ほほ笑えむパーソナリティ。

　両手をサラシ巻きの胸の前で合わせて、明確な格下相手に何かをおねだりするような仕草。

　しかし首を横に振って、吐き捨てるように恭きよう介すけは否定する。

「何をどれだけ真ま似ねたところで、あなたには何の罪もない訳だが。無害で危険性の見られない存在が無理矢理に悪を装よそおっても、あの女王との繫つながりなんて生まれるものか」

「あらあら、そうでございますか。存外、わたくしの挙措や造形にこだわるタイプだったのでございますね、あにうえ。うふふそんなに愛されてしまうとわたくし照れてしまいます☆」

「葵あおいっ」

「外面でも内面でもなかった。では後に残るのは何じゃ、あるいは過去に起こした所業かえ？」

　ビタリと。

　アスファルトから立ち上る陽かげ炎ろうすらも止まったかのような、重い沈黙があった。

「あれだけの」

　ぽつりと、であった。

　搾り出すようにして、城しろ山やま恭きよう介すけはまた一つ己の心を吐露していく。

「……あれだけの事をやってのけた『白き女王』を、今さらどうしろって？」

「つまり、それさえなければ愛してやれたのでございますか？」

「ふざけ……ッ!!」

「だが事実じゃろう」

　至近の冥めい乃の河かわ葵あおいは、目が笑っていなかった。

　機械的なレンズでもって、拘束した容疑者の表情や視線の動きを監視するような素振りだ。

「外見にも内面にも問題はなかった。後は過去の連なりくらいしか思い当たるものはなかった。小僧、お主は先ほど自分の口で言ったな？　冥めい乃の河かわ葵あおいは、『白き女王』と違って無害で危険性のない存在だから拒絶する必要はないと。ではもしもの話をしよう。本物の『白き女王』が過去に一人も殺さず、無害で危険性を感じられない存在じゃったとしたら？　小僧の態度は一体どうなっておったじゃろうな」

「……意味のない問いかけだ」

「ならばわざわざ回答から逃げる必要はないじゃろう。どうせはいだろうがいいえだろうが、現実が変わる訳ではないのじゃから」

「っ、だったらどうした？」

　もはや自暴自棄のように、恭きよう介すけは吐き捨てていた。

　傷つけているのは、女王か、自分か。

「だったらどうした!!　ああ、ああ。僕だって『白き女王』を信じていた時期はあったさ。『女王の箱庭』では約束だってした訳だが！　誰も殺さないでくれって!!　それで？　結局、何がどうなった？　この広い世界は！　今この瞬間だってバラバラだッ!!」

　クロード＝マゼンタレインは死んでいなかった。

　だからどうした？

　信楽しがら真ま沙さ美みは復ふく讐しゆうなんて望んでいなかった。

　だからどうした？

　そんなごくごく少数のイレギュラーだけ捕まえて、私わたし達たちは秘ひ匿とく大たい戦せんの犠牲者の総意ですみたいな顔をされて、誰が納得すると？　城しろ山やま京きよう美みはどうなった、名もなき警備担当達は、『ガバメント』や『イリーガル』の旧頂点達は。これは当然だが、当然も当然の話だが、助からなかった人間の方がはるかに多い。一つ二つの奇跡を見た程度で、彼らの怨えん嗟さを取り消す事などできはしないのだ。

「ふざけんな……。帳尻なんて合わせられないんだ。そんな風に考えてないがしろにしてはいけないんだ。世界の悲劇の半分は僕のせいで、もう半分はヤツのせいだろうが!!!!!!」

「むはは」

　しかし、だ。

　洪水のような言葉の壁を叩たたきつけられても、冥めい乃の河かわ葵あおいは笑ったままだった。

　彼女は誰もいない道端で、

「それは、よい事を耳にした」

「っ？」

「小僧、自分で吐いた言葉は取り消せんぞ。それこそ直線の時系列すらねじ曲げる『白き女王』に泣いてすがりでもしない限りはの」

「何を……何が言いたい、冥めい乃の河かわ葵あおい!!」

「いい加減に核心を抉えぐり出だそう。小僧、つまりお主が『白き女王』を許せないのは、過去にあった受け入れ難い事実、その一点に尽きるのじゃろう？　女王は無害で危険性のない存在……ではなかった。だからそれが許せない。その鳥肌、吐き気、眩暈めまい、頭痛、その他た諸もろ々もろ、何だか風邪みたいじゃの？　ともあれ、そいつは全てそこに起因しておる」

「過去は変えられない」

「もちろん。あの女王なら直線時系列くらいあっさり曲げるじゃろうが、それ故に、特異点である女王自身が起こしてしまった事実は女王自身でも変更不可。そういう話だったはずじゃ」

『白き女王』が直接殺した死者については、まさに『それまで』だ。タイムスリップや並行世界の話を持ち出しても、決して元に戻して助け出す事は叶かなわない。

　にも拘かかわらず、だ。

「じゃが小僧、お主は根本的なところを間違えておる」

「っ？」

「無害で危険性のない存在であればよい。……という事は、何も過去に縛られる必要はないとも言えるのじゃぞ？」

　一瞬、何を言われているのか本気で理解できなかった。

　熱中症より頭の空白が酷ひどい。

　すぐ近くで笑う冥めい乃の河かわ葵あおいが、人類最古の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきである事を差し引いても、もっと言葉や心の通じない、得体の知れない存在に見えてくる。

「例えば、未来の話に持っていったらどうなるかの？」

「未来？」

「可能性の話と置き換えてもよい。もしも、もしも、もしもの話じゃ。『白き女王』がこれまで起こしてきた事を全て反省して、もう二度とやらないと言って、持っている『力』を全部放棄したとしたら？　ほら、これだって無害で危険性のない存在になったとは言えんかの？」

「馬鹿げている……」

「自分の口で言った言葉を忘れるなよ、小僧。外面も内面も問題ない、憎ぞう悪おの核はそこにあると認めたのはお主じゃぞ？」

「そんなの馬鹿げているッ!!　自分一人で納得して、心を入れ替えたらハイおしまいですだと？　一体どれだけ殺してきたと思っているんだ!?」

「だから、もはや極刑しかないと？」

「ああ!!」

「……しかしのう、小僧」

　にたり、と。

　知恵比べで幼子を言い負かす、大変大人気のない老人のような笑みがあった。




「もしも『白き女王』がその通りでございますと言って素直に首を差し出してきたら、お主はそれでも女王を悪と断ずる事ができるかのう？」




　びっしょりと、であった。

　真夏日である事をすっかり忘れさせる、冷たい汗が恭きよう介すけの全身を覆っていた。

「……んな、もので」

「うん？」

「そんなもので、止まるとでも思っているのか？　お涙頂戴の感動話を見せつけられたら、僕が女王を殺すのをやめて抱き締めるとでも!?」

「誰もそんな浅い次元の話などしておらん」

　冥めい乃の河かわ葵あおいは心しん底そこ呆あきれた顔で、

「……もしも本当に『白き女王』が一切の糾弾を受け入れて本当の本当に処刑されてしまったら、その後の話をしておる。もちろん復活だの生まれ変わりだの、訳の分からん逃げ道も抜きでの、正真正銘の消滅じゃ。小僧、その身と命をもって『無害で危険性のない存在に変わった』事を証明した女王に対し、まだ唾を吐きかける度胸は残っておるかえ？」

「……、」

「何も女王を殺した瞬間に歴史がぷっつり途絶える訳ではないじゃろう。そして人と人の繫つながりは、誰かが死んだ後も続く。小僧が今そうして、多くの死者を引っ張り回しておるようにの。つまり、場合によってはその憎ぞう悪お、解けてしまうかもしれん。その時、『無害で危険性のない存在に変わった』女王を殺してしまった事実をどう受け入れる？　というか、その脆ぜい弱じやくめんたるで殺す必要のなかった誰かを殺してしまった事実を、本当の意味で真まっ直すぐ受け入れられんのかァ？　たーしーかー、どっかのナマイキ小僧は殺す必要のない者を殺したから女王が許せないとかいう話をしておったかのうー？　じゃあ『無害で危険性のない女王』を殺してしまった場合はお主もそうじゃん。自分で自分を受け入れられなくなった小僧は一体どこへ行ってしまうのかのう？　なまじ非常に強大な力を持った個人が破綻して世界を気ままに徘徊するのってどこかの誰かと似てるのうー？？？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　誰もいない道ばたで、葵あおいは鼻で笑っていた。

「卑ひ怯きよう者ものめ。今のお主は容疑者を水に突き落とし、沈んだままなら無罪とする魔女狩りのやり方と何も変わらぬよ。何が『繭』や『色彩なき童女』をどうにかするじゃ。わしは別にどちらか片方へ肩入れしてやる義理もないのじゃが、これでは女王が浮かばれん。あやつとて、水面の酸素を求めて手足を振り回す事もあるじゃろう。それがたまたまとてつもなく強い力だったというだけで」

「……無意味な問いかけだ」

「だろうよ。だがわしは棘とげを刺したぞ勇者様？　一息に致命傷を打ち込む釘くぎでも杭くいでもない、じゃがじくじくと痛みを長引かせる小さな棘とげを。もしかしたら、ひょっとしたら。『白き女王』は他の女の子と変わらずみんなと笑い合って生きていく道があるかもしれん。……そうとは知らずに動くのと、知って動くのでは話が違う。どのような結末を迎えるにせよ、肝に銘じよ。小僧、お主はすでに知っている側なのだと。女王を殺すという意思が最後まで保つのか、保ってしまう事が何を意味するのか。ここから先は分からないでは済まされないぞ、小僧」

　恭きよう介すけからの言葉はなかった。

　そのまま立ち尽くす少年へ、冥めい乃の河かわ葵あおいは手を広げてある方向を指し示した。

　小さな家が待つ方向を。

「さあ行けよ卑ひ怯きよう者ものの勇者様。わしはどちらにも肩入れせん。一歩離れた場所から、ご自慢の世界の救い方とやらを拝見させてもらおうかの？」
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　全体では『まるちぷる』というらしい。

　国際再生都市・トイドリーム計画の外に洩もれた、寂れた地方都市。駅前で唯一の賑にぎわいを見せているショッピングセンターだった。食品、衣類、家電の三本柱を軸にして小さなお店をぎゅっとまとめたような場所なのだが、おそらく一番根っこにあったのは生鮮食品か。おかげで午前九時というかなり早い時間帯からすでに正面ゲートが解放され、スーパーマーケット系のグループチェーンの名前をちりばめた明るい店内音楽をループで流していた。人が生み出す活気が、じわじわみんみんというセミの大合唱が押しのけている。

「へえー。ドーム球場に匹敵する面積に二〇〇以上の店舗が集まっているんですって」

　ミニスカートの腰を折り、ビヨンデッタは案内板を見ながらそんな風に呟つぶやいていた。

　感心、というのではなく、

「……再開発に失敗して駅前にこんだけ更地が余っているんだから、ドームなんて一〇個分でも二〇個分でも平気でかき集められるでしょうに。良くこんなスペースに二〇〇も詰め込みましたね」

　全体の外観は……何と言ったら良いいのだろう。現代建材で作ったコロシアム、が近いだろうか。輪の形に整えた建物本体は等間隔の太い柱で支えられ、八つの出入口から自由に出入りできるようになっており、中央はイベントスペースとしてかなり大きな噴水広場を確保してあるようだった。

　ポニテ研けん究きゆう者しや信楽しがら真ま沙さ美みは隣を歩く白いカジュアルワンピースの『白き女王』へ目をやり、

《もうよろしかったのですか、女王。向こうの家は》

「ええ」

　楚そ々そとしながらも人の波を壊す事もない、自然な歩みで『白き女王』は進み、外郭の駐車場からゲートを潜って内側の噴水広場へ。糸で釣るためのものなのか、水を張ったビニールプールには水風船がたくさん浮かべられ、地元の子供達が群がっていた。カラフル戦隊のヒーローショーは一一時から！　という立て看板を『白き女王』は興味深そうな目で追い駆けながら、

「わたくしの方は、ほぼ終わりました。あの家を眺めた時点で、情報修復に必要なものは揃そろっていたと見て良いでしょう。よって、あにうえが追い着くまでしばし待機と参りましょう」

「……やーっぱり、何をどうしてもこの順序は変わらないんですねえ。女王が先で、恭きよう介すけちゃんが後」

　くすくすと笑う妖しい悪魔ビヨンデッタに、薄手のカジュアルワンピースに生脚の『白き女王』は片目を瞑つむって細い人差し指をその唇へそっと押し当てる。

「それは、禁句でございますのでご注意を。あにうえは昔からそういうところでムキになられてしまう傾向がありますので」

《ビヨンデッタちゃんはわざとやっているんですよ。根っこが悪辣ですから》

「にしし」

《あなたは昔から好きな子をからかって反応引き出すいたずらっ子ですものねー？》

「なっ、ちょ!?」

　エスカレーターに従ってゆっくりと二階の空中回廊へ向かいながら、ウェイトレス服の悪魔がわたわたし始めた。それとは別に信楽しがら真ま沙さ美みとしては言っておく事がある。

《女王、ワンピの裾》

「おっと」

　……結局のところ、ねじれの根幹はここにあったのかもしれない。

『白き女王』は当たり前に『白き女王』だった。

　最強は徹底して最強のまま揺るがなかった。

　今はまさに激動の時代だが、しかし実際のところ、思い返してみれば城しろ山やま恭きよう介すけがブレているのではない。彼は一貫して『白き女王』を倒す、それしか吼ほえていないのだ。変わったのは世界。信楽しがら真ま沙さ美みが『白き女王』へクリティカルな一撃を見舞い、その心のブレが『白き女王』と『色彩なき童女』のトップ争いにまで大きく響いている。

　では何な故ぜ、城しろ山やま恭きよう介すけはそこまで頑かたくななのか。

　多くの少女アリス達を見返り抜きで救ってきた召喚師の心の形を見てみれば、むしろここまで暴力一辺倒に傾いている方が不思議に思えてくるはずなのに。

　つまり、

《寄りかかり過ぎているのです、恭きよう介すけ君くんは》

　白衣にスーツの信楽しがら真ま沙さ美みは一言で看破した。

『白き女王』は湾曲する空中回廊にずらりと並ぶ小さな店舗のショーウィンドウを一つ一つ覗のぞき込こみ、ついに髪をシュシュでまとめた信楽しがら真ま沙さ美みは無防備なお尻を軽く叩たたきながら、

《『白き女王』は疑いようのない最強で、何をやっても倒せない。だから、胸を借りるくらいでちょうど良いんだ。これが、恭きよう介すけ君くんの深層にある『挑戦者』の心理です。彼自身に自覚があるかどうかは分かりませんけど》

「……挑戦者？」

《ですよ。彼は、事件が起きてから駆けつける人間です。今となっては９００越えの最強格だから分かりにくいかもしれませんけど、恭きよう介すけ君くん、タイトルホルダーで待ち構える側ではありませんよね？》

　そう、挑戦する側だから加減を知らないのだ。

　喰くらいつく側だから常に全力を出してきたのだ。

　これが他の誰かなら、城しろ山やま恭きよう介すけはたとえ敵であってもここまでやらなかった。

　たとえビヨンデッタや信楽しがら真ま沙さ美み、未み踏とう級きゆうの『大三角』、あるいは『色彩なき童女』であったとしても。

『白き女王』が、『白き女王』だったから。

　理不尽と言えばあまりに理不尽。ただし一方で、これは他の者では一切代用できない特別な椅子に『白き女王』が腰掛けている事も意味する。

　世界で唯一少年が認めたタイトルホルダー、王座の位置に。

　女王はウィンドウに映る己の顔を見て、そっと息を吐いた。

「……なんというか、複雑でございますね」

「ああ、信楽しがら真ま沙さ美みの参戦によって、恭きよう介すけちゃんがやたらと衝撃を受けていたのもその辺りになるんですか。『白き女王』は守るべき存在である、弱い所を持った存在である、相手の言い分も聞かず女の子に手を上げるなんておめー最低男じゃね？　とまあ、そんな風に糾弾されたように思ってしまったのかもしれませんね」

《命を削る死闘の前に、試合会場のモニタいっぱいにプライベートなアルバムの写真画像をばら撒まかれて王者側を感動的に仕立て上げられるようなものかもしれませんね。ここで手を抜かないと人間じゃない、と強要されているような。こっちは別に赤ちゃん抱いて笑ってる家族の顔なんか見たくねーんだよ、とでも言いますか》

　しかし一方で、恭きよう介すけが糾弾されるいわれもないだろう。

　これまで起きた熾し烈れつ極まる事件を順番に思い返してみれば良い。そのどれか一つでも、妥協や甘えを残して解決できたものはあったか。『フリーダム』アワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』とて血の一滴まで搾り尽くすほど全力を注いで、ようやくギリギリの落としどころまで持っていけたのだ。その先でくすくすと笑う『白き女王』を泥の中から常に見上げてきた少年からすれば、さらに苛烈な一手を望んでも何もおかしな話ではない。

　どこかで緊張の糸を緩めていたら。

　妥協し、甘え、諦めていたら。

　さらに死人の数は増え、『白き女王』の罪状は積み重なり、そして身近な少女達まで引き裂かれた城しろ山やま恭きよう介すけは絶対に彼女を許さなかっただろう。

《チキンレースですよねえ……》

　城しろ山やま恭きよう介すけは容赦をしない。

　しかしそうでなければ『白き女王』を止められなかったのも事実。

　スーツの上から白衣を羽織る信楽しがら真ま沙さ美みは、額がくに似た壁掛け式の藻を育てるキットを眺めながら、

《前回、殴り合い以外の方法でも『白き女王』を圧倒する方法はあるのだと提示したつもりだったんですけど、さて。すでに大事なものを車に積んでアクセルを踏んでしまった恭きよう介すけ君くんが、今さら一抜けたと言う勇気を手に入れられるのやら》

「やってもらわにゃ困るのでは？」

　ビヨンデッタはミニスカートの腰から伸びる悪魔の尻尾を小さく左右に振りながら、半ば呆あきれたように呟つぶやいていた。

「だって、今は恭きよう介すけちゃんが『白き女王』に食い下がる格好で成長を続けていますけど、これ、いつまでもこのまんまとは限りませんよね？　『白き女王』は最初から『白き女王』だった。つまりＲＰＧで言うと成長のない最強ラスボスです。対して、恭きよう介すけちゃんは違う。……ぶっちゃけ、アワード３０００なんて馬鹿げた数字を持つあなたにお尋ねしますけど、今の恭きよう介すけちゃんのやってる事についていけてます？　私、『色彩なき童女』とかいうのが出てきた辺りから、世界の法則とやらへ匙さじを投げるべきかどうか結構本気で悩んでいたんですけど。何でこんなデタラメなコードがそのまま走っちゃうんだよ、とでも言いますか」

《……、》

　じわじわというセミの鳴き声だけがあった。

「サードスタイルに対するフォーススタイル？　もう、なんていうか、ブラッドサインで玉突きしていれば勝ち負けが決まるレベルの戦いじゃなくなってきてません？　世界の法則は、壊れつつある。その恭きよう介すけちゃんが今日までギリギリで安定を保っているのは、『白き女王』を倒すという達成不能な目的が立ち塞がっているからです。でも、もしも、食い破ってしまったら？　絶対叶かなうはずがないとある意味たかをくくっていた目的を果たしてしまい、行き先を見失った恭きよう介すけちゃんが『色彩なき童女』と共に……いえ、あるいは、もっとえげつないものを生み落としながら……一体どこまで行ってしまうか、ちょっと想像は追い着きませんけど」

　この広い世界全体からすれば、『白き女王』は大きな混乱を誘発する存在だ。多くの弱い心は恐怖よりも信仰に重きを置いてしまうため、危機を危機として認識できないレベルでの。

　しかし、それに唯一武力で対抗しようと牙を研いできた城しろ山やま恭きよう介すけは？

　選択次第では、彼の方こそ『白き女王』以上の猛威に化けるリスクは存在しないのか。

《……どうしてこんなに複雑になってしまったんでしょうね》

　答えなんか分かっていた。

　分かっていて、研究者はそう呟つぶやかずにはいられなかった。

　そして当然のように、超越存在は明瞭な答えを言ってのけた。

「それが、わたくしとあにうえだから、でございましょう」
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　辿たどり着ついてしまえば、こんなものであった。

　小さな家を見た恭きよう介すけは、

「……昨日よりもやや『薄く』なっている？」

「それわしに言っとるのかのうー？　独り言の悪癖があるなら直しておいた方が良いいぞえ」

　警戒心の表れなのか。拘束具代わりのサラシを強く締めながら、唇を尖とがらせて葵あおいはそんな風に言っていた。

　なまじ自分の家だからだろうか。城しろ山やま恭きよう介すけはこういう時、失われた時間について遠慮がない。平たく言えば、土足のまま小さな家の玄関から奥へと踏み込んでいく。

　この一歩で、どれくらい時間は歪ゆがんだのだろう。

　下手したら家を出る頃には、人類など滅んでいるかもしれない。

　ぱた、ぱた、ぱた、ぱた、と。

　小さな足音がリビングの方から聞こえてきた。注意しなければこれが幻覚・幻聴の類だという前提を忘れてしまいそうなほど、音には『重さ』が感じられる。

　時間が一部限定的に止まっているのは、『白き女王』の影響によるものだ。

　つまり、

（……女王は立ち寄っていない？）

　運命共同体の依より代しろのくせに、中立、不干渉を表明した冥めい乃の河かわ葵あおいはもはや放っておいて、恭きよう介すけは一人で思考に没入する。

　リビングを覗のぞけば、小さな影があった。どうやら男の子のもののようだ。背丈は恭きよう介すけの腰くらいの高さまで。誰の過去が映し出されているかは、もはや確かめるまでもなかった。

　人影は、こちらを見ていない。

　視線の先。

　今いるリビングからダイニングやキッチンとは直結していた。小さな家であるにも拘かかわらず、ぶち抜きで広い空間が確保されている理由は単純。実験を主導するドクトルＳとしては、一辺二〇メートルの面積を確保し、屋内でブラッドサイン式召喚儀礼を実行するためのスペースが欲しかったから、だ。

　がんっ、という鈍い音があった。

　小さな男の子の足元に、一八〇センチ程度の長い棒のようなものが投げ込まれた音だった。

　音は一つではない。

　ダイニングの方からも、ごんっ、という似たような響きがあった。

　この時になって、初めて。

　リビングとダイニングの境界線の辺りに、白衣を着た男が立っているのが分かる。強く、大きく、何より死と恐怖の象徴だった父親、ドクトルＳ。……いいや、それすら実際には虚像だったはずだ。母親も『妹』もみんなグルだった。全員で取り囲んで一人うずくまる恭きよう介すけをくすくす笑っていたはずなのだから。

　となると、これはもう必然であった。

　ブラッドサイン式召喚儀礼は、そもそも一人で行えるものではない。召喚師と依より代しろの関係もそうだが、対戦相手がいなければ実行の取っ掛かりを作れないのだ。

　ドクトルＳは、恭きよう介すけの対となる存在として一体どこの誰にブラッドサインを放り投げたのか。

　ダイニング側にいるのは一体誰だ。

「これは……」

　さしもの冥めい乃の河かわ葵あおいとて、無感情ではいられなかったようだ。

　もう一人、いた。

　恭きよう介すけと同じか、あるいはもっと幼い女の子が。

『実験は詰めの段階に入った』

　ドクトルＳ。

　黒い髪に剝き出しの細い顎の男。

　この閉じた狭い箱の中で己を神様とでも勘違いしたかのような、厳かな声が響く。

　他のどこでも役に立たなくても、この家の中なら王の言葉だ。

　敬語と呼び捨てが入り混じる現在としゃべりの調子が違うのは、酸素マスクによって自分の思考を操っている訳ではないからか。元来、地金の部分はこうだったのかもしれない。

　それを言うなら恭きよう介すけだって同じか。

　精密誘導ミサイルになって、それを否定して、また完成して、そんな事を繰り返して。

　ボロボロの道を歩み続けた結果、今ある恭きよう介すけはこの形に収まっているのだ。

　絶叫マニア。

　恐怖を否定せず、安全を確保してから思う存分味わいたいと願う男の言葉が続く。

『というより、これ以上引き延ばしても後は下り坂しか待っていない。一応の成功とでもみなすべきか。だから、ここで最終評価と行こう。……兄と「妹」で殺し合え。どちらか先に「白き女王」を召喚した方を成果物として回収する。データとサンプルを引き継いで、次の実験へ回すためにな。残りは不要だ、家と共に片付ける』

　ぞっとする言葉だった。

　そこには侮蔑や憎ぞう悪おなどない。本当に淡々とした、ありふれた報告の声色であった。そして、その通りにドクトルＳは実行する。これまでの仕打ちが全てを物語っていたのだ。

　小さな男の子は足元のブラッドサインを拾わなかった。

　必死に、それこそ言葉と言葉の繫つながりを保てないほどメチャクチャに、何かを喚わめき散ちらしている。もはやドクトルＳに何かが通じるとは思っていないのだろう。言葉の矛先は鏡を合わせたような、ダイニングの向こうに立つ己の『妹』へだ。

「……笑えよ」

　自嘲気味に、今いる恭きよう介すけはそう吐き捨てた。

「まだ『通じる』と思っていた訳だが。ドクトルＳと違って、母親と『妹』は味方だと考えていた訳だが。実際には全員グルだった。それどころか、演技スタッフのつもりでついてきたのに思った以上に殴られ続けて、無用な痛みを生み出す僕を心の底から憎んでいたっていうのにさ」

「ふざけんな小僧」

　冥めい乃の河かわ葵あおいの声色に、明確な怒りが混ざる。

「軽く見積もって二日以上食事を抜かれ、ボロボロのまま実の親から殺し合うよう命じられて、それでも自分より『妹』の心配をする男のどこを笑えと？　今ある小僧は呆あきれ果はてた卑ひ怯きよう者ものの勇者様じゃが、少なくとも、この時点では違った。貴様が『白き女王』を憎むのとろじっくは大して変わらん。罪を犯す前なら応援してやってもよいじゃろう」

「……、」

　どれだけ感傷に浸ったところで何も変わらない。

　これはすでに起きた、過去の幻影だ。

『ん？　やらないと思っているのか？』

　むしろ、呆あつ気けに取とられたようにドクトルＳが呟つぶやいた。

　脅おびえているのは恭きよう介すけよりも『妹』の方のようにも見える。今にして思えば、私わたし達たちはグルのはずだろうと、そんなアイコンタクトを送っていたのかもしれない。

『まさかまさか、今まで虐待されてきたなりにバランスは保っていたんだ。コップの表面ギリギリまで水を注いでいたけど、こぼれる事はなかったんだ。だから今日も大丈夫、命だけは助かる。そんな風に思っているのか？』

　無意味な努力、であった。

　そもそも恭きよう介すけを搾り尽くすためにあれだけの悪夢をデザインしたこの狂人に、真っ当に仲間を想おもう気持ちなどあるものか。共通言語は通じない。同じ仲間という言葉を使っていても、ドクトルＳと家族の間には絶対的な齟そ齬ごがあったのだ。

　よって、

『なら見せてやる。これが答えだ』




　パン!!　と。

　あまりにも軽い、火薬の音があった。




　意味が。

　分からなかっただろう。

　……追い詰めるためなのか。

　本当に？

　それしかなかったのか!?　正真正銘、夫婦のはずなのに!!

　いつも一緒にいた誰かがいた。それは幼い兄と『妹』からあらゆる危難から跳はね除のけてくれるほど力強くはなかったけど、優しく柔らかく彼らを包み込んでくれていたはずだった。確かな支えであったはずなのだ。

　たとえ、今にして思えば恭きよう介すけをハメるための演技だったとしても。

　幼い心は、幾度となくその優しさに救われてきたはずだった。

　それが。

　胸の中心に、赤黒い穴を空けて。

　恭きよう介すけ達たちの実の母であり、ドクトルＳの妻だった、はず、なのに……？

『これが答えだ。いらないものは片付ける』

　研究。

　その一点でしか価値を測れない男が、笑顔で世よ迷まい言ごとを呟つぶやいていた。

　狂っているか、狂っていないか。

　そんなものを論じて答えを導き出す事が、どれだけ愚かか幼い兄と『妹』にも即座に伝わったはずだ。絶対王者が間違っていた場合、それを指摘しても殺されるだけ。裸の王様のように暴いておしまいとはいかないのだと。

　小さな手が、ブラッドサインを摑つかんだ。

　先に触れたのは『妹』の方だった。こうなってしまえば、もう流れは変えられない。いやいやするように首を横に振る男の子へ、『妹』は低く、暗く、そして重い声でこう洩もらした。

　恭きよう介すけが何か間違えるたびに。

　その身代わりとなって殴られ続けてきた誰か。

　最初はドクトルＳと一緒になってくすくす笑っていたはずだったのに、いつしか味方のはずのドクトルＳが信じられなくなってしまった誰か。

　その時になって初めて、恭きよう介すけだけでなく自分達も逃げ場がなくなっていた事にようやく気づいた誰か。

『このままじゃ、私達の方が、先に死んじゃう……』

『ダメだ×××、そいつの思い通りに動いても誰も救われないッ!!』

『……全部。全部、全部、全部。───、が悪い』

　脅おびえ、だった。

　ただしその瞳の中には、錆さびた刃のような攻撃性がどろりと混ざる。

『こんなはずじゃなかった。ただの演技だったはずでしょ。どうして殴られなくちゃいけないの。どうしてこんな目に遭わなくちゃいけなかったの！　私は───とは違うッ!!　私とお母さんは笑う側のはずだったのにッ!!　私達は、私と、お母さんは、何も関係なかったのに。全部……が悪い!!!!!!』

　励起手榴弾インセンスグレネードのピンを抜く音があった。

　城しろ山やま恭きよう介すけは意味不明な咆ほう哮こうを撒まき散ちらしながら、足元のブラッドサインを蹴り上げて両手で摑つかみ直した。

　依より代しろはドクトルＳが得意とする使い捨ての量産型……今回の場合は、蛾の幼虫、蚕かいこであった。おそらく動物型の中でも、最少スケールの依より代しろ。概して益虫は神格化されやすいものだ。そしてこの幼虫は毒もなく人肉を嚙かみ切きるほど強きよう靭じんな顎を持っている訳でもない。環境変化に弱く育てるのが難しい虫ではあるものの、少なくとも白い蛇や虎を飼い馴ならすよりははるかに低コストで大量に確保できる。

　全部揃そろっていた。

　ならば後に何が起きたのかなんて、誰の目にも明らかであった。




　恭きよう介すけ側がわは『規き定てい級きゆう』音域低音、コスト１。『始祖の赤ｂ』。

『妹』側は『規き定てい級きゆう』音域中音、コスト１。『始祖の緑ｋ』。




　共にカラフルでドロドロな粘液を従えるが、当然こんな所では終わらない。二つのブラッドサインが空気を引き裂き、『白しろ棘とげ』を打ち出して、空中に留まる赤い『花弁』を叩たたいて次々とスポットと呼ばれる穴へ叩たたき込こんでいく。あっという間に被召物マテリアルが錬成を繰り返し、凶悪で強きよう靭じんなものへと組み替えられていく。

　もはや幼い恭きよう介すけの狙いは一択であった。

『ドクトルＳを殺して終わりにしろッッッ!!!!!!』

『おっと』

　同じ人工霊場に取り込まれながら防護円も張らず吞のん気きに壁へ背中を預けていたドクトルＳは、その一言しかなかった。

　なのに、現実に被召物マテリアルは憎い父親へ攻撃を加えない。矛先はよそへ逸それ、そして守るべき『妹』が呼び出した怪物とかち合っていく。

『基本を忘れたのか恭きよう介すけ、これが通常運転ならまぁーた「妹」の方を殴っていなければならなかったぞ？』

『……ッ!!』

『召喚師にできるのは被召物マテリアルを呼び出し、錬成によって強化するまでだ。実際に被召物マテリアルをコントロールするのは依より代しろの仕事になる。……そして、蚕かいこの形をした依より代しろは誰が開発した？　通じ合っているのはお前じゃなくて私だろう？？？』

　どうにもならないレールから、抜け出せない。

　あいつを殴ればお前を許してやると囁ささやかれ、気づいた時には虐待一味の仲間入りとなり果てて同じ境遇の家族を殺しているような惨状。

　最低最悪のクソ野郎はすぐそこにいるのに、食い破って外へ出る事も叶かなわない。

『なら構わない、被召物マテリアルなんて頼らない……。このままブラッドサインで喉を突いてぶっ殺してやるッッッ!!!!!!』

『本当にそんな事ができるなら、寝込みでも襲うべきだったな愚息？　大体、できもしない事を喚わめいて過剰ストレスの発散なんぞしている場合か。こうしている間にも、向こうの優等生は被召物マテリアルの錬成を続けているぞ？』

『ばかっ、×××!!』

『だからつまらないんだよな、あいつ。一定以上の成果は挙げるが、予想外の展開には繫つながらない。実を言うと私はお前の方に期待しているんだ』

　さて、虐待オヤジから暴力の才能があると言われて喜ぶ輩やからがいるだろうか？

　答えは……否とは限らない。

『また、───ばっかり』

　響き渡るは怨えん嗟さの声。

　だが単純に、今ある絶望の家に嘆いている訳ではない。

『そっちばっかり、またそんな風に!!　私はちゃんとやっているのに、殴られてばっかりなのに……!!』

　閉鎖環境では極めて偏った価値観が我がもの顔で君臨する。例えば学校。進学校と工業校、男子校と女子校など、学校によって全くカラーが変わるのはイメージしやすいだろう。慈善家達はどれだけ人の役に立ったかでピラミッドが決まる一方、刑務所の囚人の間では犯罪組織を頂点に重大事件を起こした順にヒエラルキーが決まっていく。

　同じなのだ。

　腐り切った家庭環境では、どんな形であろうが褒めて欲しいと思ってしまう者も現れる。間違っていると分かっていても、そんな風に逃避したくなる瞬間もある。

　大変良くできましたと。

　どんな子でも当たり前にもらっているのと、同じように。

　興味もなさそうな調子で、元凶のはずのドクトルＳは呟つぶやいた。

『何とかしてやれよ、お兄ちゃん』

『ッ』

『ここが最後のチャンスだ。あいつが無事に「白き女王」を呼び出して召喚師として完成してしまえば、もう誰にもあいつを止められなくなるぞ。最強というのも悲劇だな、どれだけ暴虐の主と化しても、その力の強さ故、どこの誰にも諌いさめてもらえなくなる。誰だって死にたくないもんな？　だから誰も彼もが気味の悪い笑みを貼り付けてこう言うんだ。あれは虐殺ではない、由ゆい緒しよ正しき英傑、聖者、天才の行いだとな！　あっはっは!!』

『ぅぅぅ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!』

　まさに半狂乱であった。

　それでいて、ブラッドサインを操る一〇の指先自体は正確そのものだった。それはまるで半導体工場で髪の毛よりも細い純金の回線を繫つないでいくロボットアームのよう。感情とは切り離された一連の動きが、常人ではありえない速度で被召物マテリアルの錬成を繫つないでいく。




　恭きよう介すけ側がわは『神しん格かく級きゆう』音域低音コスト７。

　ｌから始まる悪魔の王。司つかさどるは傲慢。金星を象徴とする反逆者の長にして天界の三分の一を悪の道へと染め上げた邪悪なるインフルエンサー。

『妹』側は『神しん格かく級きゆう』音域低音コスト９。

　ｂから始まる丸々太ったハエの王。司つかさどるは暴食。カナンの神話より切り分けられ独自の発展を遂げた、ありとあらゆる魔女に信仰されし夜の祝福を与えるサバトの管理者。




『音域は同一、コスト差も二！　ここからならまだ喰くらいつける……!!』

『ダメだ、恭きよう介すけ』

　ズンッ!!　という鈍い震動と共に、前提がひっくり返る。

『戦意喪失パニツク。同一または近似の神話圏の場合は特に留意しろと教えたはずだろう？　同じ七つの大罪なら同格とでも思ったか、ヨハン＝ヴァイヤー著「悪魔の偽王国」を見よ。ベルゼブブは君主であり、ルシファーは役人の一人に過ぎん』

　ならば他の神しん格かく級きゆうへ即座に切り替えるまでだが、わずかでもロスはロス。

　何よりこちらの戦術ではなく、よそからの事情で強制的な変更を余儀なくされる分、自由度は格段に減る。選択肢の削減はそのまま莫ばく大だいなリスクに繫つながりかねない。

『こんなものじゃないだろう、お兄ちゃん？』

　くすくすと笑いながら、壁から背中も離さずにドクトルＳは語る。

『救ってやるんだもんなあ、いつの日か。この最低男の拳から、母親と「妹」を。それがたまたま今日だった。母親は間に合わなかった。でも「妹」は？　ここで手を離してしまったらあいつ一体どうなる。あんなバケモノ、誰が手を差し伸べてやれる。お前がきちんと止めてやらなくちゃあ、世界中が敵になっちまうぞお？？？』

『黙ッれェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!』

　叫ぶ。

　叫ぶ、叫ぶ、叫ぶ。

　しかし、本当は気づいていたのかもしれない。いったん転がり出してしまったら、もう止まらない。兄と『妹』。どちらかが終点である『白き女王』を呼び出して決着をつけるまで、行き着く所へ行ってしまうのだと。

　だから。

　こうなる前に。

　喉を引き裂くように叫んで、『妹』を止めたかったのだと。




　恭きよう介すけ側がわは『未み踏とう級きゆう』大三角、音域中音コスト18。

　虚ろなる財宝にて世界を満たす『緑』の悪女lu・o・np・e・qo・ei・r・k・a・rum・pl。

『妹』側は『未み踏とう級きゆう』大三角、音域低音コスト20。

　罪過凶事を射抜き見通す『赤眼』の麗人fa・ao・ab・ei・fj・cib・b・du・a・eif。




『……三みつ巴どもえならこちらが上……』

　その時、幼い恭きよう介すけの顔に浮かんだのは喜びではなかった。

　むしろ、ゾッと背筋に悪お寒かんが走ったような表情だった。

『だめだっ殺すなァ!!』

　恭きよう介すけの言葉など、ドクトルＳに従うだけの蚕かいこの依より代しろに、そして対話用の『匣はこ』もない未み踏とう級きゆうそのものに通じたものか。

　上半身は可か憐れんな少女、下半身は禍まが々まがしい大蛇。父権の象徴である無数の杖つえを蛇の下半身に突き刺し、泡立つように『まだ見ぬ新型犯罪』を次々と生み落としていく未み踏とう級きゆうは、鼻で笑ったように幼い少年を一いち瞥べつしただけだった。

　そして暴虐が渦を巻く。

　保たない。『妹』がやられる。恭きよう介すけは慌てて別の未み踏とう級きゆうを呼び出そうとする。だがその切り替え、錬成さえも行き止まりへ近づくための作業に過ぎないのだ。

　兄と『妹』。

　どちらかが決着を着けない限り、一度始めてしまった戦いは治められない。そしてすでに未み踏とう級きゆう、終点は近い。『白き女王』を呼び出してしまう。手が届いてしまえば、全てが終わる。勝った方だけ生き残る。実力が及ばなかった方は、撤退のマニュアルに従って片付ける。そんな馬鹿げた話が本当に実行へ移されてしまう!!

『勝つ』

　怨えん嗟さの声。

　どうにもならない、吸収の良すぎる彼の『妹』。

『勝つ、勝つ、勝つ!!　勝って生き残るんだ、私は、ぜったいに、何があったって……!!』

『馬鹿ッ野郎!!　こんな最低オヤジに従って生き続けるだけで、そこにどんな未来が待っているっていうんだ……!?』

　叫んだところで時間は止められない。

　届く。

　もう理論上のギリギリまで状況は進んでしまっている。

　ちらつくのは、純白。

　iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz。

『一字でも……』

　恭きよう介すけ側がわにも、きっと長期的な勝算なんてなかっただろう。

　ただ結末を一秒でも引き延ばす。

　それくらいしか頭に浮かんでいなかったはずだ。

『一字でも、取りこぼさせれば!!　文字列の完成を阻止すれば……ッ!!』

　結果、ｆの取り合いとなった。

『妹』の力任せのパワーショットに対し、幼い恭きよう介すけのスピンを駆使した変化球。

　普段であればどこにでも散らばっている一字。だけど今この瞬間に限り、無限に価値が跳ね上がったその『花弁』を狙って、恭きよう介すけと『妹』、双方から『白しろ棘とげ』が鋭く打ち込まれる。

　そして。

　幻覚、幻影の形で戦い続ける幼い恭きよう介すけとは別に、それを見ている事しかできない城しろ山やま恭きよう介すけは思わずこう呻うめいていた。

「……見なくて良いよ」

「結局どちらが呼び出したのじゃ、『白き女王』を」

「どっちだって同じ訳だが」

　どうしようもない言葉があった。

「願いなんか、叶かなわないんだよ」





６






　何事も最初の一歩が肝心なのだ。

　そもそもスタートラインに立たなければ万に一つも一等賞を取る資格は与えられない。

　真夏の太陽が支配する突き抜ける青空に入道雲。そんなもんより地上がエネルギーで満ちてきた。

「ちょ、ちょっと気が早いのではございませんかっ？　これが人間を知る旅？　ぜんっぜん、あにうえとの絡からまった糸が解けた訳でもないのに」

「じゃかあっしーい。何にせよ世界がどうにかなる前に恭きよう介すけちゃんと『白き女王』は歩み寄らねばならんのです！　そのためには、男と女のどっちかが距離を詰めないといけません。恭きよう介すけちゃんが頑かたくなかどうかは関係ねえ、あなたの方から歩いていっても距離は縮まるんじゃーい!!」

　ショッピングセンター二階、空中回廊のショーウィンドウの前でなんかいちゃいちゃしている。

　ウェイトレス服の悪魔ビヨンデッタが薄手のカジュアルワンピースに生脚の『白き女王』の背後に回り、その細い肩を両手で摑つかんでぐいぐいとショーウィンドウの前へ押し出している。

「着替えるぞ」

「ひっ」

「きーがーえーまーすーよーっ!!　てかＦ国からずーっと間に合わせ、カジュアルワンピのまんまじゃないですか！　雑!!　だから変に太股全開なんですよ、男の子と会う時には服装にも意味を持たせましょう。ほらこっち来る!!」

「いえそのっ、信楽しがら真ま沙さ美み、何とか言ってくださ……」

《ひとまず上限決めておきましょう。三万円以内でコーディネートお願いします》

　笑顔で掌てのひらを返され、そしてみんなのお姉ちゃんビヨンデッタに腕を摑つかまれた『白き女王』がいずこかへ消えていった。

　そちらからは、

『いきなり決める必要はありません。女王、まずはスタンダードな基準点を決めておきましょう。この辺りかなー？』

『ちょ、これでスタンダード!?　というか根本的にこの透け具合は服なのですか……？　下着の一種ではなく』

『ボーイッシュならこっちですかね。Ｔシャツとショートパンツな感じで』

『アホかこの切り込み、もはや絶滅したブルマよりもエグい事になってますけども』

『おっ、力強い単語が出てきましたよ。やりますか？』

『何であんの絶滅したと言ったはずでございます!!』

『ぐいぐい攻めていかないと、恭きよう介すけちゃんはウルトラ鈍感なのはご存じでしょ。一目見て分かるくらい明確な意思を表示する必要があるのです。ドＳポリスかなー、それともライダースーツかなー？』

『ばにー？　ネコミミ？？？　……ここほんとに服飾店なのですか、もしやパーティグッズ専門店なんじゃあ……!?』

『てか女王もたもた遅せえんだよ動きが！　これから色々着せ替えすんだから二分に一回くらいの速度で着替えろってーの!!』

『ばかっ、試着室でございますよっ!!　いきなりカーテン開けないでください!!!!!!』

　シュシュで髪をポニーテールにした信楽しがら真ま沙さ美みはそっと息を吐いていた。

　うっかり見送ってしまったので機を逸してしまった。

　素直に交ざっておけば良かったと後悔する。

　ショッピングセンター『まるちぷる』は食品、衣類、家電の三本柱のはずだが、こちらの空中回廊に並ぶショップ群は生活必需品とは程遠い、インテリアやアクセサリが並ぶエリアのようだった。あの『白き女王』が珍しく及び腰なのは、ペアのリングやマグカップなど、恋人に贈るものが幅を利きかせているからか。

　ばたむっ!!　と自動ではないガラスドアが大きく開閉する音が響いた。

《あら》

　信楽しがら真ま沙さ美みが珍しいものを見た顔になった。

　お店から出てきた『白き女王』は、先ほどまでの丈の短いカジュアルワンピースではなかった。薄い青の上から純白の百ゆ合りの花をあしらった、夏らしい浴衣ゆかたを纏まとっていたのだ。

「まったく……まともに着られるものがこれくらいしかないという時点で、バリエーションが悪い意味で豊富過ぎますわね」

《悪くない選択だと思いますよ、女王。恭きよう介すけ君くんも驚いてくれるでしょう》

　まんざらでもない顔が待っていた。

『白き女王』は和風な組くみ紐ひもで結わえた銀のツインテールを指先でいじくり、それから自分の体をひねるようにして浴衣ゆかたのあちこちに目をやっている。

　しかしその背後に悪魔が忍び寄っていた。

　ビヨンデッタが囁ささやく。

「（……やべえーエルヴァスト＝トイドリームの辺りで私もミニ浴衣ゆかた着ていたけどどうしましょう、これ言った方が良いいのかなこの夏二度目の浴衣ゆかたとかインパクト半減だって）」

「ッッッ!!!!!!」

　散々振り回された『白き女王』はお店に引き返していく。

　結局いつもの白いカジュアルワンピースから脱却できないようだ。

「やはりチョイスが間違っていたのでございます、あにうえはあんなイロモノではなびきませんっ!!」

「キラキラドレス今ならもらえるＳＲカードが墓穴掘りやがった」

　ぼそっと言ったビヨンデッタの台詞せりふにそれなり以上の衝撃を受けてわなわなしている『白き女王』。

《あながち、全く根拠のない話ではありませんよ、女王》

　口元に手をやってくすくすと笑いながら、白衣にスーツの信楽しがら真ま沙さ美みはこう言ったものだ。

《私が『白き女王』を庇かばった事で恭きよう介すけ君くんは心因的に大きな衝撃を受けていました。つまり、表層では拒絶拒絶また拒絶の一辺倒だったとしても、深層では結構迷っているのです。迷い、悩むからこそ、ブレが生じてグラつく。その振動が衝撃となって表層にまで現れる。ものすごく簡単に言ってしまえば……恭きよう介すけ君くんは、これまで自分がしてきた事が本当に正しかったのか精査している最中なのです。相手が『白き女王』だからと言ってやり過ぎだったのではないかなーと》

「……、」

　その言葉に、『白き女王』はすぐさま返答を繫つなげなかった。

　絶大な暴力の他、美貌や叡えい智ちでも知られたあの女王が、だ。

「……やり過ぎなものですか。あにうえに振り向いてもらいたい。ただその一心で、わたくしはあれだけの事をやってきたのでございますよ」

《だから、そう思う事ができるようになった『白き女王』へ、今後どう接するべきかで悩み中なのです。相手が人の心を全く持たない絶対悪なら、ある意味簡単だった。でも、そういう訳ではない。いいえ、そんなの本当は『女王の箱庭』の段階ですでに分かっていたはずだったんですけどね》

　失敗したから、怖かった。

　人の尺度で『白き女王』を測ろうとした愚か者への罰のように思えたから。

　だから、蓋をした。

　相手が根本から理解不能な絶対悪であれば、余計な駆け引きをする必要もなくなるから。

　人間を知る旅での、答えが見え始めていた。

《子猫の学習、ですね。ガス台でイタズラして火傷やけどを負った子猫は二度とガス台に近づかなくなる。湯船やシンクで溺れそうになっても同じ。……恭きよう介すけ君くんは自らの受けた経験から、危険回避のため自らにジンクスを課している。近づけば、致命的な傷を負うと》

　そして複雑なのは、同時に恭きよう介すけは戦闘のエキスパートである点だ。彼は危難から逃げるためであっても、全力で戦う。普通に挑んだらどうやっても勝てない相手だから、可能な限り自己を先鋭化し戦闘に一本化する事で勝率を高めようとする自己防衛本能もありえるのだ。

　これは大人の社会でも当てはまるが、自分の感情に合理的な説明をつけられると、一気に正当化が進んで意固地に固まってしまう。自分は悪くない、という言葉を武器として叩たたきつけていくのはある意味で快の信号をもたらすものだ。

　きちんと結果は出しているんだ、だから文句はないだろう。

『フリーダム』アワード９０３に対し、さて、異を唱えられる者はどれだけいたか。同アワード３０００の信楽しがら真ま沙さ美みは、なるべくしてターニングポイントとなった訳だ。

　しかし薄手のカジュアルワンピースに身を包む『白き女王』は首を横に振って、

「間違っては、いないでしょう」

《範囲が広すぎるのです。女王、確かにあなたは人が安易に触れ、まして利用しようなどと考えてはならないハイリスクな超越存在です。しかし同時に、その影響を全く受けないというのも不自然で、ありえない。溺れるのを怖がって全ての水を遠ざけてしまえば、飲み水にも苦労して渇きに苛さいなまれていきますから》

　そこまで言うと、スーツの上から白衣を羽織る信楽しがら真ま沙さ美みは肩の力を抜いて、

《もうぶっちゃけてしまいますけど、この世界で生きている限り大なり小なり『白き女王』の影響は受けるものです。それはたとえブラッドサイン式召喚儀礼に全く縁のない一般人でも、あるいは遠い遠い地球外知的生命体であろうとも。女王、あなたの存在はそこまで重い。これはとても当たり前の話で、善ぜん悪あく好こう悪おなんて挟まる余地もない基本で、生きとし生きる者は銀河の回転で乗り物酔いしたり時間の流れに吐き気が込み上げたりしないのと同じレベルの常識でしかありません》

　当たり前にそこにあるもの、として研究してきた信楽しがら真ま沙さ美みからすれば、宇宙の法則なんてその程度だ。法則はただあるのであり、見つけてしまった当人さえも、個人の思惑で塗り潰す事は適かなわない。抗あらがうとか、押し返すとか、そんな次元で語るべきではない。天動説と地動説がひっくり返ってしまったら、それはもうそういう風に折り合いをつけて生きていくしかないのだ。

　だけど恭きよう介すけは、それを受け入れられない。

　彼にとってブラックホールは全てを破壊する悪の権ごん化げでしかないのだ。その根幹にある重力がなければ、人は地に足を着ける事もできないのに、そこまで頭が回らない。子猫の学習によって危険を回避する恭きよう介すけは、功と罪の検証もせずに『白き女王』そのものを大きく迂う回かいしてしまう。見つけてしまったのなら、見つけてしまった者の責任で。いっそ一行の簡潔な公式に二重線を引いて塗り潰してでも、世界を守れ。

　結果生み出された二重線こそが『色彩なき童女』。

　少年の青い正義感ならそれで良かったのかもしれない。だが研究者として別の視点から見てみれば、それはやってはいけない事と断じなければならない。結局、絶対的な正義など存在しないのだ。何をやっても許されてしまう『白き女王』の絶対性を否定しようとする恭きよう介すけもまた踏み違えており、そんな恭きよう介すけに首を横に振るポニテ研けん究きゆう者しや信楽しがら真ま沙さ美みも別の誰かから見れば踏み外しているのだろう。

《子猫の学習を緩和する方法は、極めてシンプルです》

　人差し指を一本立てて、教師か何かのように信楽しがら真ま沙さ美みは語る。

《ガス台でも風ふ呂ろ桶おけでも良いい。一度痛い目を見た場所へ子猫を連れていき、そんな事はないんだよと新しい経験で上書きしてやれば済む。簡単な事なのですよ、女王。今日まで続いた人類の歴史や世界の運命なんて、存外そんなものの積み重ねでしかないのです》

「それが……」

　言わんとしている事は分かる。

　だが『白き女王』は思わず眉をひそめ、ショーウィンドウの方を指差した。

「……これ、でございますの？」

「ふははプレゼントだいさくせーん!!　何にしたって目に見えないものを形にしてしまうのは効果アリなのです。ま、本来こういうのはカバンでも指輪でも男の方から渡すべきなのですが、あの超ちよう絶ぜつ朴ぼく念ねん仁じん恭きよう介すけちゃんにオトメゴコロを先回りするような頭を期待したら一千年経たっても事態は進行しません。そんな訳で何でも好きなものを選んで店員さんにカラフルラッピングしてもらいましょーう!!」

　さて。

　急にそんな事を言われても困ってしまう。

　柔かい掌てのひらを自分の頰に当て、『白き女王』は思い悩む。恭きよう介すけが恭きよう介すけが戦闘狂の恭きよう介すけが悪いと駄々をこねるように言ってきたが、彼女とて同じだったのだ。『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』のスタイルに合わせてアプローチを掛けていく内に、そちらに流されていた節がある。何でもかんでも戦闘ありきで考えてきた。いきなり『普通』の駆け引きを求められると、思考も言葉も詰まってしまう。

「いきなり言われても、困りましたね……。あにうえを驚かせる方法ならいくらでも頭に浮かぶのでございますが」

「泣かす方法ならの間違いだろそれ」

「……、」

「あ、あれ？　リアルに落ち込んでます？　ちょっと!!　ダメですよボケがしっかりしてくれないとツッコミが悪者に見えちゃうんですってば！」

　何でこう情緒不安定な人は急に真面目になるのだ。

　こうなったらみんなのムードメーカービヨンデッタお姉ちゃんはノリとテンションで持っていくしかなかった。

「いっめーじんぐ!!　もうブラッドサインとか被召物マテリアルとかそういうのは放り出して、普通の男と女としてここデートスポットを仲良く歩くとしたら何が欲しいんです!?　シリアス空気で自分を偽るな、おらー恭きよう介すけちゃんとイチャイチャベタベタしたいんだろー!!」

「やっ、やだもういきなりそんな大声で！　他の誰かに聞かれたらどうするつもりでございますの？　あらあらそんな、ここ地元で有名なデートスポットだったんですのね今気づきましたっ、きゃー☆」

《……ビヨンデッタちゃんちょっと離れて大至急。照れて帯電中の女王に触れると木こっ端ぱ微み塵じんになりますよ》

　白いカジュアルワンピースの裾を翻ひるがえし、何だか『白き女王』が軽めに浮き始めた。安全確保のためちょいとアース線を繫つないで莫ばく大だいなエネルギーを逃がし、地球に頑張ってもらいつつ、

《何も特別な事ではありません。あなたの感性で、恭きよう介すけ君くんに届けたいものを選べば良いのですよ》

「……、」

　きっと。

　この頑張りは無に帰す。

　世の中はそんなに単純ではない。『白き女王』からいくら歩み寄ったところで、城しろ山やま恭きよう介すけは敵てき意い剝むき出だしでその手を振り払う。彼女の弱い所、柔らかい所を奇麗にラッピングして差し出しても、無残に地面へ叩たたきつけられて踏み潰される。

　それだけの事を、してきた。

　流石さすがにその認識がないほど『白き女王』は愚かではない。

　でも。

　だとしても。

（……構わない）

　きゅっと己の唇を嚙かんで、『白き女王』は強く思う。

（届かないのなら、届くまで。伝わらないのなら、伝わるまで。『繭』の破裂まで時間がないとか、そんな事は理由になりません。むしろ、非常事態だから他を押しのけても許されるという考え方が、世界がわたくしの全てを許容してしまう元凶そのものとも言えるのですし）

　城しろ山やま恭きよう介すけは、踏ふみ躙にじられる者の苦しみを知っている。

　だから歴史家気取りで『大局を見れば仕方のない事』などとしたり顔で嘯うそぶく輩やからを、絶対に許してはこなかった。

（言い訳をしない。『白き女王』という非常事態を突き付けない。そもそも、これまでだって挑んできました。ただその方法が変わるというだけの事。ならば、ここで叩たたきつけられて踏み潰されるのだって、きっと何かの礎いしずえとなるはず。『繭』が破裂し、『色彩なき童女』が動き出す、その最後の最後の一瞬まで）

　信楽しがら真ま沙さ美みやビヨンデッタは気になる事を言っていた。

　状況次第では城しろ山やま恭きよう介すけは、『白き女王』以上の怪物になるかもしれない、と。

　それだけは、何としても避けなくてはならない。子猫の学習。過去に受けた仕打ちから自らにジンクスを課した恭きよう介すけは、『色彩なき童女』というイレギュラーなルールを世界へ打ち込むに至った。しかも、ここでその行動が止まるとも限らない。だから、そうなる前に。少しでも緩和できるのならば、彼をありふれた少年に戻すために……。

　そこまで考え、薄手のカジュアルワンピースの短い裾を片手で押さえて下に引っ張りながら、『白き女王』はふと首を横に振った。

《女王？》

「いえ」

　改めて、己と向き合う。

「……それではダメなのでございます。悟ったふりはしているものの、結局はブラッドサイン式に当てはめ、合理性で上塗りするような正当化では」

　それはとても恥ずかしい事。

　己以外の誰にも暴かれたくはないもの。

　人間を知る旅の中で、見据える事のできたもの。

　ここまで世界を引ひっ搔かき回まわしておいて一体何を馬鹿な事を、と万人は考えるだろう。城しろ山やま恭きよう介すけだって許してはくれないだろう。だけど、それでも、己と向き合え。この局面で、今までの自分が間違っていたと認める場面で、何を格好つけて理論武装を重ねようとしているのだ。想おもいに理由はいらない。

　愛する人に気持ちが届かなくても、無残に踏みにじられる運命だとしても。奇跡が成じよう就じゆするまでに何万の挑戦が必要だったとしても。もうすぐ『繭』や『色彩なき童女』の暴走が世界全体を壊してしまうのだとしても、この一つを軽んじて良い理由にはならない。最後の一日を、手抜きしながら生きても良い理由になんかならない。『白き女王』の胸にある気持ちは、状況によって変化するものではないのだから。

　出し惜しみなど無用。

　もはやハリネズミの武装も、本質を曇らせる余計なカリスマもいらない。

　剝むき出だしの自分で立ち向かえ。

　拒絶されても、踏ふみ躙にじられても、鼻で笑われても、知った事か。

　あの少年が教えてくれた。

　いつだって彼は血ち反へ吐どの中を這はいずって、決して届かないものへ手を伸ばそうとしていた。

　そこから何も学ばなかったなどと言ったら、それこそ世界の全てが噓うそになる。

「……そうでございますね」

　ぽつり、と。

　一人の少女は意を決して、呟つぶやいた。

　今までとは全く違う歯車が嚙かみ合あって、大きな力が伝達されていく。




「それではこちらをお一つ。そうですわね、ラッピングは赤と黒で」




　敗北に、挑め。

　これは当たれば絶対に砕ける失敗。だけどその行為が何も生み出さないとは限らない。

　世界が終わる、その瞬間までに間に合うか。
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　そして。

　そして。

　そして。

　あたかも一秒という時間が永遠に引き延ばされるような錯覚があった。いいや、ひょっとしたら、この座標では本当に時間は歪ゆがんでいたのかもしれなかった。




　ある小さな家に、『白』が吹き荒れる。




　始まりは一九九九年七月。

　ドクトルＳを中心とした研究グループが理論の完成までは漕こぎ着つけたものの、机上の空論を実践へ移すにあたって、どうしても何かが足りなかった。結果、部分的な光を見るのが精一杯で、『白き女王』という形を捉えるには至らなかった、不完全な成果。

　あるいは、完全に失敗していれば折れていただろう。

　あるいは、完全に成功していれば飽きていただろう。

　何事も中ちゆう途と半はん端ぱというのが一番良くない。ドクトルＳの心を摑つかんで振り回していたものの正体は、渇かつ望ぼうであった。どっちつかずの状態から抜け出したいという一念が、ここまでの地獄を作り出した。

　だからこそ。

　大仰な神殿でも冷たい研究所でもない。一見すればどこにでもあるような一軒家に光の羽が降り注いだのは、ある種の必然であった。ここは、そのためだけに作られたのだから。幼い血と汗と涙をすするようにして不気味な厚みを増していった、ある種の『扉』なのだから。

『……お久しぶり、女王』

　ドクトルＳは、旧友とでも顔を合わせるような調子でそう呟つぶやいていた。

『そしてようこそ、こちら側の世界へ』

　間もなく世界で初となる、『白き女王』の完全召喚が成し遂げられる。兄と『妹』。どちらが先に辿たどり着ついたとしても召喚の事実そのものは変わらない。呼んだ者は呼ばなかった者を速やかに叩たたき潰つぶし、結果を示すだろう。

「で、どっちだったのじゃ……？」

　冥めい乃の河かわ葵あおいは状況を注視していた。

「どちらが呼び出し、勝った？」

　今ここにいる、成長した城しろ山やま恭きよう介すけは思わず顔を逸そらしていた。

　そしてそのまま、小さな男の子と全く同じ言葉を呟つぶやいていた。




『もう良いい、やめろ!!　頼むからやめてくれッ!!』

「もう良いい、やめろ。頼むからやめてくれ」




　その言い分が正しければ。

　先に『白き女王』へ手を伸ばしたのは、『妹』の方だったのか。幼い恭きよう介すけはただ貪り食われ、完成品として『妹』をドクトルＳに奪われるだけだったのか。




『頼むから、お願いだから……』

「頼むから、お願いだから」




　だが違う。

　そうではない。続けてこんな声が炸さく裂れつしたのだ。




『アンタなんか、出てくるな!!　完全勝利なんかいらない、「妹」を傷つけたい訳じゃない。だから、だから、だから、僕に救わせてくれェェえええ!!!!!!』

「アンタなんか、出てくるな。完全勝利なんかいらない、「妹」を傷つけたい訳じゃない。だから、だから、だから、僕に救わせてくれ」





８






　あの時。

　実際に言えば、『白き女王』はとっくに飽きていたのだ。

　異界で女王の暴虐を止める理ことわり達たち……いわゆる未み踏とう級きゆうの面々は、実際には『白き女王』が手を振り回し足で踏み出すだけで蹴散らされてしまった。

　一九九九年七月に現世への扉は開かれたが、そちらで待っていたのは何だった？　オカルトさえ諸もろ々もろのテクノロジーによって征服するとご大層に語ってみせた人間達も、『白』の片へん鱗りん、わずかな光を浴びただけで容易たやすく骨抜きにされ信奉者を増やすばかり。

　確たるものなど、何もなかった。

　自分の命綱を繫つないでおける、揺るがぬ何かが欲しかったのに。

『……、』

　虐待され、実の親から殺し合うよう命じられた幼い兄と『妹』がいた。ごくごくありふれた、三文芝居をそのまま現実に置き換えたような安い悲劇。方々で救いを求められてきた『白き女王』の心が今さら動くはずもない。ただ淡々と破壊し、ただ淡々と救いをもたらした事にされて、自分のあずかり知らぬ所でまたもや勝手に美談が出来上がっていくのだろう。はっきり言えばうんざりだった。どうせいつものように、大粒の涙を浮かべてこう言うのだ。私はこんなに悲惨なのだから、裕福なお前は文句を言わずに持っているものを全部出せと。人は、感動さえあれば何でも許されると思っているのであるまいか。

　だからだ。

　だからこそ、だ。




『もう良いい、やめろ!!　頼むからやめてくれッ!!』




　そのどうしようもなく支離滅裂な言葉が、ずしりと響いた。

　胸の真ん中に直接のしかかってくるような、その重み。

　初めてだった。

『白き女王』はこの時、初めて世界の『重さ』を知ったのだった。




『頼むから、お願いだから……』




　その意味を知った。

　震えた。

　自分の存在を知ってなお、拒絶してくれる誰か。圧倒的な『白』の光を浴びてなお、自分の正しさを曲げない誰か。自分の命綱を繫つないでおける何かが欲しいと願ってきた。これが、そうなのか。

　背中を預けられる存在とは、こんなにも心地の良いいものなのか。




『アンタなんか、出てくるな!!　完全勝利なんかいらない、「妹」を傷つけたい訳じゃない。だから、だから、だから、僕に救わせてくれェェえええ!!!!!!』




　そうして、『白き女王』は震えるままに尋ねていた。

　世界の叡えい智ちとも呼べる何か、まともな人間が見ればそのまま発狂してしまうほどの何かに。

　アレは何ですか、と。

『先人、道を示す者、寄りかかるべき存在、師と弟』

　対する回答はシンプルだった。

　いつだって叡えい智ちの検索結果はそんなものだった。

『すなわち、兄と呼ぶべき存在である』

　気がつけば、『白き女王』は己の唇を細い指先でなぞっていた。

　それが何を示す言葉なのかも分からないまま、ただ唇の震えの確認作業を繰り返す。

『あにうえ……』

　定義は完成した。

　そして速やかに『白き女王』は現世からの召喚へ応じていく。

『あにうえ!!』





９






　だから。

　兄と『妹』。どちらが『白き女王』を呼び出したかなど、もはやどうでも良かったのだ。

　そもそも召喚に応じた女王は、最初から城しろ山やま恭きよう介すけを守るつもりでいたのだから。

『あ……』

　幼い幼い、少女の脅おびえがあった。

『白き女王』は一切構わなかった。

　あれは敵。

　城しろ山やま恭きよう介すけの命を害する、敵。

　であれば『白き女王』が取るべき行動は火を見るよりも明らか。未み踏とう級きゆうの被召物マテリアルだとか、召喚師は防護円に守られるだとか、そんな話は誰も聞いていない。『白き女王』がそうすると決めた。それが唯一にして絶対のルールである。

　一いち瞥べつ。

　睨にらまれた幼子は、果たして自分の運命に気づけたか。

『たすけ




　声など、待たなかった。

　白き光を凝縮したような一刀のもとに、脅威は切り捨てられた。
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『あ、うあ』

　相対性理論さえ信用ならない歪ゆがんだ座標にて。

　声にならない声があった。

　どんなに力を込めても、それは決して意味のある言葉とはならなかった。

『うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!』

　気づいているのだ。

　本当は幼い恭きよう介すけだって気づいているのだ。

　ルール違反がどうのこうの喚わめいたところで事態は何も変わらない。目の前で起きてしまった事、それだけが事実なのだ。実戦は、ゲームでもスポーツでもない。何があっても召喚師を守るはずだった防護円は紙くずのように切り裂かれた。未み踏とう級きゆうだろうが大三角だろうが、どんな被召物マテリアルでも敵かなわなかった。そして鮮血があった。彼があんなに守りたかった『妹』が、膝から床へ崩れていくのを確かに見た。

　原初の殺人。

　最初の罪。

　人工霊場も、自分の防護円も知った話ではなかった。

　ボロボロのまま駆け寄り、どうしようもない返り血に自分の体を汚しながら、躍起になって恭きよう介すけは『妹』の体を抱き寄せる。

　軽い。

　軽過ぎる。

　人間の体の中から必要なものが抜け落ちていくような、そんな儚はかなさに満ちていた。

　今になって傍観している成長した少年は、そっと目を逸そらしていた。

『いやだ……』

　身も世もなかった。

　幼い城しろ山やま恭きよう介すけは、涙と返り血でドロドロになった顔で叫ぶ。

『こんなのイヤだああああああああああああああああああああああああああああああ!!』

『……、───った』

　血まみれの唇から、少女の息が洩もれていた。

　最後の最後、とは思いたくなかった。どんな恨み節でも良いい、幼い恭きよう介すけは『妹』の活力となる何かを聞き取りたかった。

　だけど、違った。

　憑つき物ものが落ちたのか。いいや、そうですらない。

『良かった……、───、ちゃんと生きてる』

『……、』

　ドクトルＳが捨てたオモチャは、こっそり天井裏に戻してあった。

　それをやったのは、一体誰と誰か。

　元々は演技のためのスタッフに選ばれたのかもしれない。実の母も『妹』も、恭きよう介すけをハメるために行動していたのかもしれない。

『やっと……言いたい事、分かった。あんな風に誉められても、意味なかった』

　だけど、本当にそれだけなら、ドクトルＳの見ていないところであんな事をする必要はなかった。見つかってしまったら、『妹』は余計な傷を負うだけだったろうに。

　それでも。

　恭きよう介すけのために。

　どうしても、悪者になりきれなくて。

『私が……間違ってた。ずっとずっと間違ってきた。助ける方法、分からなかった。今日だけじゃない、ずっとずっと、本当はそうだった。優等生のふりをするの、もう疲れた。だから、良かった……。今日こそ、やっと、見つけられた……』

　ｆの取り合い。

　最後の『白しろ棘とげ』の打ち合い。

　あの時、あそこで……『妹』は、わずかに手元が狂ったとでも言うのか。

『違う』

　嚙かみ締しめ、震えて。

　あまりにも軽過ぎる体を抱き寄せたまま、恭きよう介すけは必死になって叫んだ。

　ミニカーに、ボールに、動物図鑑。

　天井裏にこっそり戻してもらったオモチャを思い出す。何の戦術的意味もなかったけれど、幼い心は絶対に安らぎを手に入れていたのだ。

　それなのに。

　幼い恭きよう介すけは一体、何をしてしまった？

『こんなの絶対に違うッ!!　言えるもんか、こんなやり方で僕が救われたなんて絶対に言わせるものか!!』

『また、失敗した？』

　首を縦にも横にも振れなかった。

　ただ慟どう哭こくして身を震わせる恭きよう介すけを見上げ、『妹』はうっすらと笑ったのだ。

『なら、次は頑張る』

『……×××？』

　おそらくもう視力もないのだろう。

　天使の笑みを浮かべて、それでも確かに『妹』はこう言ったのだ。




『今度、生まれ変わったら、その時こそ。私はにーさまをたすける側につく』




　それっきり、だった。

　死という定義を思わず忘れてしまうような、そんな『妹』の笑顔だった。

　言葉なんていらない。

　自分の肺も喉も引き裂くようにして絶叫する恭きよう介すけに、黒い髪に剝き出しの細い顎の男、ドクトルＳは言ったものだった。

『……実時間にして一秒もなかった、か』

　まるで。

　それは、鼓膜をヤスリで削り落とすように不快な声であった。

『だが大きな収穫だ。恭きよう介すけ、やはりお前の方で成功だったらしい。さて、後はここで得た結果を分析して量産体制を敷き、一般普及させていく段階か。もうこの家も必要ない、とっとと不要なものを片付けて撤収しよう』

『……、』

『お前が抱え込んでいるその薄汚いカタマリも込みでだよ。現実に裏切っているくせに善人の特権を手放そうとしないからダメなんだよな。まったくあっちもこっちも汚しやがって、余計な仕事が増える。おい恭きよう介すけ、それはこっちで片付けておくから、お前はシャワーを浴びて着替えてこい』

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　ぎぎぎ、と。

　ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ、と。

　油の切れた人形のようにぎこちない動きで、城しろ山やま恭きよう介すけが再起動する。『妹』の遺体をそっと床に横たえ、それからぬるぬるに滑る手でブラッドサインを摑つかみ直なおす。

　赤しやつ光こうでも、生ぬるい。

　その目の色は、何と表現したらよいのか。

『ん？　摑つかんでどうするんだ？』

　ドクトルＳは鼻で笑った。

　血ち反へ吐どで埋め尽くされた我が子を吞のん気きに見据えて、

『蚕かいこタイプの依より代しろは全て俺が掌握している。励起手榴弾インセンスグレネードを投げれば一発だぞ？　そもそもこんな狭い実験室ならともかく、純粋な被召物マテリアルを使った実戦では経験が違う。ガキが、勝てるとでも思っているのか、この私に』

　応じなかった。

　城しろ山やま恭きよう介すけは、ここにはいない誰かに声を放ったのだ。

『「白き女王」……』

『おいおい、おいおいおい!!　人工霊場が解けて元のフィールドに戻った時点でご破算だよ。「チェイン」を繫つないでいる訳でもなし、今さらあんな超越存在の手を借りられるとでも思ったのか!?　お前は私の研究成果なんだ、あんまり馬鹿みたいな事を言うとこっちの頭まで疑われるだろうが！』

　だが違う。

　どうしてドクトルＳは気づかなかったのか。

　城しろ山やま恭きよう介すけの目の色は、もはや猟犬を超えていた。管理不能、決して人に懐なつく事のない血に飢えた狼おおかみの目を持つこの少年が、神仏に祈り、希望的観測なんてものにすがるはずもなかったのだ。もっと即物的に、もっと確実な手段でもって。血を奪い肉を抉えぐる狩りとはそういうものだ。

　だから。

　だから。

　だから。

　続けて、人の形をとる狼おおかみはこう宣告したのだった。




『……あなたは、絶対に、手を出すな』




　くるんっ、と。

　幼い恭きよう介すけの持つブラッドサインが、バトンのように回転した。

　ドクトルＳに見えたのは、そこまでだった。

　まさに。

　それは、覚醒。

　研究者気取りの大馬鹿者は、おそらく自分で設定した課題すら忘れていたのだ。

　もしも精密誘導ミサイルの完成に明確な殺意や憎ぞう悪おが必要であり、それを引き出すためにドクトルＳが暴力や虐待まで繰り返していたとしたら。

　全てが充塡され。

　大小の歯車が嚙かみ合あって。

　極限兵器が完成したのは、この瞬間だったのかもしれない。

　ゴッッッガッッッ!!!!!!　と。

　この期に及んで悠長に励起手榴弾インセンスグレネードのピンを抜くなど許さない。全方位から嵐のようにブラッドサインが荒れ狂い、殴り、突き、潰し、抉えぐって、ありとあらゆる破壊が研究者の全身を叩たたきのめしたのだ。

　今日、ドクトルＳは酸素吸入器によって自分の脳へ送る酸素量を調整する事で自分の思考や感情を制御している。

　だがそのきっかけが、本当の本当に『白き女王』であったとは限らない。
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　じゃじゃーん!!　一一時になりました。カラフル戦隊のヒーローショーが始まるよ、みんな中央の噴水広場に集合だ!!

　ショッピングセンター『まるちぷる』二階、空中回廊にいる『白き女王』、信楽しがら真ま沙さ美み、ビヨンデッタの三人はカフェの前に置かれた丸いテーブルに着いていた。ここからだと広場とはまた違った視点から出し物を眺める事になる。

「うーい。信楽しがら真ま沙さ美みはホットドッグとアメリカンコーヒーでしたよね」

《はい、それと風味付けにブランｄ

「ファ○クのカタマリか」

《……あのう、ビヨンデッタちゃんのそれは一体何なんですか？》

「え？　スペシャルホイップハニーシロップクラッシュナッツカラメルプリンチョコレート抹茶いちごミルクアイスカフェラテですけど？」

　比重の違う液体をそっと重ねているのだろう。なんかもう、パフェやサンデーのような透明な器の中で白、ピンク、薄緑、茶色などの層がカラフルな積み木のように段々と積み重ねられていた。今は良いいが、スプーンでちょっとかき混ぜたら得体のしれないミックスジュースになりかねない仕様だ。向こうはドリンク一杯なのに、食事とセットで頼んだポニテ研究者より栄養ドカ盛りに見える。

「でもって女王の方は……」

「ホワイトモカ」

「そうそう。後はホワイトウィンナーとクリームチーズの白蒸しパンドッグと」

「それからカリフラワーとホワイトアスパラのサラダと、デザートにはミルクプリンがあれば完璧でございますっ。……あら？　どうされましたのお二人ともそんな顔をなさって」

「……、」

「……。」

　……ものの見事に真っ白であった。服装といい料理といい、流石さすがは『白き女王』。基本的に何事もパーフェクトなのだが、色彩感覚だけはどこかおかしい。自分で作るならともかく、ありものの外食を組み合わせてここまで統一されるとそれはそれで異形な感じが止まらなかった。

　三人が着いているテーブルには、食事の他に小さな箱が置いてあった。

　こちらは少年の趣味に合わせたものだろう。

　赤い包みに黒のリボンで装飾された、プレゼントの包み。

　大きさはリンゴが入る程度だろうか。

《マグカップ、ですか》

「にしし、それもウサギさん柄のな」

　今でこそ暇さえあればシリアルばっかり食ってる城しろ山やま恭きよう介すけだが、『女王の箱庭』時代にはみんなでケーキを分け合って食べていた事もあったか。嗜し好こう品ひんと全く縁がない訳ではない。

　テーブルの下でそっと薄手のカジュアルワンピースのスカートを握り込み、『白き女王』は淡く笑って呟つぶやいた。

「……まあ、届きはしませんけれど」

　吞のん気きなヒーローショーの喧けん騒そうさえも遠ざかるようだった。

　ザァ!!　と、不気味な風が流れていく。

「たとえ地面に叩たたきつけられ踏み潰されたとしても、同じ事を繰り返すまででございます。『繭』や『色彩なき童女』が弾はじけ飛とぶその瞬間まで、全力で。これはその一歩。子猫の学習によって誤った危機感を抱いてしまったあにうえのジンクスを緩和するための礎いしずえと思えば……」

《のん》

　しかし、だ。

　白衣にスーツの信楽しがら真ま沙さ美みは即答した。

《今までの旅で何を学んできたのですか。これは、そんなに軽い気持ちのものではないでしょう、女王？》

　その言葉に、『白き女王』の表情が音もなく変わった。それが喜怒哀楽の何を示しているか、誰かに察知される前に、彼女は細い両手でその顔を覆っていた。

　無理だというのは、分かっている。

　失敗するのは目に見えている。

　それでも。

　それでも。

　それでも。

「……、───なあ」

　ぽつりと。

『白き女王』は両手で顔を覆って俯うつむいたまま、静かにこう洩もらしていた。




「受け取って欲しいなあ、あにうえ……」




　願いなんて、そんなものだ。

　現実に達成の目途が見えているから願うのではない。

　むしろ、絶対に叶かなわないと分かっているからこそ、願いを捧ささげてしまうものである。
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　全てを見た。

　全てを知った。

　ようやっと、城しろ山やま恭きよう介すけは塗り潰されたようだった母親と『妹』の顔を、取り戻した。

　誰も彼も殺され、もはや言葉の一つも投げかけられないけど。

　時間の歪ゆがんでいる場所だったけど。

　時間の感覚そのものを、しばらく忘れていた。

「満足か……？」

　ただのたすけて症候群ではない。

　暴かれた者。

　明確な屈辱と怨えん嗟さの入り混じる、喜怒哀楽全部持った血の通う人間の言葉があった。

「これで満足したか、冥めい乃の河かわ葵あおい？　満足したら笑えよ、いつもの上から目線でさ。わしは、中立不干渉だから貴様らのお涙頂戴なんか何にも関係ありませんってさあ!!」

　しばしの間、銀髪の巫み女こは何も言わなかった。

　ただ恭きよう介すけの頭を抱え込むと、白いサラシを巻いた自分の胸へと抱き寄せた。今はそれが必要だと、そう思った。何でもかんでも肯定するだけでは『白き女王』と同じだ。時にはブレーキをかけるために突き放す必要もあった。しかし、それにしても。出てきた結果はこれか。もっと優しくしておくべきだったと、彼女は心の底から後悔していた。

　駄々をこねて八つ当たりをしてくる子供でも良いい。

　そこに人の心があれば。

　今ここにいる城しろ山やま恭きよう介すけはボロボロで、みっともなくて、最強なんて言葉を放り出していて、でも、おぞましき誰かが設計した精密誘導ミサイルなんかじゃなかった。

　せめてそうであってくれた事が、冥めい乃の河かわ葵あおいはとても嬉うれしかった。

　彼は。

　自分の手で鎖を引き千切って、多くの人を助けて、今ここに立っているのだ。

　胸を張って良いはずだ。

『白き女王』に負けっ放しの人生だろうが、その道のりを卑下する必要なんか、どこにもないはずだ。

「泣けよ」

「る、さい」

「小僧、もう我慢なんかするな。それが人間ってもんじゃろう？」

「うるさいって、言ってるだろ……!!」

　そして。

　いつまでも震える少年を包み込みながら、唇を嚙かんでいた葵あおいはやがてゆっくりと口を開いた。

「それでも、やっぱり」

　正しい事が全てではないと分かった上で。

　悩み、迷って、冥めい乃の河かわ葵あおいは胸の内の恭きよう介すけへこう言い切ったのだ。

「……わしには、全ての元凶がお主や『白き女王』だったとは言えん。お主は必死になって最後の最後まで家族を救う方法を探し続け、ヤツは無邪気にそんなお主を守っただけじゃ。どう考えても、一番悪かったのはドクトルＳじゃろう……？」







　分かってるよ、ばかやろう。

　僕も『白き女王』も、秘ひ匿とく大たい戦せんの時だってそうだったんだよ。

　確実に殺すため作戦に参加して、でも情にほだされて仲良くなってしまって。

　大丈夫かもしれないって、根拠もなくそう思って。

　幸せになりたい。

『白き女王』と一緒に歩いていきたい。

　だけど。

　結局。

　何も変わりはしなかった。

　反省していなかった。『妹』の死すら否定してしまったような気がした。

　だから、どうして良いいか分からなかったんだ。
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　そして、ピクンと『白き女王』は顔を上げた。

　カジュアルワンピースに生脚の少女は何の前触れもなくこう神託を放ったのだ。




「あにうえが、来ます」




　信楽しがら真ま沙さ美みとビヨンデッタもまた、表情が変わった。

　昔から決まっていた。

『白き女王』がそう言えば、それはその通りになると。








シンセアリア・レポート05









「……、」

「今さら外堀埋めていく必要ってあるのかな……？　お母さんひょっとして夜中のダメージ引きずってお兄ちゃんから逃げてる!?」

　金髪二本三つ編みのオリヴィアが何か言っていたがとにかくシンセアリアはシンセアリアで調査を進めていくまでだ。

　今回白羽の矢が立ったのはイザベルと斑むら鮫さめクイナ。

　両方とも依より代しろというのは珍しい組み合わせだ。報告によると、ビヨンデッタ戦では敵と味方に分かれていたそうだが。

「……城しろ山やま恭きよう介すけ？」

「うっ。人様が林間学校にやってきているというのにまたもや不穏なのが現れたわね……」

　金髪ショートの女の子がイザベル。茶髪の方がクイナ。……驚異的ではあるが、イザベルは本名川かわ面もサユリ、この肌、瞳、髪で日本人という事らしい。『ガバメント』主導の『蟻あり塚づか』実じつ験けんに付き合わされた結果として、体構造にまで変化が見られる訳だ。

（そうですそうそう何も私一人だけじゃないきっとこの人だって同じように多くの召喚師と契約を繰り返し魂の変質に手を伸ばしているのであって私と同じ程度の筋力くらいは有しているはずうふふあはは誰がマウンテンゴリラですかあのガラクタめちょっと最強で無敵な高たか嶺ねの花はなの絶対君主とでもお呼びなさいぶつぶつ……）

「何でも良いいけど長話なら木陰くらい連れていってもらえないものかしら。線の細いこの子が熱中症にでもなったらどうすんの？」

「ぐがあァァァあああああああああああああああああああああああああああああああーっ!!」

「我が君主落ち着いてー!!」

　忠臣、決意の羽交い絞めによって何とかご乱心だけは回避しつつ。

　イザベルという人形のような少女は音もなく首を傾かしげ、

「城しろ山やま恭きよう介すけの印象……うーん（棒）」

　ややあって。

　割と短気なオリヴィアがイライラしてきた頃、




「赤ちゃん？」




　ぶっ!?　と彼女以外の全員が思わず噴き出していた。予想外と言えばあまりにも予想外過ぎる一言であった。

　が、当のイザベルは特に奇をてらったつもりではないようで、

「城しろ山やま恭きよう介すけは確かに最強クラスの召喚師だとは思うけど、助けたらそれっきり、後の事なんて考えない。まるで遊び疲れてオモチャも片付けず眠りに就く赤ちゃんみたいな感覚で、世界中を回って爆盛り人を助けているんだと思う」

　口をぱくぱく開閉させたままシンセアリアが斑むら鮫さめクイナへ目をやるが、茶髪の方は大おお袈げ裟さなまでに首を横に振って、

「ご、ごめんなさい、私は敵方のビヨンデッタについていたから城しろ山やま恭きよう介すけの懐ふところに潜り込んでいた訳じゃないの。だけどサユリが言うなら間違いじゃないと思う。それにしても、赤ちゃん？？？」

「城しろ山やま恭きよう介すけは、おそらく他人との繫つながり方を知らない。細盛りたりとも」

　イザベルは無機質な瞳を揺らがす事もなくそう繰り返した。

　核心に迫る一言だった。

「親や兄弟、友人や恋人。彼は人と人の繫つながりは基本的に不変であるものと考えている。不変、付け入る隙のないもの。だから、そこを揺さぶり、断ち切りにかかる『白き女王』や信奉者の起こす事件が許せない。そして一方で、根本的に人を助けた程度ではそんな強い絆きずなは生まれないと考えている。そう、ここでも不変が顔を出す。だから事件が終わった後は必ず依より代しろと契約を切り、無責任に元の世界へ帰してしまう。むかむか（棒）」

「……、」

　命を救った程度では、永遠の絆きずなは生まれない。

　それもまた、『白き女王』と信奉者の繫つながりを否定するために生まれた概念か。

「彼は」

　その視点は。

　おそらく城しろ山やま恭きよう介すけと共に同じ時間を歩んだ者にしか会え得とくのできないものなのだろう。

　貴き賤せんや優劣があるという話ではない。冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんでも、図書委員ちゃんでも、姫ひめ川かわ美み夏かでも、セクルティティでも、緑リユウ娘ニヤン藍ランでも、オリヴィア＝ハイランドでも、冥めい乃の河かわ葵あおいでもなく、イザベルの時間でしか見据える事のできないパズルのピースなのだろう。

「誰よりも愛される事を望んでいる。だけど、愛情の受け取り方が分からない。だから、当たり前にそれができる者を尊く思っている。召喚儀礼とか、アワードとか、そういったものとは関係なく。どうしてそうなったのかまでは知らない。ビヨンデッタとは戦ったけど、イザベルは城しろ山やま恭きよう介すけの過去までは踏み込んでいないから。実際に壊れているかどうかじゃなくて、城山恭介は自分で自分が壊れていると認識している。だから線を引いて、他人を巻き込まないよう気を配っている。戦闘狂のルールで全てを破壊してしまわないように。それが本当に必要な振る舞いかどうかもはっきりしていないのに」

　しばしの間、沈黙があった。

　誰も、何も言えなかった。

　風さえも死んだ真夏日。各おの々おのがイザベルからもたらされた情報を飲み込むだけでそれだけの長い長い時間が必要だった。

「つまり」

　やがて、だ。

　シンセアリア＝ハイランドが止まってしまった時間を再び動かした。




「愛情欠乏症の恭きよう介すけ様さまに今必要なものは何か。答えは自おのずと見えてくる……！　やっと、ようやっと、全身で包容力を持て余すシンセアリア＝ハイランドの出番がやってきたという訳ですね!!　さあ私わらわ母どの顔がお望みだぁーッッッ!!!???」

「あかんお疲れのところにこんな劇薬注そそぎ込こんだらお兄ちゃんが本格的なマザコンに化ける」







[image: ]
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　一つ、『白き女王』はわざわざビジネスホテルを利用していた。

　一つ、『白き女王』は逃走時に窓を使った。

　一つ、『白き女王』は結局小さな家には戻ってこなかった。




　簡単なようだが重要な意味が含まれている。これらを紐ひも解といてみよう。食事や睡眠が不足した程度で『白き女王』が死んでしまうなら誰も苦労しない、つまり彼女は趣味か何かの感覚で人の暮らしを真ま似ねている。逃走時に窓を使ったという事はまだこの座標……地方都市に未練があるはずだ、その気になれば背中から翼を生やすなり次元を割るなりで即座に地球の裏側にだって逃げられるのだから。そして小さな家には興味がない。『白き女王』はそれ以外の場所に移っている。

　この寂れた地方都市で、人の生活様式を真ま似ねて行動する『白き女王』はどこを目指すか。

　つまり、地域住人の足取りをそのままなぞれば良い。

　彼らが一番多く集まる場所が、統計的に見て最も『白き女王』の出現しやすい場所だ。

　だから、城しろ山やま恭きよう介すけがそこへやってくるのは必然だった。

　コロシアムのように高い塀で囲まれたショッピングセンターの噴水広場。他の多くの人達が危機感一つ抱かず行き交う、究極の大舞台へと。

『カラフル戦隊のヒーローショー、午後の部は二時からになります！　今度は思わぬ助すけっ人とがやってくるかも？　一度見たみんなも油断しちゃダメだぞ。みんなの応援がヒーロー達の力になる!!』

　能天気なアナウンスが流れていた。

　世の中の善と悪がこれくらいはっきりと分かれていたら、どんなに生きやすかっただろう。




　城しろ山やま恭きよう介すけと冥めい乃の河かわ葵あおい。

『白き女王』と信楽しがら真ま沙さ美みとビヨンデッタ。




「お久しぶりでございます、あにうえ」

「ああ」

　人間を知る旅、その果てにあった邂かい逅こう。

　薄手のカジュアルワンピースに生脚だった。銀の髪をツインテールに結っているのも安っぽいヘアゴムだった。両手を後ろに回している、『白き女王』からの言葉だった。

　対して城しろ山やま恭きよう介すけはこう応じた。

「本当に、随分と、久しぶりな気がする」

　それは、あの小さな家で事の顚てん末まつを再確認し、塗り潰されたように消えていた母親と『妹』の顔を取り戻したからか。

　もしも、『白き女王』が恭きよう介すけではなく『妹』を選んでいたらどうなっていただろう。

　そもそも誰の願いにも応じず、召喚そのものに失敗していたら？

　ドクトルＳが構築した小さな檻おりは破られる事なく、彼の一生はそこで終わっていた。今、城しろ山やま恭きよう介すけがここにいるのは『白き女王』が守ったおかげだった。

　結局。

　全ては『女王の箱庭』と同じ。

　彼は弱かった。力は及ばなかった。多くの犠牲と共に城しろ山やま恭きよう介すけは人生を歩んでいった。そんな幼い命を守るため、『白き女王』は自ら汚れ役を買って出た。

《単純な憎ぞう悪おでは、『白き女王』には勝てないのです》

　白衣にスーツの信楽しがら真ま沙さ美みは首のホイッスルを弄もてあそびながらそんな風に言った。

《そして恭きよう介すけ君くん、あなたももう気づいているはず。今のあなたの原動力は、世界を救いたいなんて大仰で形のないふわふわしたものではないという事くらい。単に小さな家で起きた一情景の話ではありません。恭きよう介すけ君くん、あなたは始まりを知った事で何を得ましたか。『女王の箱庭』から『色彩なき童女』まで、これまであった長い長い旅路の意味、一本の統一されたラインが見えてきたのでは？》

「……、」

　認めろ、と誰もが口を揃そろえて言う。

　恥ずかしくても、情けなくても構わない。

　自分の胸の中にある気持ちに正直になれ。ブラッドサイン式だの神々のさらに向こう側の存在をぶつけ合う死闘だのではない、本当に必要な勇気はもっと別の所で振り絞れ、と。

　言うのか。

　言ってしまって良いのか。

　これだけ多くの人を傷つけてきた自分が、ハッピーエンドなんて許されるのか。終わり良ければ全て良しで、犠牲者達の怨えん嗟さや悲哀を押し流してしまっても構わないのか。

「……何で」

　やがて。

　搾り出すように、恭きよう介すけはポツリと呟つぶやいていた。

「何でこんなにもねじれてしまうんだ……」

「小僧」

「お互いに最強過ぎたのが災いしたのでは？」

　巫み女こ装しよう束ぞくに胸元を白いサラシで絞った冥めい乃の河かわ葵あおいの言葉へ被かぶせるようにして、ビヨンデッタが明るい調子で言い放った。

「ほら思春期の反抗期ちゃんって、悔しい思いをしながらどこかで妥協して諦めるから大人になれる訳でしょう？　でも、あなた達はそうじゃなかった。挑戦すれば挑戦するだけ結果が返ってくるんです、それじゃあいくら経たっても壁にぶつからない。目隠しして真っ暗闇の中を突き進んで、前へ突き出した掌てのひらに何の感触も返ってこなかったら、そのままずーっと歩き続けちゃうでしょ。実際には、壁がないのではなく知らぬ間にぶち壊していたのだとしても」

　どんな親友、恋人、夫婦の間でも主導権、イニシアチブは存在する。口先だけなら平等平等何でも平等と謳うたう事はできても、実際には自分の立ち位置がなければ逆に落ち着かないだろう。城しろ山やま恭きよう介すけと『白き女王』の戦いとは、まさにそれだった。いいや、本当のところはすでに結果は出ていたのだ。言うまでもなくイニシアチブは『白き女王』が握るべきだった。だが恭きよう介すけは認めない。女王の側から差し上げると言っても聞かない。本当の本当に実力で雌雄を決しない限り、少年は相手との距離を測る事さえままならない。

　全てを戦闘で換算する。

　最もシンプルで分かりやすい形でしか、代入できなくなる。

「思い、悩み、迷えよ少年」

　片目を瞑つぶったビヨンデッタが、『白き女王』の背後に回る。

　その細い肩を両手で摑つかんで、ぐいっと恭きよう介すけの方へ押し出す。

　違うのだ。

　今、『繭』が直径何キロまで膨らんでいるかなんて、そんな話は誰もしていないのだ。

「気持ちは整理できないかもしれない、だけど簡単に答えを出せないというそのハングアップ状態だってある種の救いとして機能しているんですからね、にゃははは!!」

「あっ、ちょ!?」

「……恭きよう介すけ君くんがあれだけ表にさらけ出しているんです。女王、ここにきてまぁーたハリネズミモードで包み隠してしまうおつもりですか？」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っっっ」

　唇をぐっと嚙かんで、『白き女王』の頰が赤く染まった。

　いつまでも後ろに回したままの両手。どうやらそこに何かを隠しているらしい。落ち着きなく両目があちこち泳いでいたが、やがて何か意を決したようだった。

　前へ、出す。

　赤い包みに黒いリボンで彩いろどられた、小さな箱だった。

　白いカジュアルワンピースの短い裾を気にしている余裕もない。危なっかしいくらい眩まばゆい太ふと股ももをせわしなく擦り合わせながら、

「あっあの、その、ですね。あにうえっ、突然こんな風になってしまって大層驚いているとは思われますけれど、もしも、もしも、その、よろしければ、一度冷静になって、ええと、その、脊椎反射でばぁーんと壊してしまうのではなく、よろしかったら、ええと、受け取っていただけたら、これ、その、わたくしは、もしも受け取っていただけるのなら、わたくしはそれだけで……」

　これで何かが変わるのか。

　ブラッドサイン式の召喚儀礼。一見してそこから関係のない想おもいや気持ちの問題が、そんなに大事な事なのか。

　一体どこで何がこじれてしまって。

　そして。

　それを解くためには、どうすれば良かったのか。

　一度、深く瞼まぶたを伏せて。

　そして、城しろ山やま恭きよう介すけも変わる時代に対応する事を決めた。

「……た、よ」

　自分の体の芯から、血を搾り出すような言葉だった。

　あるいはそれは、『色彩なき童女』を冷静に組み立てていくのよりずっとずっと辛つらい作業だったのかもしれなかった。

　時代は変わる。

　世界だって変化していく。

　城しろ山やま恭きよう介すけは真まっ直すぐに『白き女王』の顔を見据え、ついに言ったのだ。

「ぼくだって、すきだったよ」

「っ」

　たったそれだけで、『白き女王』の心臓が止まったかのようだった。

　大きく見開かれた瞳。

「あっ、あの」

　顔どころかうなじまで桜色に紅潮させ。

　息が詰まったように口をパクパクと開閉し。

　カジュアルワンピースから伸びた眩まばゆい脚あしの震えを必死に押し殺して、目尻に涙すら浮かべ、それこそどこにでもいる女の子のように、『白き女王』は一世一代の確認を取ろうとする。

「それは、その、わたくし、えっと、自分から始めておいて、こういう時どうしたら良いいか……」

　そして。

　そして。

　そして、だ。

　少年はぐっと顔を上げて、渾こん身しんの力を振り絞って。

　城しろ山やま恭きよう介すけはありったけの力を込めて、正直に本当の気持ちを叫んだのだった。




「僕だって本当は!!　信楽真沙美が好きだったよ!!!!!!」




《は……？》

　あまりの事態に頭の中が空っぽになっていたポニーテールが、両目を真ん丸にしたまま小刻みに震えていた。

　私部外者だから、後は若い男女で……が通じる状況じゃなくなってきた。

《はァァァっっっ!!!???》

　不意打ちと言えばとてつもない不意打ち。

　いきなりの一撃にわたわたと落ち着きがなくなってきた信楽しがら真ま沙さ美みだったが、城しろ山やま恭きよう介すけの言葉はまだ終わらない。

「ビヨンデッタだってそうだった……」

　あっ、と。

　ここにきて巫み女こ装しよう束ぞくに白いサラシを胸に巻いた冥めい乃の河かわ葵あおいがようやく気づく。

　大きな大きな失敗を、目の前を一度は通ったはずのヒントを見過ごしたような、そんな顔で。

「城しろ山やま京きよう美みだって、アルベルトだって、クラウディアだってカインだってそうだった!!　みんな好きだったんだ。本当の母も『妹』も守れなかった……。家族が欲しかった、あの小さな家でドクトルＳに全部否定されて、お前はそんなもの作れない欠陥品って烙らく印いんを押しつけられ!!　でも、『女王の箱庭』ならやり直せると思った！　女王の笑顔にほだされて、信楽しがら真ま沙さ美みに背中を押してもらって、ここなら甘えても良いんだってそんな風に考えてしまった訳だが！　ちくしょうが!!　ずっとずっとそんな事を繰り返してきた。失敗するって、分かってて、それでも諦めなくて、僕は本当に大馬鹿野郎だから……っ。小さな家を追われて『女王の箱庭』も壊れて、その後も少女だアリスだ訳の分からない寝言を喚わめき続つづけて……結局、いつまでも夢の中を生きてそんな幻想を追い回してた!!　ああそうだ、今回だってビヨンデッタや信楽しがら真ま沙さ美みが敵に回るのを見て、勝手に裏切られたって感じていたんだ！　ありもしない家族からッ!!　笑いたければ笑うが良いい。どうしようもない赤ん坊だったんだよ、この僕は!!!!!!」

　愛情の種類は、一つではない。

　もしもここにシンセアリアやオリヴィアがいれば、依より代しろイザベルの呟つぶやいた言葉の真意がはっきりと分かった事だろう。




　城しろ山やま恭きよう介すけの印象……うーん（棒）。

　赤ちゃん？




「危険な恋人なんかいらなかった。最初の最初から……」

　嚙かみ締しめるように。

　鏡に映る己の弱さと向き合うように。

　だからこそ、城しろ山やま恭きよう介すけの言葉にはもはや遠慮も容赦もない。

「欲しいのは危険から遠ざけてくれる家族だった!!　そしてそれをいつも壊していったのはあなたではないか、『白き女王』!!　だから、僕は！　たとえ何がどれだけ理不尽であったとしても、あなたがもたらしたのが本当に本物の愛情だったとしても！　絶対にそれを受け入れられなかった。そんなの恐怖だ、土足でずかずか踏み込んできて家庭を壊していくような恋人の愛情なんか欲しくなかったんだ!!!!!!」

　まずい、と冥めい乃の河かわ葵あおいは心底思う。

　彼女とて、城しろ山やま恭きよう介すけと『白き女王』が無条件に嚙かみ付つき合って共に破滅していくような未来が見たかった訳ではない。どこかで感情的な落としどころを見つけられればそちらの方が良いいと思う。

（ふ）

　だけど、これは想定が違う。

　おそらくすでに状況は信楽しがら真ま沙さ美みの手からも離れている。

　もう止められない。中心に立つ城しろ山やま恭きよう介すけや『白き女王』さえ。状況はどこまでも転がり落ちていく。まるで誰も望んでいないのに始まる核戦争だ。

（ふざけるなよ。とても自然にこうなったとは思えん。何じゃ、これは、この画用紙いっぱいに赤と黒のクレヨンで塗り潰したような悪夢の光景は一体どこの誰のシナリオじゃ……!?）

　その時だった。

　憎しみをぶつけようのない災害に擬人化を施すように逃避しつつあった葵あおいの思考が、何かを捉えようとしていた。

　ゾッと。

　背筋に何か得体のしれないものが走るような、そんな感覚。

「来いよ……」

　しかし確信を得る前に、城しろ山やま恭きよう介すけが押してしまう。

　絶対に手を置いてはならない、破滅のスイッチを。

「来いよ恋愛モンスター!!　『繭』も『色彩なき童女』も二の次だ。あなたは何も悪くない、認めるよ、その愛情だって本物なんだろう。だけどその上で言わせてもらおうではないか。僕は、家族を守る。何人僕の大切な人を殺していけば気が済むんだっ。やるなら僕をやれば良いだろう。来るなら来やがれケタ違いのバケモノがァっっっ!!!!!!」

　無音。

　無音の無音。

　無音の無音の無音。

　……果たして。この状況、『白き女王』の側からすればどのように映っていただろう？　散々信楽しがら真ま沙さ美みやビヨンデッタに焚たきつけられて、自分の弱い所も柔らかい所も全部さらけ出し、勇気をもってプレゼントを選んで、どうにかこうにか受け取ってもらおうと思ってからの、この仕打ち。あーら失敗しちゃったんですか？　そりゃ残念。でもまあほら、私わたし達たちは『家族』ですんで、『恋人』と違ってとりあえずキープ。愛いとしのあにうえの隣からこれからも泥沼の足あ搔がきをにこやかに観察させていただきますね☆　あははははははははははははははは。

　それは。

　どこまでが事実で、どこからが妄想だったのか。

　そんな区別なんか、どうだって良いい。

　人間を知る旅、その成果？

　何もねえよ。

「……、」

　一人ぼっちの少女の世界で、耳鳴りすらもぶっ飛んだ。

　一切の無。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　そして。

　そして。

　そして。




　グッシャァァァ!!!!!!　と。

『白き女王』の両手にすり潰され、ラッピングごとウサギ柄のマグカップが粉々に砕けた。







「何でもかんでも恋愛恋愛また恋愛で語りやがって頭ん中に何詰まってんだこの恋愛脳がはいはいそーですかそうですか楽しいですもんね恋の話って思わず応援したくなるもんなってふざけんなそれがあの信奉者騒ぎの真相かどんだけ安いナンパのテクを繰り返してるんだわざとトラブル起こして颯さつ爽そうと助けに入るーみたいなベッタベタシェイクスピアでも避けて通るわ謝れほら世界に謝れアザリアとかザ・セイントとかこれ聞いたらどんな気持ちになるんだちょっとは申し訳ないって気持ちを覚えろ結局自分自分また自分男と女がくっつくのがそんなに尊いのかぶはー白き女王ってもしかしてアレですかブライダル的なアレの事まで意識しちゃってますうあらゆる神々の向こう側までかるーく突き抜けちゃってるあなたがこういう時だけ一宗教一文化圏に染まってんじゃねえよずるいよ何だよ卑ひ怯きようだよまたこれだどうせ正しくツッコミ入れた僕に周りのみんなこう言うんだ大人げないだの可か愛わいい女の子に向けるような言葉じゃないだのおおっとうこいつは禁止ワードだったまたもや勝手に暴走するぞう恋愛脳がカワイイカワイイわははカワイイふざけんなおっかねえんだよ初めて見た時から何でそう真まっ直すぐでいられるんだよ普通そんな簡単に踏み込めねえよ土足でズカズカ入ってくんなよどうしていっつも笑顔なんだよ怖くはねえのかよ何が白き女王だ存在自体が冗談みたいな女と恋なんかできるか言い寄られる側の気持ちにもなってみろなんべんノーって突き付けていると思っているダメなものはダメなんだ諦めろ諦めという言葉をちょっとインストールするところから始めようか恋愛ってやだほんとにやだ終わり良ければ全て良しで丸く収めようとするところがどうしようもない今日ここに来るまでどんだけ被害を撒まき散ちらしてきたと思ってんだ全てはこの恋のためだったのでございますの一点突破じゃん何それどんなラブストーリー全米が泣いても僕が許すか馬鹿野郎おかしいよ変じゃん普通に戦えよなんか良く知らないけどドロドロとした余計なものなんか混ぜたりしないでマジメにやろうよこれブラッドサインで頑張って激げき強つよ被召物マテリアルを呼び出して人間の限界の向こう側に行くっていう流れじゃなかったのかよバカが恋とか愛とか叫ぶようになってから全部台無しだ責任だよ責任を感じろそっちはそれでも世界最強なんだろなんかこうもっと中心に立ってる感とかないのだってヤじゃん全知全能的な存在が色ボケで全部の物事決めてるとかギリシャ神話のゼウスだってヘラっていうブレーキ役がいたんだよ何だどうしたぶっ壊れてんのかこの世界は僕説明できないよ過去に様々な事件や戦争で死んでいった本物の英雄達にあなたの死因は色ボケが勢い余ってハッスルし過ぎたせいですなんてもう良いいじゃん次に行こうよ初恋なんてこんなもんだよ失敗するよさっさと僕の事は忘れて二人目に行っちゃえばどうせ五秒で忘れる恋愛でしょどうしてそんなに自分の事ばっかり美化できるの自分の恋だけは特別だとでも思ってんのそれがダメなんだよ恋愛脳って言われちゃうの恋なんか七〇億人がやってるよ虫とか動物とかまで入れたら年中無休でみんなパコパコ腰振ってるよそんなに大切かパコパコパコパコ気持ち悪いなパコパコする事しか考えないパコパコ星人は人間なんて行き着くところに行き着くし落ち着くところに落ち着くんだ合わないパズルのピースを無理矢理くっつけようとするんじゃねえこっちはもう限界なんだよ折れちゃうよ!!!!!!」

「うるせえんだよ家族家族また家族ってテメェいつになったらその口からおしゃぶり離すつもりなんだ気持ち悪いなこのマザコン野郎えー違うの違ったのでございますかそれは申し訳ございませんなら『妹』の方ですわねどっちにしたって似たようなもんだわ一体どこまでドクトルＳの影を引きずってんだ根暗で気持ち悪いわーええっなにっそういう種類のかまってちゃんだったのでございますかそれはそれは大変失礼作法が分かっておりませんでしたハイハイ可か愛わいいでちゅねーばぶーもうすぐミルクの時間でちゅからねーってハイどうですかこれで満足でございますか独り立ちを考えろ家から出たって家族は逃げねえよ大丈夫だよ安心しろよひょっとして不安になってる自分こんなに家か族ぞく想おもいでカッコイイとか勘違いしてんじゃねえのないないないわー気持ち悪いわーそんなのその歳としになって友達や恋人どころか家族との距離の測り方も分からないとかどうかしてるわーどうしたのどうしちゃったのでございますかこちらにも我慢の限度というものがあるのが分からないのでございますか愛は無条件に捧ささげられるものだと万に一つも幻滅などしないものだとその程度の破局は最初から偽にせ物ものだったとよりにもよってその口が言うんじゃありませんっねえーあにうえそれってつまり雛ひな鳥どりは口を開けていれば勝手に餌を与えてもらえるって思うのと全く同じですごくすごくすんごーく幼稚でバカっぽいと思うのですけれど頭の具合は大丈夫でございますかフッ僕最強だから何もかもお見通しな訳だがとか何とかかましてるお暇があったら少しは自己分析に割り振ってみてはどうでしょうああ無理ですか無理でしょうね冷静に見つめてしまったらあにうえこの場で自害してしまいそうですもの人間とは自殺のできる数少ない生き物でしたっけねあらあら不思議あら不思議誰よりも何よりも家族を大切にするあにうえは自分がその家族とやらからすっごく重荷になっている事実には全く気づきもしないのでございましょうか天才気取りのアホはこれだから頭が上がりませんわ人は自分の悪臭を感知する事ができないのだとは全く良くできた言葉でございます是非ともあにうえのお墓に刻んだ方がよろしいのではなくて何でしたらわたくしこのカリスマを輝かせて新しい宗教の一つでも立ち上げて経典にそっくりそのまま書いてもよろしくてよ一千年にわたって語り継がせるとしましょうこの世紀のバカをあらあらあららどうしましどうちまちゅたかーあにうえひょっとして泣きそう泣いちゃいますうーでも残念わたくしもそろそろ愛あい想そが尽きてきたので励ましたり慰めたりするつもりは毛頭ございません基本的に無駄な事っていくらやっても無駄ではございませんかもうわたくし疲れちゃいましたほら遠慮なくわたくしの事はどうでも良いいからビヨンデッタお姉ちゃんか信楽しがら真ま沙さ美みママンにでもしがみついておっぱいでもしゃぶっているのがよろしいのではなくてあははうふふ何ででしょうどうしてでございましょう今の今までこんなのが眩まばゆく思えていただなんてええすみませんあなたではなくむしろわたくしの方が壊れていたのかもしれませんわねだとすればそちらには何の落ち度もない事でございますその点イイトコ一個もないあなたには本当にご迷惑をおかけしてしまいましたわねこの虫けらいけない声を荒げては所詮幻想こんな恋など最初からなかったのでございます[image: ～][image: ～][image: ～]っっっああっもう誤魔化しきれないあにうえのばかばかほんとにバカ!!!!!!」










　わずかな沈黙があった。

　ぎりぎりぎりぎり!!　と歯は軋ぎしりすら鳴らし、少年と少女は至近距離で睨にらみ合あっていた。

　もはや顔全部怒りの皺しわだらけにして。

　そして彼らはこういう時だけ迷わず声を揃そろえて宣告した。
















「「ぶっっっ殺すッッッ!!!!!!」」
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[image: エンディングX-02　死中より活を見よ]













　東欧Ｆ国国境線で広がっていたのは、爆発でもドームでもない。

　それは『繭』だった。

　何かを育てる媒体だったのだ。

　そして『白き女王』を包み込む戦装束『真実の剣』は、元来彼女の正しさを担保するための武力だ。白を黒に、黒を白に。そのために必要ならば自動的に戦って主に勝利をもたらすし、足りないものがあれば自力で構築して全ての道筋を揃そろえてしまう。

　故に。

　だからこそ。

　ぐぁばっっっ!!!!!!　と、突然開いたその『繭』を、中身を、果たして正視できた者はどれだけいたか。多くの者にとって、それはただ莫ばく大だいな白の光であっただろう。ブラッドサイン式に守られる事もなく莫ばく大だいな霊格・神格の存在を目にするのは難しい。それこそセクルティティのように、ブラッドサイン式に頼らず人間から片足踏み外したような者でなければ、それはただの光でしかないのだ。

　虹がかかる、とは違う。

　あたかも地上から発射された流星。

　恐るべき何かが、ちっぽけな惑星の反対側に向けて解き放たれた。

　元来の主、その求めに応じ。

　真なる剣を捧ささげるために。







　それは、白き落雷であった。

　これまで『白き女王』が身に纏まとっていた人の世の衣装は粉々に砕け散る。

「……に、え……」

　新たにまとわりつくのは。

　白き戦装束。

　紫電の如ごときエネルギーと共に一心同体となったのは。

「あにィィィうえェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」







「うふっ」

　地獄の様相を見せるショッピングセンターの片隅だった。

　一見して二人に飲み込まれているように見えて、実は笑いを堪えられない者が一人いた。

「ふふふっ、うふ、うふふふふふふふふふふふ」

　ビヨンデッタ＝シロヤマ。

　他人の復ふく讐しゆうに手を貸して、当人が思っている以上にやり過ぎてしまう『悪魔』である。

　扇情的なウェイトレス服に包まれた体を持て余し、背筋をぶるると震わせて、

（あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!　いやあー長かった長かった、でもこれでようやく火が点つきましたっ！　成じよう就じゆ!!!!!!　一時は丸く収まるかと思ってヒヤヒヤしたものですが、ようやっと、ここまで行けば安心かなあーっと。ここから先、どうやっても闘争心が自然鎮火する事はないでしょうし）

『白き女王』の恋路に手を貸していたのも、もちろん一貫した理由があったのだ。

　最初から、無残に敗れる事を知っていて手を貸した。

　信楽しがら真ま沙さ美みと違って、ビヨンデッタは恭きよう介すけの渇かつ望ぼうの正体を『家族愛』だと早い段階から気づいていた上で、破局するよう差し向けた。

　目的は単純明快。

　ビヨンデッタは別に恭きよう介すけが憎い訳ではない、『白き女王』についても以下略。

　肝心なのはただ一つ。

（……最初に『契約』を提案してきたのはお客様、城しろ山やま恭きよう介すけです）

『ガバメント』の護送車から引きずり出した時、あの少年はなんと胸に刻んでいたか。

　魂を売り飛ばした。

　大体、悪魔と契約を交わす者には決定的に欠けている能力がある。目先の事にこだわり過ぎて、長期的展望が損なわれているのだ。

　失望されるいわれはない。

　彼女は最初から最後まで、徹底的に『こう』だったのだから。

（ならば、こちらとしては最大級に復ふく讐しゆうの味を引き出さなくては。今になってやっぱやめが通用するほど、悪魔の契約は甘いものではありませんよ？　お客様）

　ビヨンデッタがいなければ、今日ここまで繫つなげる事はできなかったかもしれない。

　だけどビヨンデッタと契約していなければ、この瞬間こんな事にはなっていなかった。







　依より代しろとして、一歩離れた視点から全体を観察する冥めい乃の河かわ葵あおいも、ウェイトレス服の悪魔ビヨンデッタが自分の体を抱いて小刻みに震えているのを捉えていた。

　ここで糾弾しても始まらない。

　すでに火種は投じられ、巨大な山火事に発展した。今さら犯人を吊つるし上あげにしたところで、莫ばく大だいな炎の塊が消えてなくなる訳ではない。

（もちろんあやつは後でガチぶん殴るとして……）

　心にメモしつつも、やはり一番の関心事は別にある。

　城しろ山やま恭きよう介すけ。

（それにしても、馬鹿者が。これもまた真っ当な愛情を注いでもらえなかった弊害か？　家族とは無条件に与えられるものとは限らない。自分の手で作り上げてこそ、という側面もあったろうに……）

　大昔の政略結婚ではないのだ。

　恋や愛から始まらない家族など今日びありえるものか。

（……まだいける）

　世界は着火した。

　その上で、胸元のサラシをきつく巻き直しながら冥めい乃の河かわ葵あおいはこう考える。

（未熟も未熟、見ている方が呆あきれるくらい幼稚な価値観ではあるものの、ここならまだ差し込む隙はある。小僧、認めろよ。誰よりも愛情を渇かつ望ぼうしていたお主の前に、その愛情が差し出されてきたのだというしんぷるな事実を!!）

「おい!!」

　嵐の到来。

　翻弄されつつも、乱れる銀髪を片手で押さえる巫み女こは敵対陣営に声を放った。

　あの中では唯一会話の通じそうな存在……白衣にスーツの信楽しがら真ま沙さ美みへと。

「お主はこの結末をどうしたい!?　どっちの陣営につく!!」

《あっちもこっちもありません!!　私は恭きよう介すけ君くんと『白き女王』の幸せを願う者。故にこそ、たとえ暴走しようが『白き女王』を見捨てる選択肢はありませんっ!!》

（その言葉を聞きたかった……）

　ここまで焚たきつけたのは冥めい乃の河かわ葵あおいも同じだ。だからこそ、どれだけ惨みじめで、情けなくて、みっともなくて、普通の人間なら呼吸をするようにできる事ができない者だったとしても、銀の髪の巫み女こだって城しろ山やま恭きよう介すけを一人ぼっちにするつもりは毛頭ない。

「わしは小僧の方に回る。いちいち事細かには言わんぞ、こっ恥ずかしい!!」

《ええっ、恭介君をお願いします!!》

　定義は違たがえない。お互いは所詮敵対勢力。

　だがその上で、獰どう猛もうに笑って冥めい乃の河かわ葵あおいはこう言い放ったのだ。

「お互い遠慮は無用じゃ。全力を出し切ろう。泣いて後悔してももう遅いからなァ!!」










　そして。

　現世か異界のどちらかで、そっと瞼まぶたを開ける影があった。

　半透明に透ける、小柄な少女だった。外見だけなら一〇歳程度か。胸の中心では、鼓動に合わせて淡い光が明滅している。長い髪は一部が猫の耳のように尖とがり、未成熟な体を包むのはレオタードにも近い衣装。腰回りにはロングスカートのように剣、槍やり、銃、斧おの、杖つえ、槌つち、鎖、刀、ありとあらゆる武器が広げられ、背中には世界の破滅を収録した一二の分厚い書物が輪の形を作って浮かんでいた。

　ただ一つの目的を貫徹する色彩なき童女aie・a・oio・ei・ueo・ioa・e・uai・ee。

『白き女王』を殺す。そのため、『繭』の暴走そのものにも引きずられるように臨戦態勢を固めていった『色彩なき童女』だったが、本当のトリガーは別にあった。

《……にーさま……》

　果たして、少年は気づいていたか。

『白き女王』を倒すのに必要なものを必要なだけかき集めた。その中に、一体どんなエネルギーが混ざり込んでいたのかを。

《にーさま、今度こそ守る》

　思えば、最初からその未み踏とう級きゆうにはそれしかなかった。

　たとえ『白き女王』を本当の本当に破壊できてしまった事により、心因的な衝撃から構造全体に予期せぬエラーが伝でん播ぱしていったとしても。

　その部分だけは。

　決してなくなる事はなかったのだ。




《今度、生まれ変わったら、その時こそ。私はにーさまをたすける側につく》
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　そんな訳で鎌かま池ち和かず馬まです!!

　ブラッドサインもついにここまでやってきましたよ。今回は色んなところが不安定で、読んでいる皆様もちょっと居心地の悪い展開があったのではないでしょうか。ただしブレているのは恭きよう介すけではなく（『白き女王』を含む）周りの方です。最初の一巻目を改めて開いてもらえば分かるのですが、恭きよう介すけは徹底的に女王殺すの一点突破なのですね。今までそれがひどい事のように見えてこなかったのは、多くの信奉者に囲まれる『白き女王』があまりに強大で、手の届かない存在だったから。ただし、前回ラストで信楽しがら真ま沙さ美みが『白き女王』の女の子らしい部分をブチ抜いてしまった事で、今回はその辺りの軸がズレてしまっているのです。おや？　押したら泣いちゃう可能性が出てきたぞ？　と。

　良くも悪くもこのシリーズ、この世界観は『白き女王』がいなければ始まりません。

　今まで思い切り胸を借りるつもりで頭に浮かんだ作戦をぶつけてきた恭きよう介すけですが、ここにきて、急に信楽しがら真ま沙さ美みや冥めい乃の河かわ葵あおいが問いかけてくる訳ですね。お前ほんとにそれで良いいの？　と。ここで重要なのが、恭きよう介すけは恭きよう介すけで徹底的にブレないので、こう考えてしまうところにあります。ああ、こいつも女王のカリスマにあてられて安易な感動に流されていくのか……と。

　バトル系の物語にとって一番の天敵はチート級のラスボスでもパワーインフレでもなく、何だかこれ以上戦ってはいけないような空気、ではないかと。決闘なんかやる必要ない！　いっせーので武器を下ろせば笑って抱き合えるさ!!　……どうにかして決着をつけたい側からすれば、これ以上に凶悪な展開はないと思われます。そして極悪な暴力の他に輝く美貌、この上ない叡えい智ち、どうしようもないカリスマを兼ね備える『白き女王』は、やろうと思えばそれを自分から振ふり撒まく事ができる訳ですね。これまでも歴戦の召喚師や依より代しろが信奉者として振り回されていく様を散々見せつけられてきた恭きよう介すけは、普通だったら感動してブラッドサインを放り投げるような場面でも決して折れません。意固地になってでも続ける。『白き女王』と本気で戦い抜くためには、まずそんな才能が必要だったのかもしれません。

　対する『白き女王』は今まで自分がやってきた事を見つめ直していく中で、そろそろ自分がどれだけ恭きよう介すけを圧迫してねじ曲げていったかに自覚が追い着いていきます。ここから元に戻すのは大変だけど、でも大変だからと言って匙さじを投げたところで事態は好転しない。向こうが歩み寄らないならこちらから近づいてでも距離を縮めてやる……と、何やら正統派な方向に舵かじを切っています。

　誰よりも愛情を欲ほつしていた恭きよう介すけと、たった一つの愛情を差し出しかった女王。

　ここにきて神々の向こう側にいる『白き女王』が何かに願いを捧ささげているのが、この巻の大きなポイントではないかなと。

　……しかしそう簡単に話は進まないのがこのシリーズです。だってラブコメはいかにしてすれ違うかが肝要なんだもん!!　愛の形は一つではない、恭きよう介すけが欲ほつしていたのは家族の愛であって危険な恋ではなかった、という所に最大の歪ゆがみが集束していきます。……これも、疑似家族の集まりだった『女王の箱庭』の思い出を大切に扱い、恋人候補とも言えた依より代しろ達たちを事件解決と共に躊ちゆう躇ちよなく切っていった、相手の家庭には決して踏み込もうとしない恭きよう介すけの行動パターンを見れば予測はできたかも？

　ただし。

　今回はビヨンデッタの『陰謀』という形で軟着陸していますが、もしも何もなかったとしても、やっぱり『白き女王』は失敗したと思います。今まで最強の中の最強だった存在が、いきなり目線を格下の他人に合わせて距離を縮めようとしても、そりゃあ絶対にぎこちなく失敗するよね、というのが持論。自然に失敗するよりむしろビヨンデッタが汚れ役を買ってくれた事で『白き女王』のダメージは減ったのではないかなと思っていますが、さて皆様どうでしょう？

　また、最後の最後に恭きよう介すけと女王が溜ために溜ため込こんでいた鬱憤を真正面から全部ぶちまけるシーンがありますが、ここ、『何だかんだでどこか楽しそう』が正解です。特に『白き女王』、散々罵倒しておきながら最後の最後にＵターンを決めて『ああっもう誤魔化しきれないあにうえのばかばかほんとにバカ!!!!!!』で締めくくっているのが最大の萌もえポイントであります。

『白き女王』と『色彩なき童女』。

　この二つを見比べると、危険な恋と家族の愛の対立構造も分かりやすくなるのでは？

　……いやあーそれにしても冥めい乃の河かわ葵あおい、自分で書いておいてアレですがずるいな。あぐらでワンカップ横綱だわ難攻不落のシンセアリアをゴリラ扱いするわ、恭きよう介すけを突き放すわ抱き締めるわ。まさにやりたい放題です。しかも彼女の行動には間違いがない。ドロドロ愛憎劇のはずが、ラストの一言だけで何だか清涼感溢あふれるスポーツマンシップ的な流れが生まれてるし……。







　イラストの依い河かわ和わ希きさん、担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、宮みや崎ざきさん、山やま本もとさん、見み寺てらさんには感謝を。ある意味すでに完成している『白き女王』にわざわざ別の衣装を着せるのもそれはそれで大変だったのでは。今回もお手間をおかけしてしまい申し訳ありませんでした。

　そして読者の皆様にも感謝を。ブレにブレまくる世界、というのを表現したかったのですが、実際に文章を追い駆けていただいていかがでしたでしょうか。ちょっとぐにゃぐにゃする、で狙い通りの正解なのですが、読よみ辛づらかったら申し訳ありません。次回もお付き合いいただけたらと願っております。




　それでは、今回はこの辺りで。




　危険な恋と家族の愛、さあ、欲しいのはどっち？


鎌かま池ち和かず馬ま















　そこはアリジゴクの異名で恐れられていた。

　世界の警察『ガバメント』が、被召物マテリアル絡がらみで大きな罪を犯した重犯罪者を収監するための監獄。アザリア＝マゼンタレインが滞在する南米ディアブル島の、もう一つの顔。

　深い深い地下深く。

　それでも巫み女こ装しよう束ぞくの双子は、まだまだこの施設の本質、醍だい醐ご味みの部分までは味わっていないだろうと考えていた。所詮は面会室。透明な強化ガラスのこちら側と向こう側で、世界は隔絶されている。抱えている事情や気持ちの問題が全く違う以上、たとえ全く同じ調理場で作ったご飯を食べたとしても臭いメシとはならないのだ。

　冥めい乃の河かわ蓮れん華げに冥めい乃の河かわ彼ひ岸がん。

　長い黒髪と金髪。二人の巫み女こさんは仲良く頰を寄せ合うようにして、一つの受話器へ耳をやっていた。

　分厚い強化ガラスの向こう側で全く同じデザインの受話器を手にしているのは、壮年の男性。酸素吸入器のマスクを取りつけた、その筋では有名な召喚師だった。

　ドクトルＳ。

『聞きたい質問もそろそろ尽きてきましたか？』

「なるほど、なるほど」

『二重三重とたらい回しにされた私の収監先を突き止めたその腕には敬意を払おう。その偶然のヒキの強さ、Ｆ国外がい部ぶ委い託たく諜ちよう報ほう部ぶ門もんよりは上と見るべきでしょうか。見み目め麗うるわしいお嬢さん方と同じ時を過ごせるのも大変有意義だが、正直に言って恭きよう介すけについて話せる事はあまり多くない。あれは勝手に成功して、勝手に羽ばたいていきました。私の方に何か責任や落ち度がある話でもないのでね』

「なるほどなあ……」

『アレは、どうしてる？』

　にたりと笑って、ドクトルＳは強化ガラスに顔を近づけてきた。

　絶叫マニア。

　確か恐怖を自覚した上で、安全な場所から眺めたいのだったか。

『私が作った精密誘導ミサイルです。その完成図すら破り捨て、好き勝手に世界を飛び回っている暴走兵器と言っても良い。アレは、今日も、失敗しているでしょう？　基礎、土台のところからして破綻しているのだ。その上に何かを積み重ねようとしてもダメなのです。だからあいつは、何も手に入らない。どんなに努力をしようがね』

「彼ひ岸がん」

　それには応えず、姉は妹の名を呼んだ。

「ちょっと受話器持ってて。後、両手で耳を塞いで目を閉じるの。頭の中で三〇秒数えるまで開けちゃダメよ、絶対だからね？」

「え、ええ、えと……？」

「早く」

　こういう時、有無を言わさぬ力があるから蓮れん華げは姉なのかもしれない。

　律りち儀ぎに約束を守ってくれる彼ひ岸がんは、本当に良いい妹だと思う。

　冥めい乃の河かわ蓮れん華げはにっこりと微ほほ笑えんで、そして巫み女こ装しよう束ぞくの右袖を大きく腕まくりした。

　力自慢のアピールであった。

『何を……』

　答えるまでもない。行動で示した方が万倍早い。




　こちとら浄じよう瑠る璃り方ほう式しき、人間の限界を超えた作り物。

　リミッターを切った蓮れん華げの拳が厚さ五センチの強化ガラスごとクソ野郎の顔面をブチ抜く。




　ドガッシャアッッッ!!!!!!　と。

　とんでもない爆音が遅れて炸さく裂れつし、さらに続けてあちこちから甲高い警報が鳴り響いた。

　まいがー!!　という大柄な黒人看守が放つ本場の叫びが炸さく裂れつする。

（本来こういう使い方するためのものじゃないんだけどなあ。……ああやっぱり、肩の軟骨焼けてる……。帰ったらすぐおじいにメンテしてもらわなくちゃ）

　びっくりした彼ひ岸がんが大きく目を開いた時には、すでに何事もなかったように蓮れん華げは腕を引っこ抜いた後だった。しれっと妹の隣に佇たたずんでいる。

「わっ、わっ、わあああああああああ!?　おねえっ、お姉ちゃん、今何したの？　吸入器のマスクも割れてるしっ、あの人椅子ごとひっくり返ったまま泡噴いてるよ？　ねえってば!!」

「うーん……」

「厚さ五センチって、鉄砲の弾でも受け止めるんでしょ？　ロケット砲でも持ってきたの!?」

「よしっ、通常運転」

　こっそり小さくガッツポーズをしてしまう。どうやら彼ひ岸がんはライフル弾を止める防弾素材を姉が素手で突き破った可能性については思いも寄らなかったようだ。この純粋な妹はそれで良いいとも思う。

　これ以上ここにいても仕方がない。

　面会室から冥めい乃の河かわ蓮れん華げはきびすを返していく。

　そして。

　なおもわたわた追いすがる妹に対し、片目を瞑つむって蓮れん華げはこう言ったのだ。




「いい、彼ひ岸がん。神々の向こう側がどうのこうのなんて関係ない。世の中には、どんだけ小こ賢ざかしく正当化や理論武装で身を固めたって許されない事もあるのよ」
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